
第3章 古墳の調査報告

C.家形埴輪（図 184• 185) 

本墳出土の家形埴輪片は、色調・焼成について全

てが同一視できるものであり、かつ部位の状況から

1棟分の資料と考えられる。

※ 

家一 1

部位：屋根の棟先から壁体上部の破片。屋根部外

面は、ハケ調整を施し、軒先部のみその後ヨコナデ

を施す。壁体部外面はヨコナデを施す。内面は、屋

根部付近は斜位のヘラケズリを施し、屋根から壁体

部にかけての付近のみ、その後、ハケを施す。色調

は橙色。焼成はやや硬質。出土は周堀エリア I。

家ー 2

部位：鰹木？の破片。中実。断面円形と推定。全

面にハケ調整後、ナデ調整。色調は橙色。焼成はや

や硬質。出土は周堀エリア11I。

家ー 3

部位：屋根の軒先の破片。外面は、ハケ調整を施

し、軒先部のみ、その後ヨコナデを施す。内面は剥

落しているため不明。色調は橙色。焼成はやや硬質。

出土は周堀エリア1I1。

家一 4

部位：屋根の軒先の破片。外面は、ハケ調整を施

し、軒先部のみ、その後ヨコナデを施す。内面は剥

落しているため不明。色調は橙色。焼成はやや硬質。

出土は周堀エリアV。

家一 5

部位：屋根の軒先の破片。外面は、ハケ調整を施

し、軒先部のみ、その後ヨコナデを施す。内面は剥

落しているため不明。色調は橙色。焼成はやや硬質。

出土は周堀エリアN。

家一 6

部位：屋根と壁体の接合のための充填粘土。色調

は橙色。焼成はやや硬質。出土は周堀エリア I。

家ー 7

部位：壁体の破片。透孔の一部が残存する。外面

は、ハケ調整及びナデ調整を施す。内面はハケ調整

及びナデ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。出土
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は周堀エリアV。

家ー 8

部位：屋根の寄せ棟部の破片。外面は、ハケ調整

を施す。妻部との接点はナデ調整を施す。内面はナ

デ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。出土は周堀

エリアVlI。

家ー 8

部位：壁体の破片。透孔の一部が残存する。外面

はハケ調整を施す。内面はナデ調整。色調は橙色。

焼成はやや硬質。出土は周堀エリアVlil。

家一 10

部位：屋根の破片。外面は、ハケ調整を施す。内

面はナデ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。出土

は周堀エリア1II。

家一 11

部位：屋根の破片。外面は、ハケ調整を施す。内

面はナデ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。出土

は周堀エリアVlil。

家一 12

部位：壁体の破片。外面は、ハケ調整を施す。内

面はハケ調整及びナデ調整。色調は橙色。焼成はや

や硬質。出土は周堀エリアVI。

家一 13

部位：壁体の破片。透孔の一部が残存する。外面

は、ハケ調整を施す。内面はナデ調整。色調は橙色。

焼成はやや硬質。出土は周堀エリアIV。

家一 14

部位：壁体の破片。外面は、ハケ調整を施す。内

面はハケ調整及びナデ調整。色調は橙色。焼成はや

や硬質。出土は周堀エリアVlil。

家一 15

部位：屋根の破片。外面は、ハケ調整を施す。内

面はナデ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。出土

は周堀エリアVII。

家一 16

部位：壁体コーナ一部付近の破片。透孔の一部が

残存する。外面は、ハケ調整を施す。内面はナデ調整。

色調は橙色。焼成はやや硬質。出土は周堀エリアV。
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第3章

家一 17

古墳の調査報告

部位：壁体底部の破片。外面はハケ調整及びナデ

調整を施す。内面はハケ調整及びナデ調整。色調は

橙色。焼成はやや硬質。出土は周堀エリアV。

家一 18

部位：壁体コーナ一部付近の破片。透孔の一部が

残存する。外面はハケ調整を施す。内面はナデ調整。

色調は橙色。焼成はやや硬質。出土は周堀エリアN。

家一 19

部位：屋根の破片。外面はハケ調整を施す。内面

はナデ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。出土は

周堀エリアV1I。

家ー 20

部位：壁体底部の破片。外面はハケ調整を施す。

内面は八ケ調整及びナデ調整。色調は橙色。焼成は

やや硬質。出土は周堀エリア1II。

家一 21

部位：壁体コーナ一部の破片。外面はハケ調整を

施す。内面はハケ調整及びナデ調整。色調は橙色。

焼成はやや硬質。出土は周堀エリアVII。

家ー 22

部位：壁体の破片？径1.0cm以上の孔があく 。

外面には帯状の剥落痕がある。外面はハケ調整を施

す。内面はナデ調整。色調は橙色。焼成はやや硬質。

出士は周堀エリアVI。

家一 23

部位：壁体の破片。外面に剥落痕がある。外面は

ハケ調整を施す。内面はナデ調整。色調は橙色。焼

成はやや硬質。出土は周堀エリアV。
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図 185 家形埴輪 (2)
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9 多田山 9号墳

(3)土器（図 186・表 26)

出土土器は全て土師器である。出土量は少なかっ

たものの、細片まで観察したところ、出土器種は甕

と坪に限定される。なお、須恵器の出土は一片も確

認できなかった。

単口縁甕（器一 1)は焼成後の底部穿孔がされて

いる。胎土には輝石 or角閃石・石英・黒色、赤褐

色粒子などを多く含んでおり、にぶい黄橙色の色調

を呈する。焼成具合などの点も加味すると、この甕

は本墳出土の円筒・形象埴輪（人・馬）との類似性

が高い。赤彩の痕跡は認められなかった。

模倣坪（器ー 2• 3)はともに小破片での出土で

ある。赤彩の痕跡は認められなかった。

、＼文文＼
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口 ］口
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／
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器ー 2 器ー 3
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図 186 土器

表26 土器観察表

遺物 出土
器種

法量(cm)
形態及び成整形の特徴 色調 焼成 胎土 備考

番号 位置 日・底・高

形態 やや外反する単口緑・球胴・底部不明（推定平
輝石・角閃石・ 底部を焼成後

土師器 14 4/-
底）成整形 口縁は内外面とも横ナデ、外面端部を僅

にぶい 石英・黒色、 に穿孔・埴輪
l 周堀

甕 /20.7~ 
かに肥大させる。頸部は外面に粘土を添付させ、補強

黄橙色
やや粗

赤褐色粒子な の胎土ににて
している。内面には押さえのナデの痕跡あり。体部は

どを含む いる
縦ケズリ後縦ナデ。内面は丁寧なヘラナデ。

形態 口緑は外斜する。端部は僅かに面取りされる。
輝石・角閃石・

土師器 JJ.0/ X 口緑と体部の境に明瞭な稜を持つ。体部はやや深めと
石英・黒色、

2 周堀
坪 /3 0~ 

推定。丸底と推定。成整形：口緑はヨコナデ。稜線は、 橙色 やや密
赤褐色粒子な

3と同一か？
上位の強い横ナデによって造り出されている。体部は
不定方向ナデ（残存部のみ） 。体部内面は斜横位のナデ。

どを含む

形態．口縁は外斜する。端部は僅かに面取りされる。
口緑と体部の境に明瞭な稜を持つ。体部はやや深めと 輝石・角閃石・

3 周堀
土師器 }30/X 推定。丸底と推定。成整形 口縁はヨコナデ。稜線は、

橙色 やや密
石英・黒色、

2と同一か？
坪 /3 5~ 上位の強い横ナデによって造り出されている。体部は 赤褐色粒子な

上半は不定方向ナデ、下半はナナメケズリ 。体部内面 どを含む
は斜横位のナデ。
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第3章古墳の調査報告

5 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 墳丘径が 11.8mの円墳である。

遺構② 盛土直下の地山中には FA層が存在する。

遺構③ 周堀内には FAの堆積がない。

遺構④ 輝石安山岩の割石を用いた 「竪穴式小石

榔」が 1基存在する。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器坪・甕が周堀内から出土している。

遺物② 形象埴輪は馬 1体、人3体、家 l棟が存

在する。

遺物③ 円筒埴輪は全て 2条3段構成であり、碁

部の伸長化は認められない。

遺物④ 円筒埴輪は円形透孔が主体で、器面赤彩

はなく、底部調整は存在しない。

遺物⑤ 埋葬主体部は未盗掘でありながら、人骨

はおろか、副葬品の出土も皆無である。

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

土師器 ・坪（器ー2 • 3)は内斜口縁坪である。

口縁端部は丸く納めている。「多田山 1期」に盛行

するものである。また、土師器・甕（器一 l)は単

口縁球胴甕と考えられる。これはその特徴から、「多

田山 1期または、それ以前」と考える。

円筒埴輪は、 2条3段構成のものばかりであり、

所謂 「星部の伸長化」は認められない。透孔の形状

はやや半円的な円形も存在するが、主体は円形であ

り、総体としては「円形志向」が窺える。赤色顔料

の塗彩は認められず、底部調整は存在しない。よっ

て、近年の研究（島田 2001)に基づき、その時期

を 「多田山 1期」と考える。

遺構の時間的位置づけ

僅かに残存する盛土直下地山面中に FA層が確認

されたことから、本盛土が FA降下以降であること
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が判る。FAの降下時期については「多田山 0期末

～多田山 1期初」と考えられる（編集者の考え）の

で、盛土構築（＝古墳築造）の時期は 「多田山 1期」

以降と考える。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構・遺物の特徴（遺構①④ ・遺物③④）

から、 「初期群集墳」を構成する 1古墳と考えられ

る。既研究（右島 1993)によれば、この種の古墳

の造営時期は、「多田山 0~1期」相当の時期と考

えられている。ところで、本墳の築造時期と最も近

似する情報は FAとの関係と、樹立埴輪の情報であ

る。前者に関して導き出された盛土開始時期は 「多

田山 1期（以降）」であり、後者に関して導き出さ

れた時期は 「多田山 1期」である。

したがって、本墳の築造時期は 「多田山 1期」と

考える。このことは周堀出土土器の時期とも矛盾す

ることがない。
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第3章 古墳の調査報告

1 調査前

多田山 10号墳が存在する地点は、標高 148m 

付近、多田山丘陵の頂部（標高 159m)南東部に

馬の背状にのびる平坦地形面である。

既に、事前の試掘において周堀の一部が確認され、

墳丘直径 20~30m程度の円墳の存在が判明して

いた。調査前には、直径 20m程度の範囲が土鰻頭

のように膨らんでおり（最高 1.50m程度）、墳丘

盛土が残っていることを示唆していた。さらに、そ

の膨らみの中央には、大小さまざまの輝石安山岩が

散乱していることから、そこにはかなりの撹乱をう

けた横穴式石室が存在することを想定するにいたっ

た。

なお、本墳は「上毛古墳総覧」記載漏れの古墳で

ある。

2 墳丘と周堀（図 188)

(1)墳丘

本墳は、盛土径 15.5m、側面盛土径 14.3m、

墳丘長 25.8m、側面墳丘長 20.0m、全長 36.2m、

側面全長 22.8mを計る、円墳である。但し、円墳

とはいっても、円丘を認識できる範囲は、盛土部の

みである。おそらく、盛土と碁壇の境界に、葺石を

施し、碁壇面（＝地山面）を含めた範囲を、視覚的

に墳丘と認識していたと思われる。但し、調査時に

おいては墳丘表面の撹乱は甚だしく、墳丘の外表施

設に関しては不明であった。

盛土は、表土掘削後の確認面において、碁壇より

0.6~0.8mの高さが残存していた。この確認面で

は石室の天井石は崩落し、玄室側壁の一部が露出し

た状態だったので、本来はプラス1.0m以上の盛土

の存在が推定される。

(2)周堀

周堀は、碁壇の周り北側半分のみで検出され、そ

の形状は平面・勾玉形を呈するものであった。周堀

の検出面は、一部ではローム面にまで及んでおり、

築造時の地表面はこの確認面よりも高いレベルで
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写真8 調査前・輝石安山岩の散乱状況（南→）

あったと思われる。ただ、それにしても盛土の南側

には、周堀の痕跡が全く確認できなかった。ゆえに

築造当時の形状は今回の調査時の形状とは大きく異

なるものとは考えられない。よって、こうした平面

勾玉形の周堀が本墳に伴う周堀と考える。

確認面での規模は、南側（周堀の端部）の最広・

最深部で上幅 5.2m、下幅 2.5m、深さ1.5m、北

側の最狭•最浅部で上幅 2.5 m、下幅 1.0m、深さ

0.3mをそれぞれ計る。また、断面形状は南側（最広・

最深部）では逆台形、北側（最狭 •最浅部）では椀

形を呈している。このように、周堀規模は一律では

ないが、南側が広く深く、北側が狭く浅い、といっ

たバランス性をもっている。この形状は、人が墳丘

の南側から古墳を見た場合（石室入り口を正面に見

た場合）において、視界に入る箇所だけが広くかつ

深くなっているということになる。

覆土は、ローム混入黄褐色土や FA（または As-C)

を含む黒褐色土が主体であり、上層に As-Bの一

次堆積層が存在する。覆土断面の最下層（断面Cの

第 7層）は、ローム主体の硬い土であり、かつ水平

面をつくるように存在することから、掘削した周堀

底面を平坦にするために張り床状に敷き直した面の

可能性もある。

(3) 周堀内における遺物出土状況

墳丘西側の周堀内、 As-B層より下層の覆土か

ら土師器坪（器ー 7)が 1点出土した。
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第 3章古墳の調査報告

3 前庭

(1)概要（図 189• 190) 

前庭は、平面台形を呈する。前庭長は 3.00mで

ある。各部位の計測値は、前垣幅 3.15m、西側前

垣幅1.10m、東側前垣幅1.30m、前垣高1.25m、

西側翼垣長3.10m、東側翼垣長3.00m、翼垣高1.10

m、先端幅 5.60mである。前庭開口度は、西側開

口度が 104゚ 、東側開口度が 119゚ である。先端

部の仕切石や床面の礫敷きは検出されなかった。

前庭は多量の崩落石と土砂で覆われていたが、そ

の中には浅間 B軽石の純堆積層も確認された。土の

堆積状況からは、盗掘の痕跡は認められなかった。

前垣は、東西とも直径 5~25cm程度の川原石

円礫を真ん中付近に、同規模の輝石安山岩の亜角礫

を縁辺部に、それぞれ配置していた。

翼垣は、輝石安山岩の角礫のみで形成させている。

東翼垣には一辺 20cm以上の石がが比較的多用さ

れているのに対し、西翼垣には一辺 10cm程度の

幻急焙

＋ 

0 1 : 100 2m 
l ,  1 

図189 前庭及び石室平面図

磁ア ¢
 ゚

夏
図190 前庭平面及び展開図
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石が多用されている。

残存状況と しては、前垣 ・翼垣ともに、西側は良

好であるが、東側は崩壊が著しい。また、翼垣の南

端は明確でなく、さらに延長する可能性もある。

(2)前庭における遺物出土状況（図 191)

遺物は床面直上または床上2~4cmの高さから

出土した。

出土器種は須恵器短頚壺（器一 l)・高坪（器ー 2.

3)・坪（器ー 4• 5）、土師器坪（器ー 6.他に未

実測の細片）である。いずれも破片での出土である。

破片の分布は、3つのエリ ア（西側翼垣エリ ア ・

10 多田山 10号墳

東側翼垣エリ ア ・前庭南端エリア）に分かれる。し

かし、 各エリ ア内で接合関係が完結するものは、西

側翼垣エリ アでの須恵器坪（器ー 4• 5)・高坪（器

-2)、東側翼垣エリアでの須恵器高坪（器ー 3)

のみである。須恵器短頚壺（器一 l)は3つのエリ

ア間での接合が認められ、土師器坪（器ー6)は2

つのエリ ア間での接合が認められる。この他、図化

できかなった土師器坪の細片（図 191の▲）が前庭

南端エリ アに少量散在している。

鉄製品 ・石製品の出土は無かった。
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図191 前庭 遺物出土状況平面図（上） ／垂直分布図（下）
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4 石室

(1)概要（図 192)

石室は、両袖型横穴式石室である。石室長は 5.75

mである。玄室長は主軸位置で 3.05m、玄室幅は

中央位置で推定1.50mである。羨道長は主軸位置

で2.70m羨道幅は中央付近で推定 0.75mである。

玄室側壁高は最高の残存高で1.15m、羨道側壁の

最高残存高は 0.90mである（詳細計測値は後述）。

残存状況は、玄室については不良である。側壁は

崩壊が激しく、特に西側壁においてそれが顕著であ

る。盗掘を受けたらしく、玄室床面は奥壁付近を除

く大部分で、床石まで抜き取られていた。羨道につ

いては半分良好で、半分不良である。側壁は西側壁

がほぼ完全に崩壊していたが、東側壁は比較的良好

に残存していた。また、閉塞石も完全ではないもの

の、残存していた。

(2)羨道部の閉塞状況（図 192)

羨道部の閉塞は、部分的に残存していた。検出時

においては、天井石が抜き取られていたことから、

残存状況が本墳における閉塞石の完存状況とは考え

ていない。

閉塞は、 一辺 15cm以下の小振りの輝石安山岩

の角礫と直径 10cm以下の川原石を主体になされ

ていた。土砂は僅かに混入するのみであり、所謂「土

石混合」といった状況ではなかった。閉塞範囲は、

羨道長とほぼ同じ長さの 2.35m範囲に存在した（図

192右のトーン部分）。充填された閉塞石の層厚は

は、玄室近くが最も薄く、開口方向にいくに従い層

厚が増していき、残存高の最高は羨門部の仕切石付

近で、 0.25mであった。

この閉塞が 1回性のものか、あるいは複数回にわ

たって充填されたものなのかは、判断できなかった。

なお、閉塞石内には遺物は含まれていなかった。

ぃ―ーレ―

”
 

-4.

J
]
-

幻足姻
十

ol 
0
0
.
6
V
I
1
1
1
 

0| 

E- ．旦

゜
1 : 80 2m 

※玄室の西側壁は、推定ライ ン。

L=l49.00 

゜
1: 40 lm 

図192 石室平面図（左） ／羨道閉塞状況 平・断面図（右）
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(3)石室内における遺物の出土状況（図 193)

玄室内からは、玄室奥壁付近の床面直上より直刀

（鉄一 1) と有窓鍔 1 （鉄ー 2)、足金具 l（鉄

-3)が出土した。足金具は直刀に装着された状態

で出土し、 一の足と考えられる。有窓鍔は装着され

ておらず、茎脇に、平置き状態で出土した。これら

3点の鉄製品の出土した奥壁付近は天井石が崩落し

ており、床面の玉石も良好に残存していた。したがっ

て、この出土位置は、盗掘・撹乱の類いを受けてい

ないエリアと考えられ、この出土状況も埋納時（ま

たは追葬時）の状況を示していると考えた。また玄

室内南の撹乱された床相当面上からは釘 l（鉄ー 4)

が出土した。この他には副葬品や人骨人歯の出土は

無かった。

羨道内からは、遺物の出土は無かった。

(4)石室床面の状況（図 193)

玄室内には、直径 5cm以下の玉石が敷き詰めら

れていたことが推測される。なぜならば、玄室内の

大半が盗掘・撹乱の類いを受けている中で、辛うじ

てそれらを免れた箇所の床面において、上記の状況

が観察できたからである。玉石の厚さは 2~5cm

程度であり、ほぼ一石分の層厚しかない。ゆえに調

査時の所見とすれば、床面の面数は 1面のみと考え

られる。但し、複数面存在した可能性も否めない。

玄室内の間仕切石は検出されず、その抜き取り痕跡

も見つからなかった。

羨道内については直径5cm以下の玉石に加えて、

直径 10cm程度の平たい円礫も加えて、敷き詰め

られていた。

玄門位置の床面からは、仕切石（梱石や桓石）は

検出されなかった。

(5)石室舗石の状況（図 194)

玄室内では、盗掘・撹乱を受けていない範囲にお

いて、一辺 8~30cmの輝石安山岩の平たい角礫

が敷かれていることが確認された。

羨道内では、一辺が 3~10cmの輝石安山岩の

角礫が部分的に確認され、これを舗石面と認定した

が、玄室ほど床面との分離が明確ではなかった。
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(6)石室の平面および立面の状況（図 195)

石室長が 5.75mの両袖型石室である、本石室の

平面・立面の詳細状況は次の通りである。なお、各

計測値は、全て根石検出時に行ったものである。

石室主軸 S- 11°-E である。

平面規模 平面形における細部規模は次の通り

である。玄室長は主軸位置で 3.05m、西側壁際位

置で推定 3.10m、東側壁際位置で 3.00mである。

玄室幅は奥壁付近で1.50m、中央位置で推定1.55

m、袖付近で1.50mである。

羨道長は主軸位置で2.70m、西側壁際位置で2.65

m、東側壁際位置で 2.63mである。羨道幅は玄門

付近で推定 0.80m、中央付近で推定 0.75m、羨

門付近で 0.76mである。

平面形状 玄室、羨道ともほぼ矩形の平面プラン

を呈する。玄室の平面プランにおいては、北西隅部

分が僅かに奥行きを増している。

立面規模 本石室は、壁面の残存状況が不良であ

り、天井石は全て崩落していたため、計測値も全て

残存値であり、各箇所の最高値である。玄室高は、

奥壁位置で1.35m、西側壁で1.10m、東側壁で1.03

mである。玄門高は西側玄門では不明だが、東側玄

門で 0.82mである。

羨道高は、西側壁で 0.30m、東側壁で 0.80m

である。羨門高は西羨門で 0.52m、東羨門で 0.78

mである。

上記の数値から石室の立面規模を推測すると、玄

室高が1.40m+  a、羨道高が 0.80m+  aである

と推定される。

その根拠は次の通りである。玄室高については、

1段構成と思われる奥壁が完存していることから、

ほぼこの奥壁地点での高さ＋ aを本来の玄室高と推

定した。また羨道高ついては東玄門が 2石ともほぼ

原位置で残存しており、この種の石室の羨道高の値

に近似することから、この東玄門の高さ＋ aを本来

の羨道高と推定した。

立面形状玄室は僅かな転びをもつ。その状況は

西側壁の奥壁付近と西側壁の玄門付近で僅かに確認

10 多田山10号墳

できる。

羨道はほぼ垂直に立ち上がる。

壁面の構成 玄室奥壁は小判形に加工された輝石

安山岩 l枚で面をほぼ構成し、その周囲を 3~4

段に積み上げられた輝石安山岩の加工石によって養

生している。玄室側壁は、一辺が 10~40cm程度

の輝石安山岩の割石で構成されている。残存状況か

らは 4~5段の石積みが確認できる。なお、西側壁

の石積では積み方Bが多用され、東側壁では、加え

て積み方 Aが多用されるという傾向が認められる。

玄門は、直方体状の載石 2石によって構成されてい

る。

羨道側壁は直径 15~40cm程度の川原石で構成

されている。積み方Aが多用されている。羨門は輝

石安山岩の加工石で構成されている。

天井石については、原位置を保つものは一つもな

かったが、転落石から推測する限り、多くが輝石安

山岩の壊石であったと考えられる。

石材の種類 236頁に詳述。

石材の加工 工具を用いての仕上げ加工を施した

と考えられるものは、奥壁と玄門・羨門のみである。

奥壁は小判形に加工後、玄室内面に向かう面だけ

を幅 1~3cmの慇で放射状に削り、面調整してい

る。この面調整は小判形の奥壁を養生するための周

囲の石にまで、 一部が及んでいることから、奥壁位

置に設置後に行われた調整を考えられる。

玄門は直方体状に加工後、玄室・羨道に内面に向

かう面だけを幅 l~3cmの嬰で削り面調整してい

る。さらには、羨門に向かう面の南端を断面「 L」

字状に削りあげ、玄門部を突出させたような仕上げ

加工をしている。これもおそらく、この位置に設置

後に仕上げ加工を行ったものと考えられる。

羨門は直方体に加工後、羨道と開口部に露出する

面だけを幅 l~3cmの慇で削り面調整している。

朱線・漆喰の有無 ともに認められなかった。
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n, 
5 解体調査

(1)解体の順序

本墳の場合、前垣断面H-H'、 I -I' の観察

の結果、および、前垣と羨門との石積みの関係性か

ら構築順序は「石室 ・墳丘→前庭」ということが判

明した。

よって、解体調査はその逆順に行うことと し、「前

庭→石室・墳丘」の順で実施することとした。

(2)前庭の解体（図 196)

検出時の前庭を観察すると、前垣の両端部に翼垣

が覆いかぶさるように石積みされていることが観察

できた（図 196-0段階）。よって、前庭の解体は

まず翼垣から行った。

翼垣を解体すると、前垣の全体が露出した（図

196 -1段階）。前垣の東西端部は翼垣に覆い隠さ

れており、このことから前垣と翼垣の構築が独立し

たものであることが推測された。

次に前垣を解体すると、前庭の掘り方が検出され

た（図 196-2段階）。掘り方は墳丘を 45~60°

の斜度をもって削り取り、さらには根石部にも若干

の掘り込みを持たせていることが判明した。

H’ 上 ， .L 

0 1: 50 lm 
1,  9 

l 黄褐色土 ロームを含むかたい（墳丘盛土）

2 黒褐色土 ローム ・FA（または As-C)を含む （墳丘盛土）

3 黒褐色土 FA（または As-C)を含む かたい （墳丘盛土）

4 黒褐色土 FA（または As-C)を含む やわらかい （墳丘盛土）

5 黒褐色土 FA（または As-C)・凝灰岩のチップを含む （墳丘盛土）

6 暗褐色土 ロームを多く含む かたい （墳丘盛土）

7 暗褐色土 ロームを多く含むバサバサ （墳丘盛土）

8 暗褐色土 FA（または As-C)を含む かたい （墳丘盛土）

9 黄褐色士 ローム粒 •FA （または As-C) を含む （前垣設生土）

JO褐色土 ローム粒を多く含むやわらかい （前垣蓑生士）

II 黒褐色土 FA（または As-C))を多く含む （前垣養生土）

12 暗褐色土 ロームが主体かたい （前垣蓑生土）
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図196 前庭前垣断面図（左） ／解体工程図（右）
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(3)墳丘・石室の解体（図 197~200)

墳丘・石室の解体に際しては、石室の主軸方向に

1箇所(J-J')、石室主軸の直交方向に 5箇所 (K

-K'~0-0')の断割を入れ、断面観察を行った。

その結果、墳丘と石室の構築とは連動して行われ

ていることが判明した。盛土の各層は石室構築に合

わせて盛られており、石材を積む毎に盛土を平行し

て行っていたものと考えられる。

土の種類 「黒色土」「褐色土」「黄褐色土」に分

離でき、それぞれは土質の硬軟によって分離できる

ことから、 6つの土層にわけることができる。その

土質からみて、いずれも地山に存在するものであり、

周堀の掘削土を用いたと思われる。使用土の多くは

「黒色士」と「褐色土」である。

盛土の単位 断面の状況を詳細にみると，それぞ

れが一単位 1~20cm程度の層厚をもつ土層に分

層できる。

盛土の質 盛土は、掘削土を無作為に盛土として

積み上げていくのではなく、必要に応じた土質を選

択して利用したと思われる。また、これらの盛土は、

各石材に近い土層では硬質土層の比率が高く、周縁

部の土層では軟質の土層の比率が高い、という傾向

が認められる。特に奥壁裏においては「黄褐色土」

と「褐色土」の硬質の土層が分厚く形成されており、

奥壁設置に際して、入念な地固めが行われたことが

推測できる。

裏込石の有無 側壁部の盛土においては石材と接

する個所には裏込石を必ずかましているのに対し、

奥壁部の盛土には、全く裏込め石は用いていない。

石材チップの有無 盛士の中からは無数に輝石安

山岩のチップが出士している。このことからは、石

積みを行いながら石材最終加工を行ったことが窺え

る。おそらく、加工時にでた石材チップを盛土中に

廃棄したのであろう。盛土中に存在する石材チップ

は比較的石室に近い範囲に分布していることも石材

加工と石材チップの因果関係を示す傍証となろう。
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第3章 古墳の調査報告

(4)石室石材（図 201・表 27)

石室の解体に際して、石室を構成する各石材につ

いて観察を加え、その特徴の抽出を試みた。その特

徴は次の通りである。なお、特に断りのない限り、

ここで用いる「石室石材」とは、壁材として原位置

を保持していた石材のことをさす。

石材種類 輝石安山岩を主体的に用い、川原石を

客体的に用いる。

石材重量は 7.9~838.0kgを測る。

但し、 100.0kg程度またはそれ以上の重量のもの

は 10石程度であり、 838.0kgという重量は奥壁に

石材規模

用いられたもので極端に大きい。多用されている石

材重量は 20.0~50.0kg程度のものである。なお、

石室内に崩落していた天井石と思われる壊石の重量

は70.0~120.4kgであった。

主体をなす形状は俵形とキャラメル形石材形状

である。サイコロ状のものは少ない。

石材加工 奥壁・玄門・羨門の完成時の露出面（石

室内部から見える面）と、同じく奥壁 ・玄門 ・羨門

の上端部（上に積まれる石との接地面）に盤状工具

による平滑化が施されている。また、玄門には突出

部（羨道部に張り出す突出）を削り出し加工によっ

て表現している。

石材の諸属性と積み方の関係 奥壁・玄門・羨門

には何れも輝石安山岩のキャラメル形又はサイコロ

形を呈するの大振りの石材（85.6kg以上）を用い、

積み方C乃至Dを採用している。玄室側壁には輝石

安山岩の俵形又はキャラメル形を呈する小振りの石

材（20~50kg)を主体的に用い、積み方A乃至B

を多用している。羨道側壁には川原石の俵形を呈す

るやや小振りの石材 (30.0~60.0kg)を主体的に

用い、積み方Aを多用している。加工は認められな

い。なお、加工が認められるのは奥壁・玄門・羨門

に限定される。
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10 多田山 10号墳

表27 石室石材観察表

重星 重凪
番号 槙み方 石 質 備考 番号 積み方 石 質 備考

(kg) (kg) 

I 838 0 C 輝石安山岩 加工あり 50 15 6 A 輝石安山岩

2 38 3 B 輝石安山岩 加工あり 51 105 7 B 輝石安山岩

3 26 3 A 輝石安山岩 52 10 3 A 輝石安山岩

4 12 4 A 輝石安山岩 53 7 9 A 輝石安山岩

5 4l l A 輝石安山岩 加工あり 54 32 3 B 輝石安山岩

6 20 5 A 輝石安山岩 加工あり 55 22 2 A 輝石安山岩

7 34 3 C 輝石安山岩 加工あり 56 92 3 A 輝石安山岩

8 49 3 C 輝石安山岩 加工あり 57 77 4 D 輝石安山岩， 54 0 D 輝石安山岩 加工あり 58 49.6 A 輝石安山岩

10 38.7 D 輝石安山岩 加工あり 59 52 9 B 輝石安山岩

11 16 0 C 輝石安山岩 60 11 5 A 輝石安山岩

12 177 C 輝石安山岩 61 21 I A 輝石安山岩

13 30 6 B 輝石安山岩 62 28 6 B 輝石安山岩

14 20 5 A 輝石安山岩 63 99 4 B 輝石安山岩

15 11 4 A 輝石安山岩 64 18 5 A 輝石安山岩

16 23 2 A 輝石安山岩 65 58.0 B 輝石安山岩

17 59 I B 輝石安山岩 66 16 3 A 輝石安山岩

18 26 5 B 輝石安山岩 67 19 5 A 輝石安山岩

19 22 5 B 輝石安山岩 68 34 3 A 輝石安山岩

20 63 8 D 輝石安山岩 69 67 I D 輝石安山岩

21 28 I B 輝石安山岩 70 44 7 D 輝石安山岩

22 96 B 輝石安山岩 71 18 8 A 輝石安山岩

23 20 9 D 輝石安山岩 72 37.5 B 輝石安山岩

24 39 5 B 輝石安山岩 73 63 6 A 輝石安山岩

25 32 8 B 輝石安山岩 74 29 0 A 輝石安山岩

26 16 I A 輝石安山岩 75 69 5 A 輝石安山岩

27 57 0 D 輝石安山岩 76 85 6 D 輝石安山岩 加工あり

28 76 7 B 輝石安山岩 77 132 6 D 輝石安山岩 加工あり

29 14 5 B 輝石安山岩 78 55 4 A 川原石

30 38 8 D 輝石安山岩 79 49 6 A 川原石

31 97, 7 A 輝石安山岩 80 39 3 A 川原石

32 57 2 D 輝石安山岩 81 10 6 A 川原石

33 27 4 B 輝石安山岩 82 28 6 A 川原石

34 20 3 A 輝石安山岩 83 52 6 A 川原石

35 17 2 A 輝石安山岩 84 63 7 B 川原石

36 50 3 B 輝石安山岩 85 46 2 A 川原石

37 69 1 B 輝石安山岩 86 16 6 C 川原石

38 13 7 B 輝石安山岩 87 44 1 A 川原石

39 35 9 A 輝石安山岩 88 103 0 A 川原石

40 8 I A 輝石安山岩 89 29 5 A 川原石

41 13 5 A 輝石安山岩 90 32 I A 川原石

42 39 2 A 輝石安山岩 91 33 3 A 川原石

43 180 0 D 輝石安山岩 加工あり 92 54 7 D 川原石

44 13 7 B 輝石安山岩 93 20 7 A 川原石

45 43.2 B 輝石安山岩 94 11 0 A 川原石

46 92 I B 輝石安山岩 95 3 1, 9 A 川原石

47 32 0 D 輝石安山岩 96 10 7 A 輝石安山岩

48 28 7 B 輝石安山岩 97 141 5 D 輝石安山岩 加工あり

49 30 2 A 輝石安山岩 98 52 9 D 輝石安山岩 加工あり
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第3章 古墳の調査報告

(5)石室構築面（図 202)

石室内の石材を全て除去すると、石室構築面が検

出された。この面は、石室石材を設置するために、

掘り方の内部が平坦になるように張り床を行った面

である。

ここからは、輝石安山岩のチップが多量に検出さ

れた。その範囲は、羨道・前庭構築位置を中心に、

南北約 5.5m、東西約 2.0mの範囲に及んでいる（図

202左の薄いトーン部分）。さらにその中でも、分

布が極めて濃密な範囲は、羨道内部から開口部にか

けての位置である（同図の濃いトーン部分）。

これらの分布状況からは、石室石材の最終加工が、

この場所で行われていたことを想定できる。さらに

は、その分布範囲が羨道・前庭構築位置に集中し、

かつ玄室構築範囲に存在しないことを考え合わせる

と、この分布範囲が石室構築のある段階までは集中

的に作業場として機能していたと考えられる。もち

ろんこのことは、チップの片付け行為がなかったこ

とが前提となった考え方である。だが、このことが

的を得ているとするならば、その分布の有無からみ

て、石室は「玄室→羨道」の順で構築されたと考え

られる。

(6)石室・前庭掘り方（図 202)

掘り方は、平面プランが矩形を呈し、その規模

は南北約 10.0m、東西 5.0 m、深さl.O mを測る。

床面の凹凸は顕著であるが、エ具痕のような明らか

な人為的痕跡は認められなかった。

ここで検出された掘り方は、南端部には段差を

持っておらず、そのまま地表面に連続する形状を呈

している。これは石室掘り方と前庭掘り方が連続す

るからと考えられる。この二つの掘り方が同時に掘

削されたのか、否かは判断が難しい。だが、掘り方

の上場ラインが連続し、ずれが無いことを評価する

ならば、同時に掘削されたと考えられるであろう。

/
 

:+ 

0 1:100 2m 
1,  1 

EK-185 X=42,556 Y=-55,940 

図202 石室掘り方内石材加工屑分布図（左）．掘リ方平面図（右）
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10 多田山 10号墳

(7)墳丘盛土下地山面（図 203)

墳丘盛土を除去すると、地山面が検出された。そ

の検出範囲は直径約 15.0mの範囲である。

地山面は、石室・前庭の掘り方の部分以外は掘り

込まれた痕跡は見当たらなかった。また、地山面の

等高線のあり方から見ても、盛土部分を平坦化させ

るような整地事業の痕跡も認められない。よって、

ここに検出された盛土下の地山面は、旧地表面と考

えることができる。

なお、この墳丘盛土下地山面からは、古墳築造に

先立って存在する関連遺物は存在しなかった。しか

し、奥壁北側の地山面から 40cm四方の範囲で小

円礫の分布が認められた。

/
 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 一／ 一

p
-

1。 0 の
§竺

p' 

p＿ p' 

0 1:20 50cm 
し＝146.10

＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 』
よ
|

゜
1:150 5m 

蟄ヽ EL-187 X=42564 Y=-55936 

図203 墳丘盛土下地山面 平面図
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第 3章古墳の調査報告

(2)鉄製品（図 204・表 29)
6 出土遺物

(1)土器（図 204・表 28)

須恵器短頚壺（器ー 1)は体部上位が肩の張るタ

イプのものである。これとセットとなる蓋が存在し

たものと推測できるが、出土資料には無かった。

大刀（鉄一 l)は残存長 80.0cm、を測る。切先

と茎尻が欠損するが、残存状況は概ね良好である。

両関で、鞘尻金具も装着状態であった。茎部には茎

尻近くに目釘と目釘孔が確認された・また、茎部に

は木質が残存する。

須恵器高坪（器ー 2 • 3)は、器高 8.0~

11.0cmを測る、中型の製品である。口縁および裾

部とも端部の造りは丁寧である。坪部の技法は同時

期の坪蓋のそれとぼほ同じである。

鍔（鉄ー 2)は長軸長 9.1cm、短軸長 7.6cm、

最大厚 0.6cmを測り、ティアドロップ形を呈する。

八つの方形窓を有する。象眼は確認されていない。

須恵器坪（器ー 4 • 5)は形状は類似するが、技

法的には差違が認められ、器ー 4は回転糸切り、器

-5は回転ヘラ切りを採用している。

足金具（鉄ー 3)は、長軸長 4.2cm、短軸長 3.5cm、

最大厚 0.9cmを測る。良好な残存である。

釘（鉄ー 4)は残存長 3.4cm。釘頭はたたかれ

ており、 L字に曲がる。

土師器坪（器ー 6 • 7)は丸底坪だが、形状全体

の扁平化に伴い、やや平底気味である。

表28 土器観察表

迫物 出土
器種

法量(cm)
形態及び成整形の特徴

番号 位慨 ロ・底・高

須思器 I 1.0/14.0/ 
形態・口頸部は基部が太く、短く直立する。端部は丸い。体部は上

1 前庭
短頚壺 16 4 

位に最大径を持つ球胴で、肩に張りをもつ。底部は丸みをもち、短

く外斜する高台をもつ。 成整形 全体的に回転ナデ調整。付け高台。

形態 坪部は浅く、口緑端部はつまみ出され、カエリを持たない。

須恵器 18 3/12 1/ 
脚部は「八」の字状に広がり、裾部との境で屈曲する。端部外面に

2 前庭
高盤 8 5 

面をもち、つまみ出されている。 成整形．全体的には饒櫨成形であ

り、坪部の脚部との接合付近のみヘラケズリ調整を施している。脚

部と坪部の接合はナデによって行われている。

形態’坪部は浅く、口緑端部はつまみ出され、カエリを持たない。
須恵器 218/130/ 脚部は「八」の字状に広がり、端部外面に面をもち、つまみ出され

3 前庭
高盤 II I ている。 成整形．全体的には鞘轄成形であり、杯部の脚部との接合

付近のみヘラケズリ調整を施している。

須恵器 14 0/7 0/ 
形態 口縁は僅かに内湾気味に外斜する。口緑端部は丸く収める。

4 前庭 腰部は屈曲し、底部に至る。底部は上げ底気味の平底。 成整形’鞘
坪 43 

櫨成形。底部は回転糸切り 。その後、腰部にはヘラケズリを施す。

須恵器 15 1/8 3/ 
形態 口縁は直線的に外斜。口縁端部は丸く収める。腰部は丸い。

5 前庭 平底。 成整形輔櫨成形。底部はヘラおこし。その後、縁辺部を回
坪 42 

転ヘラケズリ？ ？ 

形態 口縁は僅かに内湾気味に直立。 口緑・体部の間に明瞭な稜は

6 前庭
士師器 13 3/X/ ない。体部は浅い。丸底。 成整形 口縁は横ナデ。体部は外面は不

坪 38 定方向ナデ後、下半のみ不定方向ケズリ 。内面は不定方向のナデ。

体部の調整後に、口緑の横ナデを施す。

形態 口縁は僅かに内湾気味に直立。口緑・体部の問に明瞭な稜は

7 周堀
土師器 I] 2/X/ ない。体部は浅い。丸底。 成整形 口緑は横ナデ。体部は外面は不

坪 3 0 定方向ナデ後、下半のみ不定方向ケズリ。内面は回転ナデ後ユピ押

さえ。体部の調整後に、口緑の横ナデを施す。

表29 鉄製品計測値一覧

掲載 出土 長さ

番号
種類

地点 (cm) 

色調

灰白

色

灰白

色

灰白

色

灰色

灰色

にぶ

い橙

色

橙色

I 大刀 石室 残存長800cm、残存刃長66.0cm、刃巾3.0cm、刃厚07cm、残存茎長136cm、茎巾24cm、茎06cm 

2 鍔 石室 長軸長91cm、短軸長76cm、最大厚06cm 

3 足金具 石室 長軸長4.2cm、短軸長35cm、最大厚09cm 

4 釘 石室 残存長34cm 頭巾 I0cm 
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焼成 胎土 備考

砂礫を含む 自然釉が薄

密 秋間黒色粒 く部分的に

子？含む 掛かる

やや
砂礫を含む

密
秋間黒色粒

子？含む

砂礫を含む
やや
密

秋間黒色粒

子？含む

やや
砂礫を含む

軽石粒が目
密

立つ

やや
砂礫を含む

軽石粒が目
密

立つ

やや 砂礫を僅か
1/2残存

密 に含む

やや 砂礫を僅か 完形。ゆが
密 に含む み大きい。

木質

有無
備考

゜
鞘金貝装着・目釘残存

X 

X 

X 



10 多田山 10号墳
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図 204 土器・鉄製品
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第3章古墳の調査報告

7 まとめ

調査 ・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 盛土径 15.5m、墳丘長 25.8m、全長

36.2 mの円墳である。

遺構② 盛土は残存するが、葺石は失われていた。

遺構③ 周堀は平面勾玉形を呈する。

遺構④ 埋葬施設は全長 5.75mの両袖型横穴式

石室である。奥壁は 1段構成である。

遺構⑤ 石室石材には 20~50kgの輝石安山岩

を多用している

遺構⑥ 最大の使用石材（838kg)は奥壁に用い

ている。

遺構⑦ 積み方A・Bを多用している。

遺構⑧ 玄門柱と羨門柱には切石を用いている。

遺構⑨ 追葬を行った痕跡はみられない。

遺構⑩ 全長3.0mの前庭を伴う。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器・坪が周堀内から出土している。

遺物② 土師器 ・坪、須恵器・坪、高盤（高坪）、

短頚壺が前庭部から出土している。

遺物③ 玄室からは大刀・鍔・釘が出土している。

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

242 

遺物の時間的位置づけ

土師器 ・坪（器ー 6• 7)は扁平化が進行した銅

椀模倣坪である。「多田山v~VI期」と考えられる。

須恵器 ・坪身（器ー 4• 5)のうち、底部回転糸切

りの坪（器ー 4)は「多田山v~VI期」、底部回転

箆切りの底部を持つ坪（器ー 5)は「多田山V1期」

と考えられる。須恵器 ・高坪（高盤）はともに、坪

蓋を逆さにしたものを坪部に取り付けており、「多

田山VI期」と考えられる。ちなみに、須恵器・短頚

壺も「多田山V期後半」以降のものである。

遺構の時間的位置づけ

前庭の取りつく石室ということから「多田山IV期」

と考えることができる。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構・遺物の特徴（遺構③④⑥⑧⑩）から、

前庭を伴う終末期古墳と考えられる。この種の古墳

の造営時期は、「多田山IV期」の時期が想定される。

一方、前庭から出土する遺物については、「多田山

v~VI期」、どちらかというと「多田山VI期」のも

のに集中する傾向が見うけられることにより、前庭

の機能がこの時期まで継続していたことが判る。な

お、出土遺物の中に確実な「多田山IV期」のものは

含まれていない。
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第3章古墳の調査報告

1 調査前

多田山 11号墳が存在する地点は、標高 148m 

付近、多田山丘陵の頂部（標高 159m)南東部に

馬の背状にのびる平坦地形面である。

墳丘の痕跡は全く無い。現地表面においては、僅

かな高まりをもつ、石積みの小山のような状況に

あったが、石室の存在は事前には想定されなかった。

なお、本墳は 「上毛古墳総覧」記載漏れの古墳で

ある。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 206)

墳丘は存在しない。周辺に墳丘を思わせる土砂の

存在も確認できなかった。

(2)周堀

周堀も、明確なものは存在しない。念のため、石

室周辺部の等高線を記録したが、かつての周堀の存

在を示唆する痕跡は認められなかった。

＼屯
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写真9 調査前・検出状況（南→）

3 埋葬施設

(1)石室（図 206• 207) 

石室は、掘り込み前庭を伴う、両袖型横穴式石室

である。

石室主軸 S -2° -E。

平面規模 石室長は1.74mである。玄室長は主

軸位置で 0.94m、玄室幅は中央位置で推定 0.70

mである。羨道長は主軸位置で 0.80m、羨道幅は

L
¥
―
 

゜
1 : 200 5m 

EB-183 X=42,548 Y=-55,976 

0 1: 40 
l ,  

~ L=148.50 

Im 

図206 石室および周辺地形図 （左）／石室展開図および見通し図（右）
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11 多田山 11号墳

中央付近で 0.48mである。

平面形状玄室はやや胴張

り気味の矩形を、羨道はほぼ

矩形の平面プランを呈する。

立面規模玄室側壁高は最

高の残存高で 0.70m、羨道

側壁の最高残存高は 0.50m 

である。

立面形状玄室は僅かな転

びをもつ。その状況は西側壁

の奥壁付近と西側壁の玄門付

近で僅かに確認できる。

閉塞状況 閉塞状況は不明

である。ただ、石室内には閉

塞石（または裏込石）と思わ

れる多量の玉石が混入してい

B-

た。 旦．

遺物の出土状況石室内か

らは遺物の出士は無かった。

石室床面の状況 玄室 ・羨

道内には、直径 5cm以下の

玉石が敷き詰められていた。

また玄門位置の床面には一辺

15~20cmの角閃石輝石安
且

山岩の割石が置かれていた。

舗石は存在しなかった。

壁面の構成玄室奥壁は輝

石安山岩 1枚で面をほぼ構成

している。玄室側壁は、 一辺

が 15~40cm程度の俵状の

輝石安山岩の割石で構成され

ている。残存状況からは 2~

3段の石積みが確認できる。

なお、石積みは積み方B・D

が多用されている。玄門は、

直方体状の加工石各 l石づつ

で構成されている。

羨道も直径 15~40cm程

:,,:1 

］ 黒褐色土 FA（または As-C)を含む

2 黒褐色土 FA（または As-C)をローム含む

3 黒褐色士 FA（または As-C)を含む

4 黄褐色土ローム含むかたい

5 黄褐色土 ローム含むやわらかい

6 黄褐色土 ローム含む カーボン含む

7 黄褐色土 ローム含む黒褐色土含むかたい

8 黄色ローム主体かたい

9 黄褐色土 ローム主体黒色土プロック含む

IO 暗褐色士 レキを含む

l] 暗褐色土 しまっている ローム粒をわずかに

含む FA（または As-C)を含む

［
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＿
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L=148.60 

12 暗褐色土 しまっている ローム多い

13 明黄褐色土やわらかい ローム主体パミス

をわずかに含む

14 黒褐色土 やわらかいロームをわずかに含む

15 灰褐色土 円礫を多量に含む

図207 石室平・断面図（開口時）
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第3章 古墳の調査報告

度の輝石安山岩で構成されて

いる。積み方Bが多用されて

いる。羨門は輝石安山岩の加

工石で構成されている。

天井石は、転落石も含めて、

石室付近には存在しなかっ

た。

石材の加工 工具を用いて

の仕上げ加工を施したと考え

られるものは、奥壁と玄門 ・

羨門のみである。だが、明瞭

な工具痕跡は見当たらなかっ

た。

裏込め ローム混じりの黒

褐色土 ・黄褐色土で養生され

ており、石材は充填されてい

ない。

前庭 開口部に直径 2.00

m、深さ 0.25mほどの浅い

椀形の前庭をもつ。石材は用

いておらず、閉塞の状況も不

明である。

(2)掘り方（図 208)

掘り方は長軸 4.00m、短

軸2.00mの隅丸長方形を呈

する。深さは奥壁付近で0.35

mを測る。
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4 まとめ

帰属年代とその根拠 本墳は出土遺物も皆無であ

り、それを根拠とした年代の推定はできない。だが、

この種の埋葬施設が古墳の最終末様相の一つという

指摘（右島 1994)がある。本墳の場合、石室の解

体調査を行った結果、 ①構築開始時より、前庭（相

当の掘り込み）部と石室部の明確な区分がなされて

L=l48.60 

※土層注記内容は、前頁と同じ

図208 石室掘リ方平・断面図

いること、 ②石室構築においては裏込めを採用して

いること、 ③石室平面プランは両袖型石室を意識し

ていること、の 3点が判明した。

その点を根拠に 「多田山w期」のものと位置づけ

ることとする。
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第 3章 古墳の調査報告

1 調査前（図 210)

多田山 12号墳が存在する地点は、標高 140m 

付近、多田山丘陵（標高 159m)の南東緩斜面で

ある。既に、事前の試掘において周堀の一部が確認

され、墳丘直径 30~40m程度の円墳の存在が判

明していた。その場所は直径 35m位の範囲が土鰻

頭のように膨らんでおり（最高1.70m程度）、墳

丘盛土が残っていることを示唆していた。一方、本

墳の南には直径30m以上の廃棄坑が存在しており、

その範囲は古墳の南墳裾にまで及んでいるようであ

った。埋葬施設に関しては、横穴系であるというこ

とは察することができたが、それ以上のことは全く

不明であった。だが、隣接する 2碁の古墳（中里塚

古墳・多田山 13号墳）が 7世紀またはそれ以降の

築造と考えられることから、その一群と把握し、 「載

石切組積石室を有する古墳」という可能性を考えた。

なお、本墳は上毛古墳総覧記載漏れの古墳である。

しかし、昭和 28年の尾崎喜左雄博士による中里塚

古墳（仮称）の発掘調査時には、名称はなかったも

のの、本墳の存在自体は知られていた。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 211)

盛土径 21.3m、側面盛土径 18.8m、墳丘長

26.8 m、側面墳丘長 29.6m、全長 30.2m、側面

全長38.8mを計る、円墳である。但し、円墳とはいっ

ても、円丘を認識できる範囲は、盛土部のみである。

盛土と珪壇の境界には葺石を施し、基壇面を含めた

範囲を視覚的には、墳丘と認識していたを思われる。

盛土は、表土掘削後の確認面において、基壇より

1.2 m程度の高さが残存していた。この確認面では、

石室の天井石は崩落し、玄室側壁の一部が露出した

状態だったので、本来はプラス1.0m以上の盛土の

存在が推定される。外表施設としては葺石が部分的

に検出された（詳細は後述）。

墳丘構造は葺石と盛土の残存状況から、盛土部の

ー

＼ 

゜ER-II 9 X=42,292 Y=-55,9 I 2 

図210 調査藩手前の現況地形図

みで 1及至2段築成、地山珪壇部を含めれば、 2及

至3段築成ということになる。

(2)周堀（図 211)

周堀は、遺構確認面において、基壇まわりの南側

一部（前庭南側）で存在しない以外は円周し、平面・

勾玉形を呈する。遺構確認面は一部ではローム面に

まで及び、築造時の地表面はこの確認面よりも高い

レベルであったと思われる。ただ、それにしても南

側一部（前庭南側）では、前庭石垣は根石まで検出

されているにも関わらず、周堀の痕跡が全く確認で

きないということは、本来的にこの位置には周堀は

掘削されなかったと考えられる。よって、平面勾玉

形の周堀が本墳に付設する周堀と考える。

確認面での規模は、最広 • 最深部で上幅 1 0.0 m、

下幅 5.0m、深さ1.7m、最狭 • 最浅部で上幅 2 .8

m、下幅1.2m、深さ 0.6mをそれぞれ計る。また、

断面形状は逆台形 ・椀形を呈している。周堀規模は

一律ではないが、南側が広く深く、北側が狭く浅い、

といった傾向をもっている。なお、周堀北東部で周

堀の形状が突出している箇所があるが、これは後世

の撹乱ではなく、周堀掘削の一連の工程の中で掘削

されたものである（断面D-D'参照）。

覆土は、ローム混入黄褐色土や浅間C軽石 ・ニッ

岳パミスを含む黒褐色土があり、上層に浅間 B軽石

の一次堆積層が存在する。
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As-B層

黒色土遺物を含む

黒色土 FA（または As-CJを含む

にぶい黄褐色土 砂粒が多い

暗褐色土 FA（または As-Cl・ロームを

含む

8 褐灰色土

9 明褐色土

10黒褐色土

1

2

3

4

5

6

7

 

II 褐色土 ロームを多く含む

12 黒褐色土 FA・ロームをわずかに含む

13 にぶい黄褐色土 ローム主体

14 オリ ーブ黒色土つよい粘質植物質を

多く含む

15 明黄褐色土 ロームが主体

16 明褐色土 ハードロームブロック主体

FA（または As-C)を含む

ロームブロックが主体

ローム粒を多く含む

図 211 墳丘および周堀 平・断面図
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第3章 古墳の調査報告

(3)周堀内における遺物出土状況（図 212)

墳丘西側の周堀内から須恵器坪 l（器ー 7)と土

師器鉢 l（器ー6)が出土した。いずれも細片が同

ー地点に散らばる状態で存在していた。

出土層位は中位の黒色土（断面c-c'の第 4層）

層である。この層は周堀底面より 40~80cmの高

さ、かつ、浅間B軽石の一次堆積層よりも下層に存

在する。

▽ 
器ー 7

][ 

0 1 : 80 2m 

※遺物は S= I : IO 

図212 周堀内遺物出土状況図

250 

(4)葺石（図 213)

葺石は墳丘盛土が残存する箇所では、北西部（図

213 -A)、南西部（図 213-B)、東部（図 213

-c)の3箇所で部分的にに検出された。他の箇所

については、盛土の削平が激しく、葺石列は確認で

きなかった。但し、この付近にも葺石材と思われる

石材が散在していたり、現表土での地境の石列とし

て再利用されていることから、本来は葺石の付設が

あったものと考えられる。調査段階において、墳頂

付近には葺石に使われたと思われる石材の存在は確

認できなかったことから、葺石は盛土部2段築成の

斜面部のみに敷設されていたと考えられる。

葺石は平面・ニ重環形を呈する。AとBの葺石（以

下、上段葺石）は弧の状況から同一と認められ、そ

の復元環径が 14.6mである。Cの葺石（以下、下

段葺石）は上段葺石とは異なる弧状を示し、その復

元直径は外環径が 18.8mである。前者の中心は石

室奥壁よりやや北側の位置（図 213の◆印）であ

り、後者の中心は石室奥壁の位置（図 213の＊印）

である。復元直径からでは両者には若干のズレが生

じる。

上段葺石は残存状況が悪く、 2段以上の石積みは

検出されなかった。石材はすべて川原石である。B

の部分では一辺 20~40cmのやや大振りの石材が

前庭の石垣角部に連結している状況が認められた。

下段葺石は残存状況がやや良好であり、垂直高

70cm、原位置 6~7段の石積みが確認された。石

材は川原石を用いている。葺き方の特徴としては全

体的にほぼ均質の石材を用いていることが挙げられ

る。何れも、一辺 10~20cm程のこぶし大の亜円

礫が葺かれ、石列は北から南に下る斜め方向の通目

積である。但し、葺石列の南端では大振りの石が 1

石認めらることから、前庭石垣に隣接する箇所では

基底石に大振りに石を使っていた可能性がある。

このように、石材の使い方や石の積み方の点から、

上下葺石ともにそのあり方は南半（古墳の南に立っ

てみえる位置）からの見栄えを意識したものと考え

られる。
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第 3章古墳の調査報告

3 前庭

(1)概要（図 214~216)

本墳では、調査着手時、石室の開口方向がわから

なかった。よって、まず撹乱土を除去を行い、その

結果、墳頂部付近に東西長約 5.0m、南北軸約 7.0

mの不整形の撹乱坑を検出した。そして、これによ

り、石室が 「載石切組積石室」であることが判明し、

開口方向も特定された。だが、この撹乱坑は、この

種の石室に通有の 「前庭」部分には及んでおらず、

前庭部が明らかな撹乱を受けてないことが判った。

※ 

前庭は、平面台形を呈する。前庭残存長は 4.40

mである。各部位の計測値（全て下端部での値）

は、前垣幅 4.50m、西側前垣幅1.75m、東側前垣

幅 1.90m、前垣残存高 1.50m、西側翼垣残存長

4.40 m、東側翼垣残存長 0.80m、翼垣高1.80m 

である。前庭開口度は、西側開口度が 95゚ 、東側

開口度が 105゚ である。先端部の仕切石は検出され

: ll, 

ていない。また、床面の礫敷きも検出されていない。

前庭は多量の崩落石と土砂で覆われていたが、そ

の中には浅間 B軽石の純堆積層も確認された。

残存状況としては、東翼垣部が近世炭焼窯で破壊

され、南端を近年の廃棄坑で破壊されている以外は

前垣 ・翼垣ともに、比較的良好であった。

10m 

EN-120 Xa42,296 Ya-55,928 

図214 石室•前庭部の後世撹乱範囲図

0 I : 100 3m 
l ,  9 

EL-119 Xc42,292 Ya-55,936 

図215 石室及び前庭部平面図
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にぶい黄褐色土 As-Bを含む 撹乱土

黄褐色士 しまりあり 輝石安山岩のチップ • As-B を含む

As-B陪

にぶい黄橙色土粘質 ローム ・黒色土が混ざる

褐灰色土 ローム ・As-Bを含む

灰褐色土 ローム •FA （または As-C) を含む フカフカ

灰褐色土砂質 ローム •FA （または As-C) を多く含むザラザラ

褐灰色土 ロームをわずかに含む

黒褐色土 しまっている FA（または As-C)を含む

盛土の崩落土？

10 

II 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

灰褐色土粘質 ローム ・黒色土を含む

褐色士ザラザラ As-B柄を含む

灰褐色土表土フカフカ As-Bを含む

黒褐色土 As -Bを多く含む

黒色土 FA（または As-C)を含む 焼土粒をわずかに含む

灰褐色土 FA（または As-C)をわずかに含む

褐色土 ロームをラミナ状に含む

炭窯の投土

図 216 前庭部の埋没状況図
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第3章 古墳の調査報告

(2)前庭部における遺物の出土状況（図 217• 218) 

前庭の床面は埋没土及び礫層（図 216の 1~16

層）の下位に認められた暗褐色・黒褐色系の土層（図

218の 1~4層） の下から検出された。明暗褐色

土を直上の覆土とする面である。床面断ち割り断面

の観察において、 この土層の下にしまりの強い面が

連続的に存在し、遺物の出土も認められたため、

のしまりの強い床面と認定した。

こ

この面は、大部分

が後世の明らかな撹乱を受けておらず、その状況は

良好なものと考えられた。

出土遺物には、唐三彩・土器・鉄製品がある。唐

三彩・陶枕（器ー 1)は床面直上のものと覆士下層

（図 218の2 • 3層）からの出土が認められた。須

恵器・平瓶（器ー 2)及び台付長頚壺も、唐三彩と

ほぼ同一の層位からの出土である （これらの出土状

況及び共供関係の詳細は後述）。同・台付長頚壺（器

-3)は覆土下層（図 218の2層）からの出土が

あったものの、接合資料には灰褐色土（図 216の

l0層）からの出土須恵器片もわずかに含まれてい

た。同・坪（器ー 5)は灰褐色土（図 216の 10層）

からの出土である。ほかにも、土師器・坪（器ー 8

~10)が出土している。土師器坪の細片は数多く

出土しているが、接合率は極めて低い。これらの分

布は前庭内の南西に偏る傾向が窺える。出土層位は

床面直上または覆土下層（図 218の3層）である。

鉄製品は刀子（鉄ー 99)が西翼垣際から出土し

ている。層位は覆土下層（図 218の2層）である。

出土状態からは、唐三彩・陶枕（器一 l)、須恵器・

平瓶及び長頚壺（器ー 2• 4)、士師器・坪は人為

的に割られた状態で、前庭内に置かれた（または廃

棄された）ものと考えられる。須恵器・台付長頚壺

（器ー 3)もその可能性がある。刀子（鉄ー 99)も

これらとの時期差は見いだせない。須恵器・坪（器

-5)は同時性の確証がとれない。

、土ゴ： ＊器ー5 □2 
＊器ー3
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◇追物図は S= I : 10。
◇器ー1は炭窯周辺の撹乱土（窯構築の際の堀削士と推定）内から 3破片、床上覆土中より 3片が出土。
◇器ー2• 4は炭窯周辺の撹乱土（窯構築の際の掘削士と推定）内からの破片も接合。特に器ー4はそれが顕著。
◇器ー 3 • 5は床上の礫陪内からの出土遺物を含む。
◇図中の独立した絵やドットは士師器坪の細片。

図 217 前庭部 遺物出土状況図 (1)
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床面（張り床＋地山）

L=l39.00 

2
 

暗褐色土 ローム・ FA（または As-C)を含む

附と礫陪があり、籾われている）

黒褐色土 ロームをわずかに含む（この層にも唐三彩片が含まれる）

図 218 前庭部 遺物出土状況図 (2)
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第3章 古墳の調査報告
^
1
 

(3)唐三彩・陶枕の出土状況（図 219• 220) 

唐三彩 ・陶枕の破片 （以下、唐三彩片）は、合

計25片が出土したが、 うち出土位置が把握でき

たものは 19片 (1~14• 19 • 20~22 • 24) 

である。残り 6片については、 3片(16~18)

が炭窯（近世以降）の掘削土中から出土し、 3片

(15・23・25)が覆土中（土師いや不意の取り上げ）

から出土している。

唐三彩片は、平面的には前庭のほぼ全域に散在

状態で出土した。最もまとまっている箇所は石室

入口より南に1.5mほどの地点である。そのあた

り直径1.2m程の範囲内からは 13片が出土した。

また、最も離れた出土地点のもの (4と19)で

は約 5.8mもの距離がある。

こうした平面分布の状況からは、完形品が土圧

でつぶされたとは考えられない。むしろ、破砕し、

まき散らしたような行為を想定したほうが、
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暗褐色土 ローム •FA （または As-C) を含む

形があり、投われている）

黒褐色土 ロームをわずかに含む（この府にも唐三彩片が含まれる）

明暗褐色土 ロームが主体 （この府に唐三彩片が含まれている）

0 I : 100 3m 
1 , ,  1 

EM-II 9 X=42,292 Y=-55,932 

◇平 ・断面図の●は唐三彩 ・陶枕の破片の出土位置であり、平面図の番号は陶枕の破片番号である（全て同一個体） 。
◇平面図の「器一番号」は実測図番号に対応する遺物番号であり、また、番号なしの絵やドットは土師器坪の細片である。
◆土層断面図は平面図における一ー ー の位置のものである。その断面図中に、取り上げ高計測した遺物をプロットした。厳密に言うならば、

この断面図では士層と追物の正確な関係を示していない。だが、調査時に確認した各遺物の対応士屁は、これと同一であり、それゆえに、
この図を作成し、唐三彩と他の追物との平・断面における関係性を示すこととした。

図219 前庭部 遺物出土状況図 (3)
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平面分布状況は理解しやすい。また、唐三彩片の破

片が完形品の約 4割しか存在しない理由としては、

次のことが考えられる。それは後世の掘削によって

失われたということである。前庭の大半は後世の撹

乱は受けていないが、南（廃棄坑によるもの）と東（炭

窯によるもの）では前庭の床面や石垣が破壊されい

る。唐三彩片は散在して分布していたと思われるの

で、こうした破壊によって失われた可能性は否定で

きない。現に、東部分では炭窯が前庭の一部を破壊

し、その時に掘削したと思われる土の中から唐三彩

片 (23• 25)が発見されているのである。

層位的には、出土位置が把握できたもののうち、

床直上からは 6片(IO・ 19~22 • 24)、床上覆土

中（覆土断面L-L'の2・3層）からは 13片（ l

~9 • 11~14)が出土している。

12 多田山 12号墳

なお、唐三彩片の石室内からの出土を想定して、

床上の精査と覆土の飾いかけは、入念に行ったが、

一片の破片も、出土•発見されなかった。 よって、

石室内に埋納されていた可能性は、極めて低い。

(5)唐三彩片の共伴遺物について

唐三彩片に伴う遺物は、須恵器 ・平瓶（器ー 2)

と同•長頚壺（器ー 4) と考える 。 その理由は次の

通りである。まず 1つ目は、これらの破片は出土位

置が唐三彩片と同じく、前庭に限定されるからであ

る。2つ目は、これらの破片の多くは出土層位が唐

三彩片と同じく、床上覆土（覆土断面L-L' の2.

3層）だからである。ちなみに、土層断面がとれな

かった箇所についてもその垂直分布をみると、これ

らの破片は、唐三彩片と近似するレベルに分布し、

著しい差違が見られないからである。
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◇平・断面図の●は唐三彩・陶枕の破片の
出士位置であり、平面図の番号は陶枕の

破片番号である（全て同一個体） 。
◇平面図の 「器一番号」は実測図番号に対

応する遺物番号であり、また、番号なし
の絵やドットは土師器坪の細片である。

◆□図（平面図）の下にある図は、 口図を
t方向からみた垂直分布図である。
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図220 前庭部 遺物出土状況図 (4)
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第3章古墳の調査報告

(4)前庭の石積壁（図 221)

石積みの残存状況は全体としては良好である。一

部、東翼垣において、近世の炭窯によって破壊され

ているが、立面的構造を把握することは可能である。

石材の大きさや積み方は、前垣と翼垣では若干異

なる。石材の大きさについては、前垣では一辺 10

~40cm程度の石材を用いているのに対し、翼垣

では一辺 5~20cm程度の、比較的小振りの石を

用いている。また、積み方については、前垣では部

分的ではあるものの、墓底石にやや大振りの石を用

いるといった作法を採っており、積み方A・Cを多

用し、 5~7段構成であるに対し、翼垣では基底石

に大振りの石を用いるといった作法を採っておらず

（但し、南端部のみはやや大振りの石材を用いてい

る）、積み方A・Bを多用し、最高で 16段構成で

ある。

石積みの高さについては、残存状況の良好な西側

の石垣で窺える。西側前垣と翼垣の接点では、葺石

との連結も認められることから、その高さ約1.50

mが構築時の高さと考えられる。翼垣は、この接点

を最高点とし、南に向かうに従い、高さを減じてい

くが、この状況が構築時の状況か否かの手がかりは

ない。だが、おそらくは、かなり崩落しており、構

築時の姿は失われていると思われる。

石材の加工についいては、前垣の羨門に隣接する

石材に限って、前庭の内面に向けられた石面をノ ミ

等で平滑に加工している。それ以外は、仕上げ加工

の痕跡は認められない。

前庭領域を規定するであろう、前庭南側の石列は

その存在が全く確認できなかった。

~]9 ー

゜
1: 80 2m 

一L=139.00
EL-I 19 X=42,292 Y=-55,936 

図221 前庭部石積み展開図
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4 石室

(1)概要（図 222)

石室は、両袖型横穴式石室であり、輝石安山岩お

よび凝灰岩の切石を用いた所謂 「載石切組積石室」

である。奥壁・玄門・羨門などの要所には輝石安山

岩の切石を用い、他は凝灰岩の切石を用いるといっ

た規則的な石使いが特徴である。

石室全長は 6.00m、玄室長は主軸位置で 3.20m、

玄室幅は中央位置で 1.90mである。羨道長は主軸

位置で 2.80m、羨道幅は中央付近で推定 0.94m 

である。玄室壁の最高残存高は 1.58m、羨道壁の

最高残存高は1.26mである（詳細計測値は後述）。

石室の残存状況としては、やや良好という程度で

ある。石室部分には、大きな撹乱坑があり、それに

より石室の上部が著しく破壊されていた。天井石は

12 多田山 12号墳

転落石も含めて 1石も存在していないことから、こ

の坑が天井石の石材獲得を目的としたものであるこ

とを思わせる。奥壁や側壁各面の上部が崩壊してい

るの比べ下部の石積みは比較的良好であった。そ

の残存具合は平面構造を把握できる程度であった。

奥壁は一部に破壊を受けていたが、玄門・羨門など、

要所の石材はほぼ完存していた。

(2)羨道部の閉塞状況

撹乱を受けていたため、閉塞状況についても、不

明瞭である。それを知り得る有効な手がかりはない。

但し、羨門位置の床面に一辺 40cm程の亜円礫 2

石が置いてあることが確認されている。もしかする

と、これが所謂「間詰め」の痕跡なのかもしれないが、

確証はとれない。また、載石切組積石室であること

から、 「扉石」による閉塞も想定したが、その痕跡や、

それに相当する切石の存在は認められなかった。
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図222 石室の撹乱坑範囲図
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第 3章古墳の調査報告

(3)石室内における遺物出土状況（図 223)

玄室からは、多くの鉄釘およびその破片（鉄一

l ~98 • 100 • 101)が出土したが、それ以外は

何も出土しなかった。鉄釘は平面分布的には、大局

的には、西側壁側と、東側壁側に分布の中心が分か

れるように見える。だが、撹乱を受けているため、

この分布状況が示すものは定かでない。出土層位は

床面直上または、床上 5cm程度の高さに集中する。

羨道からは何も出士しなかった。

なお、石室内においては、唐三彩片の出土がある

か否かに注意し、全ての土を節いにかけたが、 一片

の出土もなかった。

(4)石室床面（図 224)

石室全体が撹乱を受けていたにも関わらず、床面

への影響は部分的なものであり、玄室・羨道とも著

しく損なわれてはいなかった。羨道では、羨門入口

部から南に 0.5m程北に進んだ箇所と玄門付近の箇

所で、また玄室では西玄門際と奥壁際の箇所でそれ

ぞれ、床石が抜き取られていた。

玄室・羨道とも、舗石はなく、石室構築面（この

面については後述）の上に、直に円礫を敷設してい

る。その礫の大きさには若干の差があり、羨道では

5~20cm程のもの、玄室では 3~15cm程のも

のをそれぞれ用いており、玄室の床面の方が、小礫

で密に敷設されているという状況が認められる。

羨門位置の床面には切石の仕切り石は検出され

なかったが、 一辺 40cm程の亜円礫 2石が置いて

あった。また、玄門位置の床面には凝灰岩切石の仕

切り石が 2石、梱石として敷設してある。一方は長

辺 60cm、短辺 30cm、厚さ 15cm、もう一方は

長辺 30cm、短辺 18cm、厚さ 9cmを測る。とも

に切組加工は認められない。設置された玄門部の仕

切り石は玄門の平而「L字」状の突出部の幅と一致

する。

玄室内の間仕切り石は、抜き取られた痕跡も見受

けられず、もともと存在しなかったと考えられる。
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図223 石室内 遺物出土状況図
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第3章古墳の調査報告

(5)石室の平面および立面の状況 （図225)

本石室は石室長が 6.00mの両袖型石室であり、

所謂 「載石切組積石室」である。平面 ・立面の詳細

状況は次の通りである。なお、各計測値は、全て根

石検出時に行ったものである。

石室開口方向 S -24° -E である。

平面規模 細部規模は次の通りである。

玄室長は主軸位置で 3.20m、西側壁際位置で推

定 3.25m、東側壁際位置で 3.00mである。玄室

幅は奥壁付近で推定 2.00m、中央位置で推定1.90

m、袖付近で1.70mである。羨道長は主軸位置で

2.80 m、西側壁際位置で 2.80m、東側壁際位置で

2.80 mである。羨道幅は玄門付近で推定 0.94m、

中央付近で推定 0.94m、羨門付近で 0.90mである。

平面形状 玄室は奥壁側が開き気味の矩形を呈す

る。羨道は矩形を呈する。

立面規模 玄室 ・羨道ともに天井石は残存してい

なかったため、計測値はすべて残存最高値である。

玄室高は、奥壁位置で 1.25m、西側壁で 1.10m、

東側壁で1.50mである。玄門高は西玄門で1.10

m、東玄門で1.10mである。羨道高は、西側壁で

1.20 m、東側壁で1.00mである。羨門高は西羨門

で1.25m、東羨門で1.26である。

上記の数値から推測される石室の立面規模は、玄

室高が1.50+am（推定 2.00m前後）、羨道高が

1.20 +amである。

立面形状 玄室の残存部は直立している。その状

況は奥壁と東側壁の接点がもっとも顕著である。壁

面上部が残存していないため推測の域を超えない

が、多分「折り上げ」だと思われる。羨道は直立（ま

たはわずかに転び）している。また、主軸方向の立

面形状は、所謂「段構造」を呈すると思われる。

壁面の構成 玄室奥壁は輝石安山岩の切石で構成

されている。残存する石材は 1石であるため、 1枚

構成とも考えられるが、規模と形状から考えて 2枚

構成の可能性もある。ちなみに残存する奥壁には切

組手法は認められない。玄室側壁には、 一辺が 30

~90cmの凝灰岩切石と長辺 170cmの輝石安山岩

262 

切石が用いられ、壁面の中央に輝石安山岩切石を設

置し、その周囲に凝灰岩切石が設置するという構成

をなしている。その状況は東側壁のみに残存してい

るが、西側壁も同じ構成であったことが推測できる。

石積みは最高で 5段が確認できるが、高さ1.10~

1.20 m付近で横方向に目が通ると考えられる。切

組手法は、残存部のみだが、西側壁で 3箇所、東側

壁で 5 箇所、用いられている。積み方 B•C が多用

されている。玄門は、輝石安山岩の切石 1石づつで

構成されている。この切石には切組手法により、羨

道部に向かって 5cmの突出部を作り出している。

羨道側壁には、一辺が 15~75cmの凝灰岩切石

を用い、ほぼ全面を構成している。石積みは 4段が

確認でき、これでほぼ推定天井の高さに至る。切組

手法は、残存部のみだが、西側壁で 10箇所、用い

られている。東側壁では確認できない。積み方Cが

多用されている。羨門は輝石安山岩の切石 l石づつ

で構成されている。西羨門は石室開口部に向かう面

には石面の削り 出しにより門柱状に表現している。

壁面構成の特徴としては、各壁面に石面の広い切

石を採用している点が挙げられる。また、 2段構成

を指向する石積みの様相も注目される。さらに、玄

室の南西隅部の造作については、「 L」字形の切石

のはめ込みによるものであり、特徴的である。

石材の種類 273頁に詳述。

石材の加工 石材の仕上げ加工は、全ての切石に

施されていた。そして、その加工痕は、（ A)幅 l

~4cmの幅で深さ 0.3cm以下のもの、（ B)幅 l

~2cm程度で深さ 0.5cm以上のものに分けられる。

この 2種は、凝灰岩については石室完成時に見える

部分には (A)、見えない部分には（ B)を施し、

輝石安山岩については（B)を施す傾向が顕著であ

った。なお、切石の最終仕上げ加工は組み上げた後

に行われており、隣り合った石材に連続する一つの

工具痕の存在がそれを証明している。なお、各石材

面とも平滑な「仕上げ」はなされているが、「水磨き」

は確認されなかった。

朱線・ 漆喰の有無 ともに認められなかった。
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5 解体調査

(1)解体の順序

本墳の場合、断面U-U'、v-v'の観察と前

垣と羨門との石積みの関係性から構築順序は「石

室・墳丘→前庭」ということが判明した。よって、

解体調査はその逆順に行うこととし、「前庭→石室・

墳丘」の順で実施することとした。

(2)前庭の解体（図 226• 227) 

本前庭は、前垣の両端部を翼垣が覆うように石積

みされている（図 226-0段階）。よって、前庭の

解体はまず翼垣から行った。また、断面T-T' の

観察から、前庭床面下には張り床（断面T-T' の

1層）や人為的埋め土層（同 7層）などが存在する

ことが確認されたので、必要に応じてその除去も平

行して行った。

翼垣を解体すると、前垣の全体が露出した（図

227 - 1段階）。前垣の東西端部は翼垣に覆い隠さ

れており、このことから前垣と翼垣の構築が独立し

たものであることが判明した。

また、張り床を除去すると、凝灰岩や安山岩の細

屑が直径 4.0m程の範囲に多量に分布していること

エ．

i□:]霜塁瓢言儡岩細屑 ［口］ 万岱悶皿安山岩細屑

(0段階）解体前段階

゜
I: 80 

.I'. 

2m 

EL-119 X=42,292 Y=-55,936 

＼ 

L=139.00 

¥ ¥  

-----
L~ J39.00 

1 暗褐色土 しまり強い ロームを含む

（前庭張り床）

2 にぶい黄褐色土 ロームが主体凝

灰岩の細屑を多く含む

3 暗褐色土 ロームを多く含む

4 黄褐色土 ロームが多い粘質黒色

土プロックも含む

5 暗褐色土 ロームを含む安山岩の細

屑を含む

6 墳丘盛土

7 石室構築面張り床土

L=139.00 

図226 前庭解体図（ 1)
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も判明した。こうし

た細屑は、石室石材

加工の際にでた屑と

考えられる。このこ

とから、前庭が石材

加工場としての役割

を持っていたことが

理解できる。なお、

この分布はその北端

が石室羨道下にまで

もぐり込んでいるこ

胃爪W
メ8%。

とから、石室下にも

同様の細屑が検出さ

れることが予想され

た。

次に、前垣を解体

すると、前庭の掘り

方が検出された（図 (1段階）翼垣の解体

227 -2段階）。断

面 U-U' や V-

v'を観察する限

りでは、この掘り方

は墳丘盛土を斜位に

断ち切っている。よ

って、前庭掘り方は

45~70゚ の斜度を

つけて、平面台形状

に墳丘盛士をけずり

取り、形作っている

ことが理解できる。

汀＼［W
メE%。

なお、断面T-T'

の7層は人為的埋め

土であるが、その範

囲は石室下にまで及

ぶことが、この段階

では判明した。

(2段階）前垣の解体 ゜
1 80 2m 

EM-120 Xa42,296 Ya-55,932 

図227 前庭解体図 (2)
- Lal3900 
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(3) 墳丘•石室の解体（図 228~23 1)

墳丘・石室の解体に際しては、石室の主軸方向に

3箇所 (W-W'~Y-Y')、石室主軸の直交方向

に6箇所 (Z-Z'~e-e')の断割を入れ、断

面観察を行った。

その結果、墳丘と石室の構築とは連動して行われ

ていることが判明した。盛土の各層は石室構築に合

わせて盛られており、石材を積む毎に盛土を平行し

て行っていたものと考えられる。

盛土の種類 「黒色土」「にぶい黄褐色土」「黄橙

色土」に分離でき、それぞれは硬軟によってさらに

分離でき、 6つの土層にわけることができる。これ

らの盛土は、いずれも、地山に存在するものであり、

よって、周堀の掘削土を用いたと思われる。

盛土の単位 一単位の層厚は 2~30cmと幅が

あるが、層厚 10cm前後のものがもっとも多い。奥

壁裏側部分は層厚の薄い層が数多く重なる状況が顕

著である。

盛土の質 硬質系土は盛土の中上位（おおよそ、

石室石積みの 2段目以上）に多く、軟質系土は盛土

下位に多い傾向にある。

なお、本墳で多用されている、硬質の「にぶい黄

褐色土」は暗色帯土を多量に含む土であり、その硬

さは相当なものである。

盛土の順序 石室掘り方部分については、断割x

-X'• Y-Y' の観察から、まず玄門裏側（背面）

の部分に高さ 0.5m程度の盛土を行い、その後、奥

壁と羨道の下部の盛土を行うといった順序が窺え

る。この状況は盛土最下面より 0.5~0.8m程の高

さまでのことである。ここまでの盛土には層厚が比

較的厚く、軟質系土を多く用いている。それ以上に

ついては、盛土順序は概ね「羨道→玄室」である。

ここでの盛土には軟質系土とともに、層厚が薄い、

硬質系土を多く用いている。

また、石室掘り方外の地山面については、断割

Z-Z'~e~e' の観察から、掘り方西側で高さ

0.5 m程度の堤状の盛土を行い、その後、全体に盛

土を行っている状況が窺える。

裏込石の有無 東玄門付近にのみ、径 10~20cm

の円礫が寄せ掛けられている。盛土との層位関係か

らみて、この裏込石は、盛土開始以前に置かれたも

のと考えられる。

石材チップの有無 石室掘り方部分の盛土中から

は凝灰岩や安山岩の細屑が多量に検出された。その

範囲は盛土最下面より、高さ 1.8m程の高さまでの

ことである。それ以上では認められなかった。

ちなみに石室から離れるにつれて、これらの細屑

の分布は少なくなる傾向が見られた。

I-< 3:I ><I 
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゜
1: 300 10m 

EL-119 X=42,292 Y=-55,936 

図228 墳丘断ち割リ ポイント図
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L~l39.00 

L=139.00 

L=¥39.00 

゜
I : 50 2m 

口黒 色 士
やわらかい ローム • FA （また

はAs-C)を含む

ロ黒色土
かたい粘質 FA(または

As-C)・ロームを含む

ロ にぶい黄褐色土

・¥ ・- ・ー やわらかい ロームブロック ・

FA（または As-C)含む

にぶい黄褐色土

極めてかたい 暗色帯が主体

ロームブロックを多く含む

二黄橙色土
．．・ やわらかい ロームが主体 FA

（または As-C)・カーボンを含む

犀：：言、たい ハードロームが

主体 暗色帯を含む

仄 撹乱士

図 229 墳丘断面図 (1) W -W'~Y-Y' 





L二］40.00

L=l39.00 

L~I39.00 

゜
1: 50 2m 

口黒色土
やわらかい ローム ・FA（また

はAs-C)を含む

□□黒色土
か た い 粘 質 FA(または

As-C)・ロームを含む

にぶい黄褐色土

やわらかい ロームブロック ・

FA（または As-C)含む

にぶい黄褐色土

極めてかたい 暗色帯が主体

ロームブロックを多く含む

ロ黄橙色土
・ ・・ やわらかい ロームが主体 FA

（または As-C)・カーボンを含む

冒：：言、たい ハードロームが

主体 暗色帯を含む

冒 摂乱土

図 230 墳丘断面図 (2) Z-Z'~b -b' 





L=l40.00 

L=l40.00 

L=140.00 

゜
1 : 50 2m 

二黒色土
やわらかい ローム・ FA（また

はAs-C)を含む

□□]黒色土
か た い 粘 質 FA(または

As-C)・ロームを含む

ロ にぶい黄褐色土

＇’ 'やわらかい ロームブロック ・

FA（または As-C)含む

にぶい黄褐色土

極めてかたい 暗色帯が主体

ロームブロックを多く含む

ロ黄橙色土
・ ・ ゃわらかいロームが主体 FA

（または As-C)・カーボンを含む

麟黄橙色土

極めてかたい ハードロームが

主体 暗色帯を含む

ロ撹乱 土

図 231 墳丘断面図 (3) c-c'~e-e' 





(4)石室石材（図 232~236・表 30)

石室の解体に際して、石室を構成する各石材につ

いて観察を加え、その特徴の抽出を試みた。その特

徴は次の通りである。なお、特に断りのない限り、

ここで用いる「石室石材」とは、壁材として原位置

を保持していた石材のことをさす。

石材種類

石材規模

輝石安山岩と凝灰岩を用いる。

石材重量は 7.0~3010.0kgを測る。

但し、 200.0kg以上の重量のものは 10石程度であ

り、 3010.0kgという重量は奥壁に用いられたもの

で極端に大きい。多用されている石材重量は 70.0

~100.0kg程度のものである。

石材形状 主体をなす形状はキャラメル形とサイ

コロ状のものである。

口

13 

12 多田山 12局墳

石材加工 全ての石材が加工してあるが、加工具

合は異なる。凝灰岩の露出面（石室内部から見える

面）は加工痕A、側面（他石と接する左右上下の接

地面）は加工痕B、背面は粗割のみである。輝石安

山岩は露出面・側面・背面ともに加工痕c

やや粗い加工）をそれぞれ施している。

（背面は

石材の諸属性と積み方の関係 奥壁・玄門・羨門

には輝石安山岩のキャラメル形又はサイコロ形を呈

する、 500kg以上の石材を用い、積み方 C・Dを

採用している。玄室・羨道側壁には主に凝灰岩のキ

ャラメル形を 80.0kg以上の石材を主体的に用い、

積み方Cを多用している。積み方は所謂「間知積み」

だが、背面の処理は、極めて雑である。

加工痕A (S = 1 : 4) 

加工痕B

e 

図 232

加工痕C

石室石材番号図（左） ／加工痕A~C （右）

(S = 1 : 4) 
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表30 石室石材観察表

重量 縦長 横長 奥行 切 組
番号 石質 位囮 圃I痕 積み方 備考

(kg) (cm) 有無 内 容

1 輝石安山岩 東羨門 1131 0 150 100 45 C C X 石室面以外は粗削り

2 輝石安山岩 西羨門 942 0 131 82 65 C C 

゜
門柱の加工。石室面以外は粗削り

3 輝石安山岩 東玄門 574 0 120 81 55 C C ◎ 
玄門の加工 l。羨門壁面の切り組み l。玄室側壁との接地部分

の切り組みは縦 l列に 6。見えない部分は粗削り 。

4 輝石安山岩 西玄門 627 0 118 68 46 C C ◎ 
玄門の加工］。羨門壁面の切り組］。玄室側壁との接地部の切

り組み l。見えない部分は粗削り 。

5 輝石安山岩 奥壁 3010 0 203 140 120 C D X 石室面以外は粗削り 。上部欠損

6 凝灰岩 羨道西側壁 129 0 50 62 37 A C 

゜
右下に］。裏面は粗削りのみ。

7 凝灰岩 羨道西側壁 38 0 28 38 31 A B X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぼ直方体。

8 凝灰岩 羨道西側壁 36 0 28 45 33 A B 

゜
右下に 1。裏面は粗削りのみ。ほぼ直方体。切り組は無駄なもの。， 凝灰岩 羨道西側壁 115 0 46 64 37 A C ◎ 右上・左上・左下の各 l。ほぼ直方体。背面は粗ケズリのみ。

10 凝灰岩 羨道西側壁 28, 0 26 36 25 B B X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぼ直方体。

II 凝灰岩 羨道西側壁 8.9 26 18 16 B C 

゜
右下に 1。裏面は粗削りのみ。ほぼ直方体。切り組は無駄なもの。

12 凝灰岩 羨道西側壁 27 3 35 21 30 B C 

゜
左上に］。背面は粗削り 。ほぼ直方体。

13 輝石安山岩 羨道西側壁 74 25 16 5 C C X 切り組みなし。背而は粗削り。小判形。

14 凝灰岩 羨道西側壁 51 0 29 47 28 B D 

゜
右上に 1。背面は粗削り。

15 凝灰岩 羨道西側壁 122 0 50 72 30 B C 

゜
右上に 1。左上に 1。背面は粗ケズリ 。

16 凝灰岩 羨道東側壁 56 0 37 38 30 A D X 切り組みなし。背面は粗削り。ほぽ直方体。

17 凝灰岩 羨道東側壁 78 0 28 45 46 A B X 切り組みなし。背面は粗削り。ほぼ直方体。

18 凝灰岩 羨道東側壁 31 5 27 35 32 A B X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぽ直方体。

19 凝灰岩 羨道東側壁 183 0 57 74 29 B C X 切り組みなし。背面は粗削り 。

20 凝灰岩 羨道東側壁 14 7 28 16 33 B B X 切り組みなし。背面は粗削り。ほぼ直方体。

2 l 輝石安山岩 玄室西側壁 98 52 32 32 C C X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぽ直方体。

22 凝灰岩 玄室西側壁 67 29 46 40 A D 

゜
縦方向に ］（玄室コーナーを示す切り組み）見える面以外は租削り。

23 凝灰岩 玄室西側壁 109 7 39 73 34 A D 

゜
縦方向に l（玄室コーナーを示す切り組み）見える而以外は粗削り。

24 凝灰岩 玄室西側壁 119 5 50 66 31 B C X 切り組みなし。背面は粗削り。

25 凝灰岩 玄室西側壁 158 0 35 55 55 A C X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぼ直方体。

26 凝灰岩 玄室西側壁 92 0 52 54 20 B C 

゜
左上に 1。背面は粗削り 。ほぼ直方体。

27 凝灰岩 玄室西側壁 44 5 34 49 30 B D X 切り組みなし。背面は粗削り 。上半欠損。

28 凝灰岩 玄室東側壁 1770 45 79 41 A D 

゜
右上に l。左上に l。背面は粗削り 。ほぼ直方体。

29 凝灰岩 玄室東側壁 69.0 42 46 25 A C 

゜
右上に 1。左上に 1。背面は粗削り 。

30 凝灰岩 玄室東側壁 79.0 35 54 30 A D X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぼ直方体。

31 凝灰岩 玄室東側壁 78 4 37 57 28 A D X 切り組みなし。背面は粗削り 。

32 輝石安山岩 玄室東側壁 1328 0 91 172 50 C C X 切り組みなし。背面も中心エリアは加工。背面は亀の甲羅状。

33 凝灰岩 玄室東側壁 178 0 47 75 38 A D X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぱ直方体。

34 凝灰岩 玄室東側壁 98 0 74 32 28 B D X 切り組みなし。背面は粗削り 。

35 凝灰岩 玄室東側壁 136 0 35 76 35 A D X 切り組みなし。背面は粗削り。ほぽ直方体。

36 凝灰岩 玄室東側壁 154 0 34 75 47 B D X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぽ直方体。

37 凝灰岩 玄室東側壁 230 0 54 95 40 B C 

゜
右上に］。背面は粗削り。ほぼ直方体。

38 凝灰岩 梱石 37 0 60 32 17 A X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぼ直方体。

39 凝灰岩 梱石 9 5 35 20 10 A X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぽ直方体。

40 凝灰岩 羨道天井？ 278 63 106 36 A X 切り組みなし。背面は粗削り 。背面は亀の甲羅状。 転石

41 凝灰岩 羨道天井？ 146 47 64 53 B X 切り組みなし。背面は粗削り 。 転石

42 凝灰岩 羨道天井？ 168 45 55 46 B X 切り組みなし。背面は粗削り。ほぼ直方体。 転石

43 凝灰岩 羨道天井？ 549 80 100 58 A 

゜
右上に］。左上に］。背面は粗削り。ほぼ直方体。背面は亀の甲羅状。 転石

44 凝灰岩 羨道天井？ 253 55 82 40 A X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぽ直方体。 転石

45 凝灰岩 羨道天井？ 253 50 95 42 A X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぼ直方体。 転石

46 凝灰岩 石室？ 131 34 55 52 A X 切り組みなし。背而は粗削り。ほぽ直方体。 転石

47 凝灰岩 石室？ 75 38 51 30 A X 切り組みなし。背面は粗削り 。ほぽ直方体。 転石
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(5)石室根石（図 237)

石室の根石は、すべての石材が、石室構築面に直

置きされていた。所謂「沓石」と呼ばれる下敷きの

石は存在しなかった。

石材を置く順番は、石材同士の重なり具合から判

断すると、 「奥壁・玄門・羨門→玄室及び羨道の側壁」

ということが考えられる。

12 多田山 12号墳

この根石の平面位置関係をみると、東側石列が、

奥壁から羨門に至るまで、ほぼ直線的に並ぶ状況が

窺える。一方、西側石列は奥壁にむかってやや開き

気味である。さらに、根石の大きさについては、東

側石列では大振りの石材でほぼ全体を構成している

のに対し、西側は大振りの石以外に小振りの石で間

を詰めている状況が窺える。
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図237 石室根石 平・断面図
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(6)石室構築面（図 238~239)

石室構築面とは、石室掘り方内に施された張り床

のことである。掘り方のほぼ全域に存在する。この

床面は前庭掘り方調査時に検出された断面T-T'

の7層上面と連続するものである。

この面は、掘り方の凹凸面を水平に整地するため

に張られたものと考えられ、ゆえに、その厚さは、

掘り方底面の凹凸の状況によって、層厚が 0,1~0.5

mと様々である。

この床面の構築状況を断面i- i'~m-m' で

を観察すると、土の種類も、層の状況も墳丘盛土と

類似する。土の種類は 「黒褐色士」「暗褐色土」「明

黄褐色土」に分離でき、それぞれは士質の硬軟によっ

て分離できることから、 6つの土層にわけることが

できる。これらのうち、「暗褐色土」には凝灰岩の

細屑が多く含まれている。加えて、一部には凝灰岩

細屑の凝集層も認められる。盛土の単位は 一単位

の層厚は 2~20cmと幅があるが、層厚 5~10cm

前後のものがもっとも多い。

構築面はほぼ水平であり、極めて硬質である。し

かも、面上には凝灰岩や安山岩の細屑が層厚 1~3

cm程度でほぼ全域に分布することから、この構築

面が、石室石材を仕上げ加工する最終作業面として

の機能をも、持っていたことが窺える。

なお、奥壁・玄門・羨門の下には細屑は存在しな

いことから、これらの設置以前にはこの場で石材の

加工が行われていない可能性があり、そのことはこ

の構築面に最初に持ち込まれた石材が、これらの用

材であったことを示す可能性も考えらえる。さらに

は、奥壁に最も近い箇所の玄室側壁石材の下だけか

らは、安山岩の細屑は存在するものの、凝灰岩の細

屑が検出されないことからは、この位置の凝灰岩切

石が、「奥壁・玄門・羨門」の設置に続いて行われた、

つまり、側壁石材の中では一番最初に置かれた可能

性も考えられるのである。
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二黒褐色士やわらかい FA（または As-C)ロームを含む

ロ黒褐色土かたいロームと黒色士の互層

トし、 く ，ヽ9，に.,、・I

暗褐色土やわらかい ローム・凝灰岩細屑を多く含む

かたい ローム ・凝灰岩細屑を多く含む

二 明黄褐色士やわらかいハードロームを含む

冨明黄褐色土かたいハードローム主体 暗色帯含む

1111凝灰岩細屑凝集層

区 撹乱土

図 239 石室構築面断面図
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(7)石室掘り方（図 240)

掘り方は、平面形は北側の一部が突出するものの、

全体としては隅丸の矩形を呈する。また、その規模

は、南北長約 16.0m、東西長 6.0m、地山面から

の深さは最深1.3mの規模を持つ。掘り方の北・西・

東の立ち上がりは明確であるが、南の立ち上がりに

ついては不明瞭である。東西の立ち上がりラインを

見る限りでは、石室位置から前庭位置まで直線的で

あることから、この掘り方とその後の構築面は一連

の造作と考えられる。なお、底面は凹凸が激しく、

東西壁際には鋤先痕と思われるエ具痕が良好に残存

する。
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この底面からはピッ トが5簡所、土坑が2箇所検

出された。ピットや土坑の覆土中には FA（または

As-C)が含まれており、加えて、この直上は石室 ・

前庭が残存していたことから、その掘削時期を古墳

構築の時期と考えることができる。

さらには、ピットについては断面 r- r' におい

て、ピットが石室構築面を掘削し、その覆土が凝灰

ー

］ 明黄褐色土 ロームを含む しまっている

2 明黄褐色土 ロームを多く含む

3 黒褐色土 ロームをわずかに含む FA （または As-C)が多い

4 黒褐色士 やわらかい FA（または As-C)・ロームを含む

5 にぶい黄褐色土やわらかい ロームプロックを含む

6 褐色土 やわらかい FA （または As-C)・安山岩細屑を含む

7 凝灰岩細屑陪

8 にぶい黄褐色土 しまりあり （石室構築面を形成する土）
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図240 石室掘り方平・断面図
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岩細屑で覆われていることから、このピッ トの機能

時期を石室構築面への石材運搬時と考えることも

できる。

また、土坑については、北側の不整形土坑（図

240◆)は機能が不明であるが、南側の方形土坑

（図 240*)は、断面i-i'において内部に凝灰

岩細屑が凝集する状況が認められ、さらには前庭張

り床で覆われていることから、細屑の廃棄坑とも考

えられる。

12 多田山 12号墳

(7)墳丘盛土下地山面（図 241)

墳丘盛土を除去すると、地山面が検出された。そ

の検出範囲は南北約 19.0m、東西約 18.5mの範

囲である。石室掘り方は、この地表面検出範囲のほ

ぼ中央に位置する。

地山面には、規則的な等高線が認められ、自然地

形とも考えられる。しかし、縁辺部において、弧状

に、深さ 5~10cm程の掘り込みが認められた。そ

の掘り込みラインは盛土裾ラインに一致しており、

内部には盛士が充填されていることも考え合わせる

と、これは古墳築造前の掘り込みと考えることがで

きる。つまり、この墳丘盛土下地山面は整地面であ

る可能性が高い。

なお、 この墳丘盛土下地山面からは、遺物の出

土は認められなかった。
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図241 墳丘盛土下地山面 平面図
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6 出土遺物

(1)唐三彩（図 242)

器種陶枕

法置長辺 11.4cm、短辺 9.1cm、高さ 5.1cm

残存率約 3割

推定重量約 400g 

色調素地の胎土は乳白色を呈する。

形態の特徴 箱形を呈する。正確な直方体ではな

い。底面（第 2面）は歪み、中心部が 0.3cmほど

窪んでいる。だが、この窪みは、所謂「凹」形の面

をもつ陶枕の窪みとは異なるものであり、歪みの範

疇で理解すべきものである。

また、底面（第 2面）には、直径 0.3cm、高さ

0.1cmの突起が 2箇所に存在する。突起の先端部に

は三彩は施されておらず、擦れたような器面を呈す

る。これらはトチンと考えられる。なお、こうした

突起は一般的には 3箇所につくものであり、本資料

においても、本来は合計3箇所に突起が存在してい

たと推測できる。おそらく、失われたであろう、も

う一つの突起は、存在する 2つの突起との位置関係

からは、資料が欠落している箇所に位置していたと

考えられる。ちなみに、他の面には同種の突起の存

在は認められなかった。

さらに、短側壁（第3面）のほぼ中央には外面方

向から穿孔した直径 0.2cmの穴の存在が認められ

る。

施文の特徴施文は天井面（第 1面）と底面（第

2面）に認められる。文様は大きさ約 8.0cmの八

弁の宝相華文である。型押しであり、残存部位から

推測する限りでは、表裏同苑と考えられる。また、

同様の 2つの面には外縁部より 0.8~1.0cm程内

側に、額縁状の直線の線刻と角部への斜位の線刻を

施している。この線刻は、定規などの道具を目安と

してかれており、その道具については、破片断面の

観察において、長三角形の鋭利な差し込みが観察で

きることから、刀子またはそれに類する刃物が使用

されたと推測できる。

284 

成整形の特徴 施釉以前の、箱形の成整形は次の

通りである。

箱形は、 6枚の未焼成粘土板を組み立てることに

よって形作られている。これらの粘土板は、器厚が

0.3~0.5cmである。残存する箇所の観察の限りで

はナデ調整が施されている。なお、組み立ててから

の、文様の型押しは困難と思われるため、型押しは

組み立て以前に行われていたと考えられる。

6枚の粘土板の組み立ては、長側壁（第5・6面）

が短側面（第 3 • 4面）を挟み込むようにして、 4

側面を接合する状況が認められる。接合箇所の内面

には接合面をならすためのナデが施されている。こ

うして、 4側面の接合体が完成する。

4側面の接合体と天井面（第 1面）との接合は

側面接合体上に天井の粘土板を置くという方法であ

る。接合箇所内面には接地面をならすためのナデが

施されている。一方、 4側面の接合体と底面（第 2

面）との接合は、やはり、側面接合体上に底面の粘

土板を置くという方法である。但し、こちらの内面

には接地面をならすためのナデが明確に観察できな

い。よって、 4側面の接合体と接合される順番は「天

井面→底面」の順番であることが推測される。

なお、短側壁（第3面）への穿孔は施釉前と考え

られる。

施釉の特徴 施釉は、まず、白い斑点状の文様を

つけるために、素地に蝋を施す。蝋の施し方は一見

ランダムに見えるが、天井面（第 1面）と底面（第

2面）の外縁部においては等間隔に施され、宝相華

文にも各弁の中心部に施されている。

その後、鉄を呈色剤に用いた釉と銅を呈色剤に用

いた釉を掛け、最後に透明釉を全体に施したと考え

られる。なお、刻された文様の溝にはこれらの釉薬

が流れ込んだために黒く見える。

さら似側面における釉薬の流れ落ちの状況から、

焼成時の天地が理解できる。

※文中の「天井面」と「底面」は、焼成時の天地

を基準とし考えた、便宜的な呼称である。
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(2)土器（図 243・表 31)

須恵器・平瓶（器ー2) は器高 9.3cmを測る。

口頚部は基部が細く、体部最大径を上位にもつ、扁

平な形状である。天井部には断面方形の把手がつく。

須恵器・台付長頚壺（器ー4)は器高 30.1cmを

測る。長頚部は細く直線的に開く 。体部は上位に最

大径をもち、肩部には 1条、最大径部に 1条の沈線

をめぐらし、この条線の間に刺突文をめぐらす。

この 2点は胎土や焼成の状態をみても他の出土須恵

器とは異なり、繊細な作りである。さらには緑釉が

掛かっている。

もう一つの長頚壺（器ー3)は頚部は欠損してい

るが、体部肩には 2条、最大径部に 1条の沈線をめ

ぐらし、この条線の間に刺突文をめぐらす。自然釉

が部分的に掛かっている。

須恵器・坪（器ー 5• 7)はともに、付け高台を

もつものである。

土師器・平底鉢（器ー 6)は、器高 13.5cmを測

る。口縁は短く、端部外面に面を持つ。当地域では

やや異質な土器である。

土師器・坪（器ー 8~10) は口径 10.3~

12.0cmを測る、小形の坪である。

器ー 3

器ー4

こ ：
器ー 5

ー：

器ー 8

器ー6

口
器ー 7

＼ 乙
一 器ー9

器ー 10

゜
1:4 15cm 

図 243 土器
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表31 土器観察表

番号
出土

器種
法屈(cm)

形態及び成整形の特徴 色調 焼成 胎土 備考
位置 日・底．扁

I 前庭 陶枕 284頁の本文参照

形態口頚部は墓部が細く、やや外反気味に開く 。端部は細く、鋭

く仕上げる。体部は最大径を上位にもつ、扁平な形状である。天井

須恵器 6.3/12 8/ 
部には断面方形の把手がつく 。底部はやや湾曲した平底。成整形

良好 緻密・砂礫を 緑釉が掛かる。
2 前庭

平瓶 93 
口頚部は横ナデ。体部はナデ調整であるが、下位はヘラケズリを施 灰白色

硬質 僅かに含む 湖西産か？
す。天井部をつけた後に穿孔し、口頚部を貼付、さらには天井部に

直に把手を貼付する。底部は中心部はナデ、緑辺部は回転ヘラケズ

リ。

形態長頚部は欠損・体部は上位に最大径をもち、肩は張る。肩部

須恵器
ー／132 

には 2条、最大径部に 1条の沈線をめぐらす。さらに、これらの条
にぶい 良好 緻密・砂礫を 自然釉が部分的

3 前庭 台付長
~/12 0 

線の間に刺突文をめぐらす。台部は短く 扁平。成整形 体部から台
灰白色 硬質 僅かに含む に掛かる

頚壺 部まで、ナデ調整を埜本とするが、体部上半には、加えて不定方向

ナデを施す。高台は付け高台。

形態 長頚部は細く直線的に開く 。中位に、 2条の沈線が廻る。体

須恵器
部は上位に最大径をもち、肩は張る。肩部には 1条、最大径部に 1

4 前庭 台付長
9 4/13 2 条の沈線をめぐらす。さらに、これらの条線の問に刺突文をめぐら

灰白色
良好 緻密•砂礫を 緑釉が掛かる。

頚壺
~/30 1 す。台部は短く扁平。 成整形 体部から台部まで、ナデ調整を基 硬質 僅かに含む 湖西産か？

本とするが、体部上半には、加えて不定方向ナデを施す。高台は付

け高台。

5 前庭
須恵器 ー／6I/ 形態口緑は欠損。やや外斜する短い高台。成整形鞘轄成形。底 にぶい

良好
砂礫を含む

坪 2 3~ 部はヘラおこし？後、高台をつける。貼付後ナデ調整。 灰白色 ざらし‘

形態口縁は短く外斜短部外面に巾5mmの面をもつ。体部は上位が

6 周堀
土師器 15 5/9 0/ 僅かにふくらむ胴形。底部は平底。成整形口縁は横ナデ、体部は にぶい

良好 砂礫を含む やや異質な土器
平底鉢 13 5 斜横位ヘラケズリこ上端のみユビナデ。内面は横ナデ。底部は不定 橙色

方向のナデ。

7 周堀
須恵器 15 0/8 0/ 形態口緑は僅かに内湾気味に外斜する。口縁端部は丸く収める。高 浅黄橙 やや

砂礫を含む
杯 60 台がつく成整形口緑は輔櫨成形。高台はなでつけによる付け高台 色 粗

形態 口緑は短く、やや外斜して立ち上がる。端部は丸く収める。

8 前庭
土師器 10 3/4 0/ 体部は浅い。平底。。成整形＇日緑横ナデ 。体部は手持ちヘラケズ にぶい

良好 砂礫を含む
坪 3 0 リ。内面はナデ後、ユビ押さえ。口緑と体部の境の稜線は口緑部の 橙色

ナデによってつくっている。

土師器 120/-
形態口緑は短く、内湾気味に立ち上がる。端部は丸く収める。体

にぶい， 前庭 部は浅い。成整形口緑横ナデ。体部は手持ちヘラケズリ。内面は 良好 砂礫を含む 回転実測
坪 /28 

ナデ。
橙色

土師器 J J 3 / ~ 形態口緑は短く、内滴気味に立ち上がる。端部は丸く収める。体
にぶい

10 前庭 部は浅い。平底気味の丸底成整形口緑横ナデ。体部は手持ちヘラ 良好 砂礫を含む 回転実測
坪 /30 

ケズリ 。内面はナデ。
橙色

(3)鉄製品 （図 244~245・表 32)

釘（鉄一 l~98・ 100・ 101)は全て平釘である。

棺材の厚さ (2.0~2.5cm)が想定できる。残存す

る木質の樹種は何れもヒノキである。

完形品の多くは長さ 7.0~7.5cmであり、断面は

l辺0.3cmの四角形、釘頭巾は 0.7~0.9cmを測

る、規格性をもった製品である。全て使用状態にあ

り、釘頭が残存するものは全て側面形状が「 L字」

を呈しており、木棺に打ち込まれたものと考えられ

る。これらの大半には木質が残存しているが、釘に

残る木質は木目が明瞭に残存し、その観察状況から

刀子（鉄ー 99)は切先・刃部と茎尻が僅かに欠

損する。残存長は 14.1cm、残存刃長は 9.0cm、

残存刃巾は1.2cm、刃厚は 0.3cm、残存茎長は

5.1cm、刃巾は 0.9cm、刃厚は 0.3cmを測る。中

茎には繊維状のものを有機物の上から巻いている。
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表32 鉄製品観察表

迫物
種類

全長 釘頭幅
木質 樹種

出土
備考

番号 (cm) 位置

辿物番
種類

全長 釘頭幅
木質 樹種

出土
弓ロ (cm) 位置

備考

1 釘 7.8 0 3 

゜
針葉樹 玄室 52 釘 3 2+ 07 X X 玄室

2 釘 70 0 7 

゜
X 玄室 53 釘 42 0.7 

゜
X 玄室

3 釘 5.9 0.8 

゜
X 玄室 54 釘 6 5 09 X X 玄室

4 釘 56 06 

゜
X 玄室 55 釘 6 I+ 

゜
針葉樹 玄室

5 釘 46 08 

゜
X 玄室 56 釘 64 0.6 

゜
X 玄室

6 釘 2.6+ 0 7 

゜
X 玄室 57 釘 56+ 

゜
X 玄室

7 釘 3.6+ 

゜
X 玄室 58 釘 5 I+ 

゜
針葉樹 玄室

8 釘 6 9 07 

゜
X 玄室 59 釘 40+ 0 7 

゜
針葉樹 玄室， 釘 55 0.7 

゜
針葉樹 玄室 60 釘 I 6+ 0 6 

゜
針葉樹 玄室

10 釘 29+ X X 玄室 60 釘 41+ 

゜
玄室

II 釘 42+ 

゜
針葉樹 玄室 61 釘 3 3+ 

゜
針葉樹 玄室

12 釘 2.9+ 0, 8 

゜
針葉樹 玄室 62 釘 39+ 

゜
X 玄室

13 釘 48 09 

゜
X 玄室 63 釘 3.3+ 0 7 

゜
針葉樹 玄室

14 釘 6.2 08 

゜
X 玄室 64 釘 29+ 08 X X 玄室

15 釘 4 2+ 

゜
針葉樹 玄室 65 釘 3 2+ 

゜
針葉樹 玄室

16 釘 2 3+ 

゜
X 玄室 66 釘 3 2+ 06 

゜
X 玄室

17 釘 39+ 

゜
針葉樹 玄室 67 釘 3 2+ 

゜
針葉樹 玄室

18 釘 24+ 

゜
針葉樹 玄室 68 釘 28+ 0.7 

゜
針葉樹 玄室

19 釘 3 2 0.7 

゜
X 玄室 69 釘 3 I+ 

゜
X 玄室

20 釘 3 7+ I 0 

゜
ヒノキ？ 玄室 分析 5 70 釘 4 I 06 X X 玄室

21 釘 2 4+ 

゜
針葉樹 玄室 分析4 71 釘 27+ 0 8 

゜
X 玄室

22 釘 3.1+ 

゜
針葉樹 玄室 72 釘 22+ X X 玄室

23 釘 29+ 07 

゜
X 玄室 73 釘 20+ 0 7 

゜
X 玄室

24 釘 6, 9 0.8 

゜
X 玄室 74 釘 32+ X X 玄室

25 釘 62+ 06 

゜
X 玄室 75 釘 28+ 

゜
X 玄室

26 釘 49+ 0.8 

゜
X 玄室 76 釘 I 9+ 0 7 

゜
X 玄室

27 釘 7 2 08 

゜
玄室 77 釘 22+ 

゜
針葉樹 玄室

28 釘 24+ 

゜
ヒノキ 玄室 分析6 78 釘 l,7+ 

゜
針葉樹？ 玄室

29 釘 2.5+ 0 7 X X 玄室 79 釘 18+ 08 

゜
針葉樹 玄室

30 釘 7 0 0 9 

゜
針葉樹 玄室 80 釘 20+ 06 X X 玄室

31 釘 60 0 8 

゜
針葉樹 玄室 81 釘 25+ 0 7 

゜
X 玄室

32 釘 64 0 6 

゜
針葉樹 玄室 82 釘 2 I+ 

゜
針葉樹 玄室

33 釘 5 7+ 

゜
X 玄室 83 釘 20+ 0.7 

゜
X 玄室

34 釘 6.4 0.9 

゜
X 玄室 84 釘 I 5+ 04 

゜
針葉樹？ 玄室

35 釘 73+ 

゜
針葉樹 玄室 85 釘 2.5+ 

゜
針葉樹 玄室

36 釘 58 0 7 

゜
X 玄室 86 釘 25+ 

゜
X 玄室

37 釘 53 04 

゜
針葉樹？ 玄室 87 釘 25+ 

゜
ヒノキ 玄室 分析9

38 釘 54 07 

゜
X 玄室 88 釘 2 4+ 

゜
針葉樹 玄室

39 釘 5, l 0.6 

゜
ヒノキ 玄室 分析lO 89 釘 3 I+ 

゜
X 玄室

40 釘 38+ 

゜
X 玄室 90 釘 2.3+ X X 玄室

41 釘 40+ 

゜
ヒノキ 玄室 分析II 91 釘 28+ 

゜
針葉樹 玄室

42 釘 53+ 

゜
X 玄室 92 釘 22+ 06 

゜
針葉樹 玄室

43 釘 58+ 07 X X 玄室 93 釘 28+ 06 

゜
X 玄室

44 釘 52+ X X 玄室 94 釘 30+ 

゜
X 玄室

45 釘 33+ X X 玄室 95 釘 26+ 

゜
針葉樹 玄室

46 釘 35+ 0.7 X X 玄室 96 釘 18+ 07 

゜
X 玄室

47 釘 2.7+ 09 

゜
X 玄室 97 釘 2 4+ 

゜
針葉樹 玄室

48 釘 32+ 

゜
X 玄室 98 釘 2 7+ 

゜
針葉樹 玄室

49 釘 3.5+ 06 

゜
X 玄室 99 刀子 14 o+ I 4 I刃幅1

゜
X 前庭 分析3

50 釘 60 0 8 X X 玄室 100 釘 2.0+ 0, 6 

゜
ヒノキ 玄室覆土 分析7

51 釘 3 7+ 0.8 

゜
X 玄室 101 釘 19+ 

゜
ヒノキ 玄室覆土 分析8
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7 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 盛土径 21.3m、墳丘長 29.6m、全長

38.8 mの円墳である。

遺構② 盛土は2段築成であり、上下 2段の葺石

が存在する。

遺構③ 周堀は平面勾玉形を呈する。

遺構④ 埋葬施設は全長 6.00mの載石切組積両

袖型横穴式石室である。奥壁は推定 l段構成で

ある。

遺構⑤ 石室石材には 70~100kg程度の凝

灰岩切石を多用する。

遺構⑥ 最大の使用石材（3,010kg:残存値）は

奥壁に用いている。

遺構⑦ 積み方Cを多用している。

遺構⑧ 奥壁・玄門柱と羨門柱には輝石安山岩の

切石を用いている。

遺構⑨ 追層葬行った痕跡はみられない。

遺構⑩ 全長 4.4mの前庭を伴う。

遺構⑪ 前庭の石垣には切石は用いていない。

遺構⑫ 石室内部は後世の撹乱を受けているが。

前庭部は撹乱はうけていない。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器坪や甕が周堀内から出土している。

遺物② 唐三彩陶枕の破片や土師器・坪、須恵器・

瓶、長頚壺などが前庭部から出土している。

遺物③ 玄室からは鉄釘はが出土している

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

土師器・坪（器ー8~10)、は何れも底部の扁平

化が進行しており、「多田山v~VI期」と位置づけ

ることが妥当である。また、須恵器・平瓶（器ー 2)

や須恵器・台付長頚壺は（器ー3• 4)といった器

種は地域での変遷が捉えにくい器種である。ところ

12 多田山 12号墳

が、このうち平瓶（器ー 2)は台付長頚壺ともに灰

白色の緻密な胎土によって成整された土器であり、

搬入品の可能性が高い士器である。そして、その胎

土や緑釉がにわかに掛かっている状況からは、東海

地域の製品ではないかと考えられる。井上喜久男氏

によれば、この平瓶は猿投編年での鳴海 32号窯式

（楢崎 1979)段階のものであるという。

遺構の時間的位置づけ

載石切組積石室は、既研究（右島 1994)により、

「多田山IV期」に相当する時期に造営が集中する現

象にある。本墳では、墳丘盛土下から構築時期を示

すような遺物が検出されておらず、そこからのアプ

ローチができない。しかし、それ以上に既研究には

歴史的背景を踏まえた蓋然性があるので、それに従

い、本石室の構築時期を 「多田山IV期」と考えるこ

ととする。

本墳の機能時期について

上記 2つの時間的位置づけからは、本墳の機能時

期は次のように考えられる。

第 1段階… 「多田山IV期」における古墳の造営

おそらくはこの時期においても後半期の築造にな

ると思われる。当然のこととして、この時期に埋葬

や祭事を行っていたと思われるが、遺物からその実

態はつかめない。なぜなら、この段階の、前庭出土

遺物が皆無だからである。

第 2段階・・・ 「多田山V期」における追葬追善行為

この行為の証明は困難だが、前庭から土師器坪や

台付長頚壺などが出土しており、これらが、各行為

に用いられたとおもわれる。

第 3段階・・・「多田山VI期」における追善行為

やはり、この行為の証明は困難だが、前庭から土

師器坪や台付長頚壺などが出土しており、これらが、

各行為に用いられたとおもわれる。なお、前庭内か

らは、 土師器の細片無数に出土している。

ところで、東海産の可能性を指摘した平瓶は猿投

編年との対比から、この時期（またはそれ以降）に位

置づけられる須恵器である。無論、十分な検証を省

いての直接対比はものの考え方として危険かもしれ
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ない。しかし、在地様相から導きだされた土師器の

時間的位置と、猿投編年から導き出された須恵器の

時間的位置が、結果としてほぼ近しいということか

らは、これら両者に大きなタイムラグを設ける必要

も少ないということになる。

前庭部における唐三彩の共伴遺物について

報告文で詳細に記述した通り (256~257頁参

照）、出土層位の同一性から、調査検出時における

共伴遺物は、須恵器 ・平瓶（器ー 2) と台付長頚壺

（器ー 4) と考える。

唐三彩の廃棄年代について

上記の事項から、本前庭に唐三彩が破砕され、廃

棄された時期は、「多田山VI期」と考える。その根

拠は、共伴する須恵器 ・平瓶の猿投編年における位

置にある。また、そうした時期の遺物が到来するよ

うな本前庭における活動の様子は、本前庭で破砕さ

れた土師器坪片が多数出土するなどの状況から推し

量ることができるのである。

※ 

唐三彩・陶枕の年代についての課題

本墳出土の唐三彩 ・陶枕については、「製作年代」

「日本への伝来年代」「群馬への伝来年代」「多田山

12号墳の前庭への廃棄年代」という 4つの年代に

ついて考える必要がある。

lつ目の「製作年代」については、近年の研究（弓

場 1995)に碁づく、唐三彩の製作開始時期が7世

紀後半とする見解を含みあわせると、当然、唐三彩・

陶枕に関しても 7~8世紀の幅のなかで考える必要

があろう。だが、唐三彩の製作が 7世紀に遡ること

が考えられるとしても、陶枕という形式の消長や、

型式変化が不明確であるならば、その正当な年代観

は得られない。なお、 7世紀代の陶枕としては中国

映西省西安 ・獨孤思貞墓（698（神功 2))出土の

鼈形に改装された陶枕が存在している。また、最近

の研究（亀井 2000)によれば、従来、陶枕と呼ば

れているものは、形態や文様構成等の差異から、 ニ

大別でき、年代の新旧に関しては明示されていない

ものの、異なった系譜を持つことが指摘されている。
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今後の唐三彩の編年研究が進展していき、その研究

の中で、本墳出土の唐三彩 ・陶枕の「製作年代」に

ついても言及することが妥当と考えている。

2つ目の「日本への伝来年代」については、従

来の通説（岡崎 1975)では、第 8次～第 11次の

遣唐使によって伝来された、という可能性を指摘し

ている。この説に基づけば、その伝来時期は 704

~754年ということになる。こうした年代観は今

日の研究においても概ね支持されるところである。

しかし、 ①唐三彩の製作開始年代が七世紀に遡上す

る可能性や②七世紀後半の日本の東アジア交流を考

え合わせるならば、七世紀代に日本に伝来した可能

性も必ずしも否定はできない。この唐三彩 ・陶枕が

いつどのように日本に伝来したか、という問題に関

しては、その解決の糸口は、遺物自体の研究のみに

あるのではなく、社会動向の分析にもあるといえよ

う。ごく最近の研究（亀井 2003)ではこうした側

面からの論が展開されており、大変魅力的である。

3つ目の「群馬への伝来年代」は、「日本への伝

来年代」の問題とも密接に結びつく問題であるが、

やはり、その糸口は 7世紀後半から 8世紀前半にか

けての国内社会動向の分析にあるといえよう。

4つ目の「本墳の前庭への廃棄年代」について

は前述の通り、「多田山V1期」と考えるに至っている。

この結論から、逆に「群馬への伝来年代やその原因

をひも解くことも可能であるはずである。

ひとつの唐三彩・陶枕が提起した問題は、単に

遺物のみでなく、古墳群の存在意義や被葬者の推定

など、地域史の多岐にわたる様相をも解き明かすき

っかけとなるであろう。
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第3章 古墳の調査報告

1 調査前（図 247)

多田山 13号墳が存在する地点は、標高 128m 

付近、多田山丘陵の頂部（標高 159m)の馬の背

状の平坦面から南東方向に下る斜面部である。

既に、事前の試掘において周堀の一部が確認され、

墳丘直径 20~30m程度の円墳の存在が判明して

いた。調査前は、直径 20m位の範囲が土鰻頭のよ

うに膨らんでおり（最高 1.20m程度）、墳丘盛土

が残っていることを示唆していた。石室石材と思わ

れる輝石安山岩も一部が露出し、その石材の様子か

ら撹乱をうけた横穴式石室の存在が想定された。但

し、墳丘盛土の南東側1/3程度は、耕作のために

平坦化されており、墳丘盛土と石室羨道部付近は既

に失われているようであった。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 248)

推定盛土径 14.0m、推定墳丘長 21.0m、側面

墳丘長 20.0m、推定全長 29.0m、側面全長 29.5

mを計る、円墳である。

本墳の場合、地形の傾斜に対して、斜めに墳丘を

構築している。よって、平面形状としては石室を中

心として、左右対称のバランスの良い形状を呈して

いるが、断面形状においては盛土の様相も石室の東

FC-105 Xa42.236 Ya-55,872 

図247 調査前現況地形図

，
 

事

3 して

• .:..●ー、
ー 1" 

写真 10 墳丘調査前現況（南→）

西では全く状況が異なり、石室を中心とて左右非対

称である。墳丘の外表施設に関しては不明であった。

盛土は、斜面に対して斜めに構築しているため

に左右の状況が異なる。石室西側では、石室構築の

ために石室床面から1.60m以上もの高さの盛土を

行っているが、視覚的には地山面とほぼ同じ高さに

しかなっておらず、盛土としての高まりは全く見ら

れない。一方、石室東側で同じく、石室床面から1.70

mの高さの盛土を行っているが、その高さはそのま

ま盛土としての高まりを示している。なお、確認さ

れた盛土上面の高さは奥壁の高さよりもまだ低いた

め、本来の盛土の高さは、天井石の高さなどを加味

すると、プラス1.0m以上の高さが推定される。

(2)周堀（図 248)

周堀は、墳丘周りをほぼ全周するが、石室開口部

前面に相当する箇所は土橋状に掘り残されている。

確認面での規模は、北西部が最広•最深部であり、

上幅 5.0m、下幅 2.0m、深さ1.4mの規模をもつ。

また、北部が北最狭•最浅部であり、上幅 2.2 m、

下幡1.0m、深さ 0.3mの規模を持つ。断面形状は

全体に椀形を呈している。墳丘自体が斜面地に構築

されているために、斜面高位置（墳丘西半分）では

深く掘削し、低位置（墳丘東半分）では浅い掘削で

済ませているようである。

土橋は推定幅が 1.80mである。

覆士は、ロームやニツ岳パミス（または浅間C軽

石）を含む褐色系の土やが主体である。なお、浅間

B軽石の一次堆積層は存在しないが、それを多く含

む層は上層に存在する。

294 



13 多田山 13号墳
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］ 褐色土表土

2 黒褐色土 As-Bを含む

3 黒褐色土粘質 FA（または As-C)を含む焼土粒を含む

4 灰褐色土 砂質 As-Bを多く含む

5 暗褐色土粘質 ローム •FA （または As-C) を含む

6 にぶい褐色土 ロームプロックを含む

7 灰褐色土 ロームブロックを多く含む

8 褐灰色土砂質 As-Bを含む

9 褐色土 As-Bを含む

10 褐色土粘質 ロームプロック •FA （または As-C) を含む

l] にぶい橙色土 ロームプロックが主体

12 褐色土粘質 ロームプロックを含む

13 焼土ブロック

．旦

L=l29.50 
0 1: 60 lm 
l ,  1 

図 248 墳丘及び周堀平・断面図（上） ／周堀覆土断面図（下）
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第3章 古墳の調査報告

周堀内における遺物出土状況（図 249)

墳丘南側に取りつく土橋付近に土器の出土が集

(3) 

中していた。

土橋の東側からは、須恵器・平瓶（器一 1) と同・

長頚壺（器ー 2)と同・坪蓋（器ー 3)及び土師器・

坪（器ー 8・9)が出土した。また、土橋西側からは、

土師器・坪（器ー 4~6)が出土した。

出土層位は断面Cの5 • 10層である。これらの

層は浅間B軽石を含む層よりも下層であるが、周堀

底面からは 10~30cmほど高い位置に存在する層

である。出土層位を考慮するならば、周堀掘削時（＝

古墳築造時） と若干の時間差をもって、周堀内に

廃棄（破砕含む）されたものと考える。また、いず

れの遺物片も同一個体間ではまとまった出土状況を

呈していた。特に須恵器（器ー1~3)は各破片が

I i l l | 
鉄ー39• 40 • 42 • 47 • 48（左から）

ほぼ同ーエリアの範囲でまとまって出土しているた

め、 一括性の認められる遺物群である。

また、周堀の北から西にかけての一帯からは鉄製

品が出土している。鉄釘（鉄ー 39• 40 • 42 • 47 • 

48) と刀（鉄ー 52)がそれである。

層位は、断面Dの8• 9層である。

これらの出土

これらの層は、

浅間B軽石を含む層よりも上層である。石室に本来

あったものが、盗掘（破壊）時に周堀内に移動した

ものと考えられる。
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図 249 周堀内遺物出土状況図
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3 石室

(1)概要（図 250)

石室は、両袖型横穴式石室と推定される。玄室の

残存長約 4.0m（推定玄室全長 4.5m)、玄室幅約1.6

mである。玄室側壁高は最高の残存高で1.85mで

ある。

残存状況は不良である。石室は後世の削平を受け

ており、羨道の全てと、玄室の南側一部の床・側壁・

天井を失っている。残存する玄室側壁においても崩

壊が激しく、特に西側壁においてそれが顆著である。

なお、袖部が存在すると想定される箇所は失われて

いりものの、残存部の様相から両袖型の横穴式石室

と考えた。

前庭については、その存在の有無は確認できな

かった。だが、玄室の位置や周堀の南側にある土橋

との相関性を重視すれば、長さ 2.0~3.0m程度の

矩形前庭が石室に取りつく可能性が考えられる。

9
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13 多田山 13号墳

(2) 石室内おける遺物出土状況（図 250)

玄室内からは鉄製品が多量に出土した。

刀子（鉄一l)は玄室西側壁際の床面上から出土

した。また、鉄釘（鉄ー 2~34)は玄室北東エリ

アを中心にその床面及び数 cmの間層を挟んで出土

した。その他にも、石室内への崩落土に紛れて鉄釘

（鉄ー 41• 43~46 • 49~51 :出土位置不明）が

出土した。

出土状況の特徴としては、鉄釘のそれが挙げら

れる。出土位置が判明している鉄釘は 2点（鉄一

24 • 34)を除き、全てが仕切り石より北側の東よ

りに分布している。そして、その分布は南北約1.8

m、東西約 0.5mのフレーム（図 250の点線枠）

に近い位置にある傾向を見せる。この状況はこの位

置に木棺が存在し、それに用いた鉄釘が原位置に近

い位置に残存した可能性を示しているといえよう。

なお、鉄製品以外の出土は皆無であった。
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図250 石室平面図（左） ／玄室内遺物出土状況図（右）
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第3章古墳の調査報告

(3)石室床面（図 251)

床而は 1面のみ確認された。床面認定の目安は直

径2~8cmの川原石の玉石の検出とした。本墳の

場合、床以外に石室裏込にも、川原石・玉石が使用

されている。この裏込も石室側壁の崩落に伴い、調

査時には石室内に崩落していた。この裏込と使用面

の石の識別は、①裏込の場合は石が土砂と混合し、

石の上面（俗にいう「石のツラ」）が一定しない、

②床面の場合は、土砂とは混在せず、石の上面がほ

ぼ揃っている、という目安に基づいた。

検出された床面は、全体が厚さ 5cm程度 (1石

分の厚さ）であった。奥壁より南で lmまでの範囲

については、検出が的確にできず、舗石面が露出し

てしまったが、本来はこの範囲にも同様の玉石が存

在していたと考えられる。また、奥壁より南 2mの

b| 

H' 

0| （床面）

0 1: 60 lm 
l,  1 

切

01 

EX-109 Xa42.252 Ya-55,888 

位置には仕切石が存在する。この仕切石は舗石面よ

り設置されているものであるが、床面においても約

5cm突出した状態になっている。

(4)石室舗石面（図 251)

舗石面は全体が厚さ 5~8cm程度 (1石分の厚

さ）であった。平坦面の最大長が 10~30cm程度

の平たい輝石安山岩の割石・川原石を全体に敷き詰

めている。舗石間の隙間は大きく、そこには玉石が

入り込んでいる。舗石面と床面の間に間層は存在せ

ず、両者は接する状態にあるので、こうした玉石

は使用面のものかもしれない。仕切石は直径 20~

40cmの亜円礫であり、奥壁より南に 2.0mの位置

に石室主軸に直交する方向に、 6石が密着して並べ

られている。

匂

（舗石面） ． 
叫

l 灰褐色土 しまりよわい ローム粒を含む

2 黒褐色粘質土 しまりつよい

図251 石室床面および舗石面 平・断面図
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(5)石室の平面および立面の状況（図 252)

平面 ・立面の詳細状況は次の通りである。なお、

各計測値は、全て根石検出時に行ったものである。

石室主軸 S - 18° -W  である。

平面規模 玄室の残存長は約 4.0m （推定玄室全

長 4.5m)、玄室幅約1.6mである。

平面形状 玄室は矩形を呈すると推測される。

立面規模 玄室の残存最高値は奥壁部分の1.85

mである。おそらくこの数値が本来の玄室高に近似

するものと思われる。

立面形状 玄室はわずかに転びをもつ。その状況

は西側壁の奥壁付近で確認できる。

壁面の構成 玄室奥壁は巨大な輝石安山岩 1枚で

面を構成している。玄室側壁は、根石やその他の一

部に一辺が 50cm以上の大振りの輝石安山岩を用

13 多田山 13号墳

いているが、大半は一辺が 10~30cm程度の輝石

安山岩の割石で構成されている。残存状況からは 5

~6段の石積みが確認できる。なお、石積みは積み

方A・Dが多用されている。羨道側壁については不

明である。天井石については、原位置を保つものは

一つもなかったが、転落石から推測する限り、多く

が輝石安山岩の壊石であったと考えられる。

石材の種類 302頁に詳述。

石材の加工 工具を用いての仕上げ加工を施した

と考えられるものは、奥壁のみである。奥壁は玄室

内面に向かう面の凸面のみを幅 1~3cmの盤で平

滑にし、面調整している。この面調整は奥壁寄りの

側壁石にまで、 一部が及んでいることから、奥壁位

置に設置後に行われた調整を考えられる。

漆喰の有無 認められなかった。

0 I: 60 Im 
1 ,  1 
~ L-128.00 

疇麿

図25が 石室壁面展開図
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4
 

解体調査

(1)墳丘・石室の解体 （図253• 254) 

分）において は「黒色土」「褐色土」の軟質土を

墳丘 ・石室の解体に際しては、石室の主軸方向に

1箇所 (K-K')、石室主軸の直交方向に 1箇所（ L

-L')の断割を入れ、断面観察を行った。

その結果、墳丘と石室の構築とは連動して行われ

ていることが判明した。盛土の各層は石室構築に合

わせて盛られているようであり、石材を 1段積む毎

に盛土を平行して行っていたものと考えられる。

土の種類 「黒色土」「褐色土」「黄褐色土」に分

離でき、それぞれは土質の硬軟によって分離できる

ことから、 6つの土層にわけることができる。ここ

で認められる土は、その土質からみて、周堀の掘削

土を用いたと思われる。

多く使用し、逆に、盛土中上部においては「黄褐色

土」の硬質土を多く使用している、という傾向が認

められた。特に、奥壁部の盛土における、基底部か

ら1.50m以上の厚さにわたっての軟質土層は特徴

的である。一般的傾向としては、こうした根固めの

土層部分は、硬質土を充填させるのであるが、本墳

の場合はそれとは全く異なる盛土状況であった。ま

た、側壁部の盛土においては、石室東側においては、

「黄褐色土」の硬質土層がかなり分厚く存在するの

に対し、石室西側においてはその土層はあまり厚く

存在しない状況が認められた。おそらく、斜面地に

構築した本墳の場合、斜面下部にあたる石室東側に

ついては、かなり入念な盛土固めを行ったことが、

この土層の特徴から読み取れる。

盛土の単位 各断面の状況を詳細にみると、それ

ぞれが一単位 2~15Cm程度の層厚をもつ土層に

分層できる。これらは、掘削土を無作為に盛土とし

て積み上げていくのではなく、必要に応じた土質を

選択して利用したと思われる。

裏込石の有無 側壁部の盛土においては石材と接

する箇所にはその存在が明確に確認できたが、奥壁

部の盛土には、全く存在していなかった。

石材チップの有無 これら盛土の中には輝石安山

岩のチップはほとんど認められなかった。。

盛土の質 盛土は、盛土下部（石室根石に近い部
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第 3章古墳の調査報告

(2)石室石材（図 255・表 33)

石室の解体に際して、各石材の特徴抽出を試み

た。その特徴は次の通りである。

石材種類 輝石安山岩を主体的に用いる

石材規模 石材重量は4.1~3,004.0kgを測る。

但し、 500kg以上の重量のものは5石である。多

用される石材重量は30~60kg程度のものである。

石材形状 主体をなす形状は俵形とキャラメル

形である。 サイコロ状のものは少ない。

石材加工 奥壁の完成時の露出面は表面を平坦

化させるために、凸部のみに平滑化が施されてい

る。また、側壁についても同様である。

石材の諸属性と積み方の関係 奥壁には 3,004kg

の輝石安山岩を用い、積み方Cを採用 している。玄

室側壁には輝石安山岩の俵形又はキャ ラメル形を

呈する小振りの石材 （30~60kg)を主体的に用い、

積み方A乃至 Bを多用している。なお、側壁にも

500~2,000kgの石材を僅かながら採用 している。

63 

30 

図255 石室石材番号図

表33 石室石材観察表

番号
重星 長軸短軸厚み

禎み方 石質
(kg) (cm) 

番号
重鼠 長軸短軸厚み

槙み方 石質
(kg) (cm) 

I 1,935.0 160 96 92 D 輝石安山岩 33 441.0 105 75 55 D 輝石安山岩

2 55 6 51 28 33 C 輝石安山岩 34 48 7 39 36 22 B 輝石安山岩

3 81 6 43 42 24 B 輝石安山岩 35 23 7 41 25 15 A 川 原石

4 14.1 31 20 20 C 輝石安山岩 36 34 I 51 32 21 A 輝石安山岩

5 30 9 42 23 20 A 輝石安山岩 37 14 8 39 19 11 A 川 原石

6 42 5 46 29 24 A 輝石安山岩 38 29 4 53 25 14 A 輝石安山岩

7 410 31 17 11 A 輝石安山岩 39 39.0 40 36 15 B 輝石安山岩

8 47 6 52 46 21 B 輝石安山岩 40 13 2 40 22 14 B 輝石安山岩， 31 I 42 33 25 A 輝石安山岩 41 45 4 49 26 22 A 川 原石

10 45.1 47 38 27 D 輝石安山岩 42 25.6 41 24 22 D 輝石安山岩

II 72 6 54 48 29 B 輝石安山岩 43 45 23 15 8 A 輝石安山岩

12 32 3 38 25 23 D 輝石安山岩 44 54 5 46 32 28 D 輝石安山岩

13 22 I 33 28 23 D 輝石安山岩 45 830 0 90 85 70 D 輝石安山岩

14 36.9 38 29 25 A 輝石安山岩 46 22 9 45 24 18 A 輝石安山岩

15 77 4 53 41 33 B 輝石安山岩 47 6 2 31 15 ， C 川 原石

16 13 I 30 22 14 A 川 原石 48 28 3 59 23 19 A 輝石安山岩

17 53.0 37 31 29 D 輝石安山岩 49 30 8 39 26 16 •A 川 原石

18 84 29 20 12 B 川 原石 50 4 I 21 12 ， A 川 原石

19 126 0 59 59 34 B 輝石安山岩 51 46 5 47 31 27 B 輝石安山岩

20 13.7 38 19 17 A 輝石安山岩 52 5 I 26 13 II A 輝石安山岩

21 92 0 45 40 37 D 輝石安山岩 53 26 2 30 26 25 D 輝石安山岩

22 27 5 33 27 18 A 輝石安山岩 54 42 3 42 33 23 D 輝石安山岩

23 52.1 48 29 24 A 輝石安山岩 55 41 2 30 21 50 A 輝石安山岩

24 47 2 49 38 23 C 輝石安山岩 56 514 45 29 24 A 輝石安山岩

25 36 6 51 32 20 A 輝石安山岩 57 18 9 30 29 17 D 輝石安山岩

26 140.8 72 37 37 A 輝石安山岩 58 26.2 34 27 26 D 輝石安山岩

27 49 3 46 30 25 B 輝石安山岩 59 15 2 32 23 20 A 輝石安山岩

28 10 8 26 22 14 B 川原石 60 39 5 50 31 25 B 輝石安山岩

29 576.0 93 80 70 D 輝石安山岩 61 60.7 52 29 40 A 輝石安山岩

30 7 3 31 21 ， A 川原石 62 26 9 28 25 27 D 輝石安山岩

31 17 4 37 20 19 A 川 原石 63 3,004 0 245 222 105 C 輝石安山岩

32 31.4 39 31 30 D 輝石安山岩 ※図中の＊•• • 未計測石材 空白…間詰石材
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(5)石室根石（図 256)

石室の根石は、石室掘り方面に直接設置されてい

た。根石には大振りに輝石安山岩が要所に用いられ

ていた。石材の重なり具合から設置順序を検討する

と、まず奥壁石が置かれ、その次には大振りの側壁

石が要所におかれ、その後その間を小振りの石材で
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13 多田山 13号墳

充填していくといった順序が考えられる。

なお、この石室については、この根石検出段階に

おいても、輝石安山岩の細屑が床面周辺から検出さ

れることはなかった。
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図256 石室根石平 ・断面図
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第 3章 古墳の調査報告

(6)石室掘り方（図 257)

本墳の場合、墳丘南側が完全に削平されているた

め、掘り方についても、南部分については検出でき

なかった。だが、わずかに残る痕跡や周堀位置との

関係を考慮すると、掘り方は、平面プランが隅丸矩

形を呈し、その規模は南北約 11.0m、東西 5.0m、

深さは最深部で約1.0m、最浅部で 0.20mを測る

ことが可能である。床面の凹凸は顕著であるものの、

掘削工具の痕跡は認められなかった。

ここで検出された掘り方は、南端部には段差を

持っていないと思われ、そのまま地表面に連続する

形状を呈している。この形状は、本古墳群中では、

前庭を伴う石室の掘り方に共通するものである。ゆ

えに、本墳にも前庭が付設された可能性が掘り方の

状況からも窺える。

蒋

ヤ
が

言
'

(7)墳丘盛土下地山面（図 257)

墳丘盛土を除去すると、地山面が検出された。そ

の検出範囲は南北約 15.0m、東西約 10.0mの範

囲である。

地山面は、石室・前庭の掘り方の部分以外は掘り

込まれた痕跡は見当たらなかった。また、地山面の

等高線のあり方から見ても、盛土部分を平坦化させ

るような整地事業の痕跡も認められない。よって、

ここに検出された盛土下の地山面は、旧地表面と考

えることができる。

なお、この墳丘盛土下地山面からは、古墳築造に

先立って存在する関連遺物は出土しなかった。
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図257 石室墓坑平面図（左）・盛土下地山面平面図（右）
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5 出土遺物

13 多田山 13号墳

(2)鉄製品（図 259・表 35)

(1)土器（図 258・表 34)

釘（鉄ー 2~51)は平釘である。完形品の多く

は長さ 5.0~7.5cm、断面は 1辺0.3~0.4cmの

四角形、釘頭巾は 0.7~0.9cmを測る。残存する

釘頭は側面形状が「L字」を呈し、木棺への打ち込

みが考えられる。付着する木質樹種はモミ属である。

須恵器・堤瓶（器一 l)は器高が 17.6cmになる、

大型品である。わずかに自然釉が付着している。

須恵器 ・台付長頚壺（器ー 2)は推定復元器高が

45.0cmにおよぶ大型品である。

須恵器 ・坪蓋（器ー 3)は破片資料である。

刀子（鉄一 1)は切先が僅かに欠損する。残存長

は 17.4cm、茎部への木質残存が良好である。

土師器・坪には口縁は短く直立するもの（器ー 4. 刀（鉄ー52)は、完存品である。全長 34.4cm、

刃部長 25.9cm、両関で細茎部には目釘孔を 1孔も

つ。刀部と茎部に木質が残存する。

5 • 7)、口縁がわずかに内湾気味のもの（器ー 6)、

口縁が外斜するもの（器ー 8)に細別できる。

表34 土器観察表
追物 出土

器種
法贔(cm)

形態及び成整形の特徴香号 位四 ロ・底・高

須恵器 14.0/17 0 
形チ態状を：日呈縁しは、扁上平位なに体明器瞭I/)な一稜部をにも貼ち付、扁し、平太。把く短手はく体外斜部。天体井部に貼は付天井。部底部が低はやいやア上ー

1 周堀 げ底風の平底。日縁は横ナデ。体部は基本的には回転ナデ調整、天井部には、器分
平瓶 /17 6 

的に平行！lぶ施。底し、部まのた縁体辺部器下に位もでケはズ回リ転調ケ整ズ力：リ施調さ整れをて施しす。把手はケズリ調整
によって るヽ
形態 口緑端部はつまみ上げ。長頚部は太く緩やかに外反しながら開く 。中位に、

須恵器 6条の浅い沈線が廻り、その中に栂描波状文が施されている。。 体部は上位に最大

2 周堀 台付
22.0/20.5 径をもち、肩は張る。肩部には 1条、沈線をめぐらし、その上位に栂描波状文施す。

45.0 さらに体部中位にも櫛描波状文を施す。台部は短く外斜し、外面に巾14mmの平坦
長頚壺 面がある。成整形 日縁端部はつまみだし。長頚部から体部・台部まで、ナデ調

整を基本とするが、体部下位にはケズリ調整が施されている。高台は付け高台。

3 周堀
須息器 -/-/- 体部の小片のみ。回転ナデと回転ヘラケズリを施す。

杯蓋or碍杯

土師器 144/- 形態日縁は短く、直立し、瑞部は丸く収める。体器は浅い。丸底。成整形．口緑
4 周堀

坪 /4 3 
はヨコナデ。体器は手持ちヘラケズリ。内面はナデ後、ユピ押さえ。口縁と体部の
境の稜線は口縁のヨ コナデによってつくつている。

土師器 形態．口緑は短く、やや外斜気味に直立し、端部は丸く収める。体部はやや深い。
5 周堀

好
12 4／ー／40 丸底。成整形口緑はヨコナデ。体郁は手持ちヘラケズリ。内面はナデ後、ユビ押

さえ。口縁と体部の境の稜線は日緑のヨコナデによってつくっている。

土師器 形態日緑は短く、内惰気味に直立し、端部は丸く収める。体部は浅い。丸底と推
6 周堀

坪
/0.4 /-/23 定。成整形日録はヨコナデ。体部は手持ちヘラケズリ。内面はナデ後、ユピ押さ

え。日縁と体部の境の稜線は日縁のヨコナデによってつくつている。

土師器 130/-/3 0 形態 口緑は短く、直立し、瑞部は丸く収める。体器は浅いと推定。丸底と推定。
7 周堀 成整形．口縁はヨコナデ。体部は手持ちヘラケズリ。内面はナデ後、ユピ押さえ。

坪 口緑と体部の境の稜線は口縁のヨコナデによってつくっている。

土師器 13.l /-/2 6 形態日縁は短く、僅かに外斜する。端部は丸く収める。体部は浅いと推定。丸底
8 周堀 と推定。成整形日縁はヨコナデ。体部は手持ちヘラケズリ。内面はナデ後、ユピ

坪 押さえ。日縁と体部の境の稜線は体部のヘラケズリによってつくつている。

表35 鉄製品観察表
揖載

種類
出土 再さ 蝠 木質

樹種 備考番号 地点 1cm) lcml 有無
す昴祁戊

種類
出土 I文

番号 地点 lcmJ 
I ］ 乙

―’ 
17 I+ I 3 （） X 27 —, 34+ 

2 多 ］ 58 11 （） X 28 コ 5.6+ 
3 怠 コ 52+ 09 （） X 29 ゴ 24+ 
4 

―’ 
49 0.8 (‘) X 30 1.8+ 

5 ] 45+ I 2 X 31 コ I 8+ 
6 

―’ 
4.4+ X 32 -l 2.7+ 

7 64 09 X 33 ゴ I 5+ 
8 コ 4.7+ 0,8 （） X 34 1.3+ ， 

7 4 9 09 （） X 35 70 
IO コ 4.4+ X 36 73 
l l ， 4 I+ モミ屈 分析 12 37 70 
12 コ 3.5+ 針葉樹？ 38 ＂ 

54+ 
13 7 39+ 針薬樹？ 39 l 6.5 
14 4.0+ 針葉樹 40 ［ 68 
15 コ 36+ X 41 5.5+ 
16 ， 4 I+ X 42 50+ 
17 J 30+ 針某樹？ 43 コ 4 I+ 
18 30+ 06 X 44 7 5 3+ 
19 ’ 26+ 0.9 X 45 41+ 
20 ゴ 35+ モミ屈 分析 13 46 3.2+ 
21 7 I 9+ 09 X 47 36+ 
22 28+ X 48 2.9+ 
23 31+ X 49 ， 30+ 
24 ， 3.1+ X 50 2.8+ 
25 コ 29+ X 51 25+ 
26 1 3.8+ X 52 34.5 

色調 焼成 胎土 備考

良好 砂礫を 僅かに自然
灰白色

硬質 含む 釉が掛かる。

灰白色
良好 砂礫を 僅かに自然

硬質 含む 釉が掛かる。

灰白色
良好 砂礫を
硬質 含む

砂礫を
橙色 良好

含む

砂礫を
橙色 良好

含む

砂礫を
橙色 良好

含む

砂礫を
橙色 良好

含む

砂礫を
橙色 良好

含む

ilJ目 木臼
樹種 備考lcmJ 有無

（） X 
（） X 
（） 針葉樹？

X 
（） 針槃樹
（） X 

゜
X 

1.0 （） X 

07 X 

09 X 

09 X 

0 7 X 

1.0 X 

09 X 

1.7 X 

0 9 X 
0, 9 X 

0 7 X 
針 葉 樹

I 0 X 
X 

X 
（） X 
（） X 
（） X 

2.8 （） 針 葉 樹

（斜体数侃・・・残存値）
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器ー 1

器ー 2

'-―̀ 

‘’--―干、ミ_ー― :̀

器ー 3

三三 ／ 

~ - 4 

：三］一二］

可 5

＼＼王三匁乙

器ー6 器ー7 器ー 8

゜
1:4 10cm 

図258 土器
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第 3章 古墳の調査報告

6 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構 ・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 推定盛土径 14.0m、墳丘長 21.0m、

全長 29.0mの円墳である。

遺構② 盛土は東1/3以外は残存していたが、

葺石の存在は未確認である。

遺構③ 周堀は円環形呈し、南には、土橋がつく 。

遺構④ 埋葬施設は玄室残存長が 4.00mの自然

石乱石積石室である。玄室袖部から南側全て削

平されており、全体構造は不明のままである。

遺構⑤ 石室石材には 30~60kg程度の自然石

を多用する。

遺構⑥ 最大の使用石材 (3,004kg)は奥壁に用

いている。

遺構⑦ 積み方A・Bを多用している。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器坪や甕、須恵器 ・平瓶や台付長頚壺

が周堀内から出土している。

遺物② 玄室からは鉄釘はが出土している

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

土師器・坪（器ー 4• 5)は僅かに稜をもち、何

れも底部の丸底化が認められることから、 「多田山

308 

V期」と位置づけることができる。土師器・坪（器

-6~8)は破片資料ながら、器高が低くなり、底

部丸底化の傾向が見受けられることなどから「多田

山v~VI期」と考えることができる。須恵器・平瓶（器

-1) と須恵器・台付長頚壺 （器ー 2)は、その位

置づけが困難な資料であるが、器高の高い平瓶の形

態からは、「多田山N期末～V期」を想定すること

ができる。

遺構の時間的位置づけ

本墳は石室の全体が不明のため、時間的位置づけ

が困難である。だが。最大 3,004kgの石を奥壁に

使うなど、巨石を志向を考慮すると「多田山III~N

期」と考えることができる。

※ 

以上のことから、本墳は次のように理解できる。

本墳は、遺構の特徴（遺構③⑥）から、終末期古

墳と考えられる。この種の古墳の造営時期は、 「多

田山w期」の時期が想定される。本墳では、築造時

に伴う遺物の出土が無かったために、築造の時期に

関してはこれ以上の追及は行わない。

一方、前庭から出土する遺物については、 「多田

山v~VI期」に集中する傾向が見うけられる。しか

たがって、前庭の機能がこの時期にまで及んでいた

ことが理解できる。なお、出土遺物の中に確実な「多

田山III~N期」のものは含まれていない。
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第 3章古墳の調査報告

1 調査歴（図 261)

本墳は、今回の調査（以下、「1999年調査」）着

手以前にすでに一部の調査が行われている。

その調査は、 1953（昭和 28)年 10月 1日から

5日までの間に、群馬大学尾崎喜左雄教授によって

行われたものである（以下、「1953年調査」）。そ

の成果報告は、尾崎喜左雄氏による 『中里塚古墳（仮

称）調査報告』（以下、 「1953年報告」）にまとめ

られている。

なお、この「1953年報告」については、今回の

調査成果を補完させるための必要資料と考え、右島

和夫氏からの資料提供を受け、本書に再録した (344

~350頁に掲載）。

「1953年報告」によれば、「中里塚古墳」という

／ 

名称は、当時の土地所有者 ・中里永三氏から採った

らしいことが読み取れる。また、調査は、墳丘調査

と石室調査の 2本立てで行われている。

墳丘調査については、前庭（「1953年報告」で

は 「中壇」と呼称）構造の解明に調査の主眼が置か

れている。なお、周堀の調査は行われていないよう

である。石室調査については、玄室・玄門・羨道・

羨門、各箇所の詳細な観察がなされ、玄室が凝灰岩

載石を載石切組積を用いていること、玄門には扉の

存在が推定できること、羨道は自然石乱石積を用い

ていること、羨門には笠石が存在する可能性がある

ことなどが述べられている。出土品としては、鉄製

品（刀、鍔、釘など）、骨、土師器は報告されている。

なお、「1999年調査」の報告に必要な事項につ

いては、その都度、「1953年報告」として併記する。

¥ l 

0 1. 80 2m 

※この図は，松本浩一氏論文「群馬県における横穴式石室の前庭について」 『古代学研究』80号 の挿図を再トレースしたものである。

図261 石室・前庭平面図（昭和 28年実測）
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2 調査前（図 262)

中里塚古墳は、群馬県おける数少ない「載石切組

積石室古墳」であるため、その存在は周知のもので

あった。だが、前回の調査から 50年近く経った今、

果たして、どの程度が残存しているのか？ 或いは

残存していないのか？様々な状況が憶測された。

本墳が存在する地点は、標高 140m付近、多田

山丘陵（標高 159m)の南東緩斜面である。既に、

事前の試掘において周堀の一部が確認され、墳丘直

径 30m程度の円墳の存在が判明していた。現表土

では、墳丘盛士を示す膨らみは、意識的に観察すれ

ば、わずかに確認できる程度であった。しかし、 一

方で、周辺には凝灰岩の切石や川原石が散在してい

たり、石室天井石が崩落してできたと思われる陥没

坑の存在が確認できた。そのため、埋葬施設に関し

ては、載石切組積石室であることが予想された。

なお、本墳は上毛古墳総覧赤堀村第 265号墳に

比定される。

ところで、古墳想定エリアの表土をきれいに露出

させると、凝灰岩切石を使った石碑が発見され、 「史

跡中里古墳昭二十九四」と刻されていた。こ

の碑文の「昭二十九 四」を 1954（昭和 29)年

4月と考えると、それは「1953年調査」の半年後

になる。「1953年報告」にはこの碑に関する記述

がないことも考え合わせると、この碑が 1954（昭

和 29)年 4月に建てられた可能性は高い。さらに

は、碑の周辺にはその養生のために多くの凝灰岩切

石が置かれており、これらも本来は石室石材である

ことは明らかであった。こうした状況から、本石室

は「1953年調査」以降、改変・改造を受けている

可能性が窺え、「1953年報告」の報告内容が一部

失われていることも懸念された。

※ 

本墳を「中里塚古墳」と特定するに際しては、松

村一昭氏・石川正之助氏（両氏とも 1953年調査参

加者）に、現地へ御足労を願い、このことを確認し

ていただいた。

14 中里塚古墳

FC-130 X=42,336 Y=-55,872 

図262 調査前現況地形図

写真 11 石室付近調査前現況（南東→）

写真 12 石碑になった凝灰岩石材（南→）

写真 13 石室天井石崩落状況（北西→）
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第3章 古墳の調査報告

3
 

墳丘と周堀

(1)墳丘（図 263)

盛土径 15.0m、側面盛土径 15.0m、墳丘長

23.0 m、側面墳丘長 25.0m、全長 26.0m、側面

全長35.0mを計る、円墳である。但し、円墳とはいっ

ても、円丘を認識できる範囲は、盛土部のみである。

盛土と墓壇の境界には葺石を施し、基壇面を含めた

範囲を視覚的には、墳丘と認識していたを思われる。

盛土は、表土掘削後の確認面において、基壇より

最高 0.8m程度の高さが残存していた。この確認面

では、石室の天井石は崩落し、玄室側壁の一部が露

出した状態だったので、本来はプラスl.Om以上の

盛土の存在が推定される。

外表施設としては葺石の存在が想定される。石室

の北西部で径 10~20cmの川原石が弧状に検出さ

れ、 これを葺石跡と考えた。「跡」

積が認められないからである。但し、その分布が推

定直径 15.1mの弧状を呈し、

することから、

これが盛土径と近似

これらの石材が葺石石材であること

はほぼ間違いない。

墳丘構造は残存状況から推定して、盛土部のみで

2段築成、地山碁壇面を含めれば、

ことが考えられる。

としたのは、石

3段築成という
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図 263 墳丘および周堀 平・断面図
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(2)周堀（図 263• 264) 

周堀は、遺構確認面において、基壇まわりの北側

において、断続的ながら、平面・勾玉形を呈する。

遺構確認面は一部でローム面にまで及び、 築造時の

地表面はこの確認面よりも高いレベルであったと思

われる。周堀北側（石室の北側）で検出された周堀

が途切れるのは、後世の築造時地表面の削平によっ

て底面の浅い部分が失われたものと考えられる。た

だ、石室の南側（前庭の南側）では、前庭石垣は根

石まで検出されているにも関わらず、周堀の痕跡が

全く確認できないということは、本来的にこの位置

には周堀掘削はなかったと考えられる。よって、平

14 中里塚古墳

面・勾玉形の周堀が本墳に付設する周堀と考える。

確認面での規模は、最広•最深部で上幅 5.0m 、

下幅1.7m、深さ 2.0m、最狭•最浅部で上幅1.2

m、下幅0.6m、深さ 0.2mをそれぞれ計る。また、

断面形状は椀形を呈する。周堀規模は一律ではない

が、南側が広く深く、北側が狭く浅い、といった傾

向をもっている。なお、 一部の周堀底面では張り床

と思われる硬化面が認められた（周堀断面 E-E'

の 1213~15層）。

覆土は、ローム混入暗褐色土や浅間C軽石 ・ニッ

岳パミスを含む黒色土が主体であり 、上層に浅間B

軽石の一次堆積層が存在する。

立

L=138.20 

E- ．旦

L~l38.20 

0 I: 50 Im 
I ,  1 

l 灰黄褐色土 表土

2 褐色土 As-Bを含む

3 褐色土砂質 As-Bを多く含む

4 As-B層

5 暗褐色土 ローム・ FA（または As-C)をわずかに含む

6 黒色土強い粘質 FA（または As-C)を含む遺物はここから出土

7 にぶい黄褐色土 ローム ・FA （または As-C)をわずかに含む

8 暗褐色土 ローム • FA （または As-C) を含む

9 褐灰色土 ロームを多く含む FA（または As-C)をわずかに含む

10 にぶい黄褐色土 ロームが主体

11 明黄褐色土 ロームが主体

12 黒褐色土粘質 ロームをわずかに含む

13 暗黄褐色土かたい ロームを含む暗色帯を多く含む

14 灰褐色土粘質フカフカ ロームわずかに含む

15 暗黄褐色士 かたい ロームわずかに含む 暗色帯を多く含む

図264 周堀断面図
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第3章古墳の調査報告

(3)周堀内における遺物出土状況（図 265)

墳丘東側の周堀内から土師器・甕 l（器ー 1)が

出土した。天地が逆になり、上半部はほぼ完存、下

半部は細片が同一地点に散らばる状態であった。出

土層位は中位の黒色土（断面C-C' の第6層）層

である。この層は周堀底面より 30~40cmの高さ、

かつ、浅間B軽石の一次堆積層より下層に存在する。

(f.i□ 
／
 

~------

F' .-

4 前庭

(1)概要（図 265)

前庭は、平面・台形を呈する。前庭残存長は 2.05

mである。各部位の計測値（全て下端部での値）は、

前垣幅 3.78m、西側前垣幅 1.40m、東側前垣幅

1.90 m、前垣残存高1.76m、西側翼垣残存長 2.40

m、東側翼垣残存長 1.50m、翼垣高 0.90mである。

前庭開口度は、西側開口度が 107゚ 、東側開口度

が94゚ である。 [1953年調査」では東前垣・翼垣

は調査対象外であったが、本調査ではその箇所につ

いても検出した。先端部の仕切石や床面の礫敷きも

検出されていない。全体的には、良好な残存とはい

えない状況にあった。

本調査時の覆土は「1953年調査」を経ているた

め、それ以降のものと考えられる。さらには、覆土

下には、切石の不自然な石積みが存在したが、その

平面プランは 「1953年報告」の実測図とは異なる

ことから、やはり、 1953年以降に改造を受けてい

9-9 

患ぞ忍
応、

X

※遺物図は S= 1 : 10 O 1: 100 3m 

FA」30 X=42,336 Y=-55,880 

F
 

゜
1: 80 2m 

図265 周堀内遺物出土平・断面図（左） ／石室および前庭 平面図（右）
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ると考えられた。

西翼垣のすぐ西側に近世炭窯が存在し、その焼土

は前庭内部にまで散らばっていた。「1953年報告」

での“西南隅近くに焼土”とは、この炭窯焼土のこ

とと考えられる。

(2)前庭における遺物出土状況（図 266)

床面は黒色土層によって形成されていたと考えら

れるが、遺物は、平面的には石室入口から南へ1.0

~6.0mの範囲、層位的には床直上や床上 5cm以

内の範囲で土器片が出土した。

14 中里塚古墳

遺物の多くは土師器・坪と認識できる破片であっ

た。但し、これらの多くは細片（図 266の●）であり、

破片接合は入念に行ったが、 3点の坪（器ー 3~5)

以外はほとんど個体認識できない状態であった。ま

た、須恵器・ 長頚？壺片（器ー6) も出土した。

なお、 「1953年調査」 においても、土師器・坪（器

-7)が出土している。その出土位置 ・層位につい

ては 「1953年報告」によれば、出土位置は“羨門

前方中壇部”であり、出土層位は“下の黒色土（＝

床面土層）”である。

． ． 
洟
器ー7

（器ー7の出土位置は

“羨門前方中壇部”)

丈迫ジ
器ー3
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図266 前庭遺物出土状況平面図
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(3)前庭の石積壁（図 267)

石積みの残存状況は全体としてはやや不良であ

る。特に西側石垣については、その崩壊状況は甚だ

しく、状況は悪い。だが、「1953年調査」時に未

調査であった、東側石垣については、立面的構造を

把握することが可能な程度に残存している。

石材の大きさや積み方は、前垣と翼垣では若干異

なるほか、東 ・西石垣でも異なる。石材の大きさに

ついては、東 ・西石垣で様相が異なる。東石垣では

一辺 15~40cm程度の石材を用いているのに対し、

西石垣では翼垣では一辺 5~25cm程度の、比較

的小振りの石を用いている。また、積み方について

は、前垣と翼垣で様相が異なる。前垣では下部に凝

灰岩の壊石を、上部に川原石を、それぞれ主体的に

用いているのに対し、翼垣では川原石のみを用いて

いるのである。さらには、東翼垣では基底石にやや

大振りの石を用いるのに対し、西翼垣ではその状況

が認めづらい。だが、共通点としては、積み方B.

Cを多用していることが挙げら、残存状況が良い、

東石垣で見る限りは、 5段以上の石積みが認められ

る。石積みの高さについても、東石垣で見る限りは、

は、前垣の残存高は約 0.85mである。翼垣の残存

高は前垣との接点が最高であり、約 0.70mを測る。

だが、この接点を最高点とし、南に向かうに従い、

高さを減じていく状況にある。

石材の加工については、前垣の羨門に隣接する石

材に限って、前庭の内面に向

けられた石面をノミ等で平滑

に加工している。それ以外は、

仕上げ加工の痕跡は認められ

ない。

前庭領域を規定する、前庭

南側の石列は全く確認できな

かった。

／
 

尋。
幸

炉

‘
X

゜
1 : 50 2m 

- L.=138.40 

図267 前庭展開図
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石室

(1)概要

(2)羨道部の閉塞状況

「1953年報告」によれば、 その時点で既に閉塞

石の大半は失われていたということである。だが、

石室は両袖型横穴式石室であり、玄室は凝灰岩の

切石を主体的に用いた 「載石切組積」、羨道は輝石

安山岩の壊石主体的に用いた「自然石乱石積」を採

用する、折衷型の石室である。

石室全長は 5.90m、玄室長は主軸位置で 3.05

m、玄室幅は中央位置で 1.58mである。羨道長は

主軸位置で 2.85m、羨道幅は中央付近で推定 0.86

mである。玄室壁の最高残存高は1.08m、羨道天

井高は1.00mである（詳細計測値は後述）。

石室の残存状況としては、やや良好という程度

である。「1953年調査」時には存在した奥壁や玄

室天井石などが失われており、玄室が著しく原形を

失っている。羨道は、天井石が一部失われているも

ののほぼ完存に近い状況にある。

ー`＇：‘ヽ,-----------------------------_,,_ -----,:' 
i : 
：令-------------, ! 
1X‘令f } : {‘= 

＼ ： 鉄釘密集エリア ： ！ 
¥ ; I : 
可 l i : 

: I I : 
9 l : 

! ,------------_J : 

i '  
i'  

/ ¥-

バ

人骨片出土エリア

／ー／

I ヽ

l¥: 

：◇この図は、 「1953年報告」の記述に碁づき、：

i 遺物の出士位置を復元したものである。 ： 
---------------------------------------------------

0 I: 40 Im 
1 ,  1 

EV-128 X=42,328 Y=-55,896 

c 
鉄ー75

※遺物図は
S =I: 10 

羨門位置には “長さ 40cmほどの石”が、 さらに
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足

！

氏

羨道内部には“羨道巾一杯に 4個の石”がそれぞれ

置かれ、その間に“雑然と置かれた礫石”が存在す

るということから、所謂「間詰め」であることが推

測できる。また、羨道の閉塞が前庭まで連続し、羨

門から南に1.0m付近まで、閉塞が連続していたと

いうことである。

なお、玄門位置には観音開きの扉の存在が考えら

れる（詳細は後述）。

(3)石室内における遺物出土状況（図 268)

遺物の出土は、「1953年調査」時のみである。

羨道からは何も出土していない。

玄室からは、直刀（鉄ー 76)、鍔（鉄ー 75)、鉄

釘（鉄一 l~74)および人骨片が出土した。直刀

は玄室中央の東壁際から切先を南、刃部を東に向け

て出土した。鍔は西玄門際から出土し、周辺からは

人骨片も出土した。鉄釘は玄室全体からの出土だが、

奥壁寄りの床面では出土の集中が認められた。

なお、玄室内部は「1953年調査」時には既に撹

乱を受けていた。

(4)石室床面（図 269)

石室は撹乱を受けており、床石は玄室南半および

羨道中央付近で抜き取られていた。

残存する箇所で見る限り、玄室・羨道とも、舗石

は存在せず、直に円礫を敷設している。その礫の大

きさは、羨道では 5~25cm程のもの、玄室では

3~18cm程のものをそれぞれ用いており、玄室

の床面の方が、小礫で蜜に敷設されているという状

況が窺える。

羨門位置の床面には仕切り石は検出されなかっ

た。また、玄門位置の床面には凝灰岩切石の仕切り

石が 3石、梱石として敷設してあった（詳細は後述）。

玄室内の間仕切り石は、抜き取られた痕跡も見受

けられず、もともと存在しなかったと考えられる。

図 268 石室内遺物出土状況 復元平面図
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(5)石室玄門（図 270)

玄門は、天井石も含めてほぼ完存し、観音開き扉

の存在を示唆する構造を呈する。無論、構築後、現

在までの間にズレが生じていることは考慮すべきだ

が、以下に示すように各部位間の整合性が高いこと

から、それは僅かなものと思われる。

玄門の内法規模は天井巾 0.70m、床巾 0.78m、

高さ 0.80mを測る。台形状の額縁をもち、その傾

きは天井に向かい、 1゚ 内斜する。床には凝灰岩切

石が 3石あり、それを並べて梱石を造っている。柄

孔は 3石のうちの東西の石に存在する。2つの孔の

距離は 0.72mである。また、天井には凝灰岩切石

が一石高架し、笠石を造っている。柄孔はこの石の

14 中里塚古墳

内面に存在し、 2つの孔の距離は 0.66mである。

これら 4つの孔は、何れも直径 5.0cm、深さ 3.0cm

であり、内面は擦れてやや丸味を帯びている。玄門

柱は東西とも凝灰岩切石 l石で造られている。

玄門を構成する上下左右 4辺の石材には、何れも

2~4cm程内側にせりでた箇所がある。この箇所

は4辺とも位置が合致し、柄孔のすぐ北側に存在す

る。この状況は、玄門を羨道側から見通すと、ちょ

うど、玄門の内法より一回り小さい額縁が存在する

ように見える。

以上のことと、加えて 「1953年報告」での指摘

を考え合わせると、この玄門構造が観音開き扉の受

けの役割を持つものであることが推測される。

I ↑奥壁

□□ 
[――` ーーしj-’’

I ↓羨1'り

［玄門笠石内面図（見上げて実測） ］ 

［玄門見通し図（羨道→） ］ 
※柄孔を表現するため、一部実測線を削除

J ， 

J
-

J' 

図270 玄門 平・断面図および展開図 ゜
1: 40 lm 

~L=I38.80 
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(6)石室の平面および立面の状況（図 271)

本石室は石室長が 5.90mの両袖型石室であり、

玄室は凝灰岩の切石を主体的に用いた所謂「載石切

組積」、羨道は輝石安山岩の壊石主体的に用いた「自

然石乱石積」を採用する、折衷型の石室である。

平面 ・立面の詳細状況は次の通りである。なお、各

計測値は、全て根石検出時に行ったものである。

石室開口方向 S -43° -E である。

平面規模 細部規模は次の通りである。なお、玄

室の計測値は「1953年調査」図面と、「1999年調

査」図面の合成図（図 271)より計測した。

玄室長は主軸位置で 3.05m、西側壁際位置で推

定 3.10m、東側壁際位置で 3.02mである。玄室

幅は奥壁付近で推定 1.70m、中央位置で推定1.58

m、袖付近で 1.42mである。羨道長は主軸位置で

2.85 m、西側壁際位置で 2.86m、東側壁際位置で

2.85 mである。羨道幅は玄門付近で推定 0.90m、

中央付近で推定 0.86m、羨門付近で 0.86mである。

平面形状 玄室は奥壁側が開き気味の矩形を呈す

る。羨道は矩形を呈する。

立面規模 玄室の計測値は、天井石が残存してい

なかったため、残存最高値である。

玄室高は、奥壁位置で1.70m(「1953年報告」

に拠る）、西側壁で1.08m、東側壁で 0.95mである。

玄門高は 0.97mである。羨道高は、 l.OOmである。

羨門高は西羨門でl.OOm、東羨門で 0.96である。

上記の数値から推測される石室の立面規模は、玄

室高が 1.70+am（推定 2.00m前後）、羨道高が

l.OOmである。

立面形状 玄室側壁の残存部はやや転びをもつ。

その状況は羨門と東側壁の接点で確認できる。但し、

「1953年報告」でも指摘のように、全体的に崩壊

が激しいため、「転び」と断言はできない。「折り上

げ」の可能性もある。また、主軸方向の立面形状は、

所謂「段構造」を呈すると思われる。

壁面の構成 玄室奥壁は「1999年調査」では失

われていたが、「1953年報告」によれば、“大石二石、

中石二石。小石数石より成り、中央に大石二石を縦

320 

長に合わせ立て、その上端の傾斜を左右からたどっ

て、剣先型になるように、突端に三角形の小石をの

せ、その上に各々方形の石を左右から合わせのせて、

大体の形をつくり、左右壁、天井石との間に小石を

つめたものである”ということである。玄室側壁に

は、 一辺が 25~50cmの凝灰岩切石が用いられて

いる。石積みは最高で 4段が確認できる。切組手法

は、残存部のみだが、西側壁で 4箇所、東側壁で

8箇所、用いられている。積み方B・Cが多用され

ている。玄門は、凝灰岩輝石の切石で構成されてい

る（詳細は前述）。

羨道側壁には、一辺が 10~90cm程の輝石安山

岩の割り石を主体的に用い、ほぼ全面を構成してい

る。石積みは 4段が確認でき、これでほぼ天井の高

さに至る。積み方Bが多用されている。羨門は凝灰

岩の切石 1石づつで構成されている。

天井石は、「1953年報告」では、玄室が 4石構

成であり、奥 l石が輝石安山岩、他は凝灰岩であっ

たとしている。また玄門 ・羨門部の天井も凝灰岩だ

が、羨道部の天井は輝石安山岩である。

壁面構成の特徴としては、「載石切組積」と「自

然石乱石積」の折衷構造であることが挙げられる。

また、希少な奥壁構造、玄室側壁での小振りな切石

の多用、玄門の扉構造、なども挙げられる。

石材の種類 329頁に詳述。

石材の加工 石材の仕上げ加工は、全ての切石に

施されていた。そして、その加工痕は、（ A)幅 l

~4cmの幅で深さ 0.3cm以下のもの、（ B)幅 1

~2cm程度で深さ 0.5cm以上のものに分けられる。

この 2種については、玄室には（A）、羨門には (B)

をそれぞれ主体的に施す傾向があった。なお、切石

の最終仕上げ加工は組み上げた後に行われており、

隣接石材に連続する一つのエ具痕の存在がそれを証

明している。なお、各石材面とも平滑な「仕上げ」

はなされているが、「水磨き」は確認されなかった。

朱線・漆喰の有無 ともに認められなかった。
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解体調査

(1)解体の順序

本墳の場合、断面K-K'、

0段階）。

L-L' 

東端部を覆うように石積みされている

の観察と前

垣と羨門との石積みの関係性から構築順序は「石

室・墳丘→前庭」ということが判明した。よって、

解体調査はその逆順に行うこととし、「前庭→石室・

墳丘」の順で実施することとした。

(2)前庭の解体（図 272)

残存状況の良い東石垣においては、翼垣が前垣の

（図 272-

したがって、まず、前庭の解体は、翼垣

の解体から行った。翼垣を解体すると、前垣の全

体が露出した（図 272-1段階）。

垣と翼垣の構築が独立していたことが判る。なお、

残存状況の悪い西石垣ではこうした状況は観察で

きなかったが、本来的には、同様の状況を呈してい

たと考えられる。

次に、前垣を解体すると、前庭の掘り方が検出

された（図 272-2段階）。断面K-K'や L-L'

を観察する限りでは、

このことから前

この掘り方は墳丘盛土を斜

位に断ち切っている。よって、前庭掘り方は 40~

80゚ の斜度をつけて、平面台形状に墳丘盛土をけ

ずり取り、形作っていることが理解できる。

上． . ¥― 

K K' . .  

L~l38.50 
L~l38.80 

0 1: 60 lm 
l,  1 

1

2
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4
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褐色土墳丘盛土崩落土

暗褐色土 ロームを多く含む

黄褐色土 ロームが多い粘質黒色土プロックも含む

墳丘盛土

黒色土 しまり強い ロームを含む
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x(0段階）解体前段階
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X
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図 272 前庭 解体図
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(3)墳丘・石室の解体（図 273~277)

墳丘 ・石室の解体に際しては、石室の主軸方向

に5箇所 (0-0'~S-s')、石室主軸の直交

方向に 4箇所 (R-R'~u-u')の断割を入れ、

断面観察を行った。

その結果、墳丘と石室の構築とは連動して行わ

れていることが判明した。盛土の各層は石室構築

に合わせて盛られており、石材を積む毎に盛土を

平行して行っていたものと考えられる。

土の種類 「黒色土」「にぶい黄褐色土」「黄橙色

色土」に分離でき、それぞれは土質の硬軟によっ

て分離できることから、 6つの土層にわけること

ができる。加えて限定的に暗色帯土が用いられる。

これらの盛土は，いずれも、地山に存在するもの

であり、よって、周堀の掘削土を用いたと思われる。

最も多い使用土は「にぶい黄褐色土」である。

盛土の単位 一単位の層厚は 2~30cmと、様々

である。相対的には、盛土上位は一単位が 10cm

以下の層が多く、盛土下位は一単位が 20cm以上

の層が多い。

14 中里塚古墳

盛土の質 硬質系土は盛土下位を除き、中・上位

に多用されている。盛土下位には軟質土が主体的に

用いられている。

盛土の順序 断割Q-Q'の観察から、最初の盛

土は奥壁位置から行わていることがわかる。しかし、

断割P-P'~S-s'の観察からは、 天井までの

高さの盛士は「羨道→玄室」の順で完成しているこ

とがわかる。盛土面は掘り方底面から1.70~2.00

m程の高さ（＝石室天井の高さ）で、水平になって

いることから、この段階（＝石室高架完了段階）が

盛土行為の大きな節目と推測される。なお、断割〇

-O'~S-s'において、 石室天井とほぼ同一

レベルで、暗色帯土の層が認められる。その範囲は、

石室天井の範囲と重複していることから、天井を被

覆するために用いられた土と考えられる。

裏込石の有無 明確な裏込め石は認められない。

石材チップの有無 盛土中下位（～天井石高）か

ら輝石安山岩と凝灰岩のの細屑が薄い層をなして多

量に検出された。盛土上位からはあまり検出されな

かった。
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図273 墳丘断ち割リポイント位置図
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はAs-C)を含む As-C)・ロームを含む

にぶい黄褐色士 塁塁屡員にぶい黄橙色土

やわらかいロームブロック ・ 極めてかたい暗色帯が主体

FA（または As-C)含む ロームブロックを多く含む
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やわらかいロームが主体黒 かたい暗色帯を含む

色士をブロック状に含む ハードロームを含む

■■暗色帯土
極めてかたい

乙 撹乱士
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(4)石室石材（図 278~281・表 36• 37) 

石室の解体に際して、石室を構成する各石材につ

いて観察を加え、その特徴の抽出を試みた。その特

徴は次の通りである。

主体をな し、輝石安山岩は加えて俵形も目立つ。

石材加工 全ての凝灰岩は切石であるが、加工具

石材種類 輝石安山岩と凝灰岩を用いる。

凝灰岩の重量は2.2~482.0kgを測

るが、 100kg以上の重量のものは 5石である。多

用されている重量は20~40kg程度のものである。

なお、本石室周辺に転がる凝灰岩には 300kg以上

石材規模

のものが 4石ある。天井石と思われる。

一方、輝石安山岩の重量は 0.4~162.0kgを測

るが、 100kg以上の重量のものは 3石である。多

用される重量は 10~40kg程度のものである。

凝灰岩はキャラメル形とサイコロ形が石材形状
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合は異なる。凝灰岩の露出面は加工痕A・B、側面

は加工痕C、背面は加工Cまたは粗割のみである。

輝石安山岩には切石はなく、盤状工具を用いての加

工は認められない。

石材の諸属性と積み方の関係 玄門・羨門は、

100kg以上の凝灰岩切石を用い、積み方 Cを採用

している。玄室側壁は、 20~40kgの凝灰岩切石

を用い、積み方B・Cを多用している。切石は所謂

「間知積」だが背面の加工は雑である。羨道側壁は

10~40kgの輝石安山岩の割石を用い、 積み方A.

Bを多用している。また、天井石には 100kg以上

の凝灰岩・輝石安山岩を用いていたと推測される。

加工痕 A (S = 1 : 4) 

加工痕 B(S = 1 : 4) 

図 278

一唸；卜し．

加工痕 C (S = 1 : 4) 

石室石材番号図（左） ／加工痕A~C （右）
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表36 石室石材観察表（1)

番号 石質 位四
重紺 縦長横長奥行

加工痕 栢み方
切組

備考
(kg) (cm) 有無 内容

I 凝灰岩 羨道門柱西 132 0 112 30 32 B C X 直方体。側面4面を加工。

2 凝灰岩 羨道門柱東 132 0 115 30 30 B C X 直方体。側面4面を加工。

3 凝灰岩 玄室門柱西 201 0 120 38 44 B C ◎ 
玄門位闘にタテ l。玄室側壁設置点に4。梱石差し込みに 1。
ほ1ま直方体。完成時にみえない器分は加工が粗い。

4 凝灰岩 玄室門柱東 155 0 115 34 26 B C ◎ 
玄門位慨にタテ l。玄室側壁設竹点に3。ほぼ直

方体。完成時にみえない部分は加工が粗い。

5 凝灰岩 玄門笠石 297 0 50 115 58 A D ◎ 玄門位四にヨコ］。扉穴2つあり 。

6 凝灰岩 玄室西側壁 21 9 31 31 19 A D X ほぼ直方体。背面は粗ケズリ 。

7 凝灰岩 玄室西側壁 35 4 44 25 22 A D X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

8 凝灰岩 玄室西側壁 43 4 28 55 30 AB C 

゜
右上に 1。背面は壊石状態， 凝灰岩 玄室西側壁 36 I 27 50 25 AB C 

゜
右上に 1。背面は壊石状態。ほぼ直方体。

10 凝灰岩 玄室西側壁 38 2 18 51 33 A B X ほぼ直方体。背面は粗ケズ リ。

11 凝灰岩 玄室西側壁 25 3 20 31 34 A D X ほぼ直方体。背面は粗ケズ リ。

12 凝灰岩 玄室西側壁 2 2 24 8 13 A A X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

13 凝灰岩 玄室西側壁 16 3 17 30 19 A D X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

14 凝灰岩 玄室西側壁 26 2 23 37 27 A D 

゜
左上に 1。背面は壊石状態。ほぽ直方体。

15 凝灰岩 玄室西側壁 20 0 17 31 24 A B X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

16 凝灰岩 玄室西側壁 38 7 41 27 18 B C 

゜
右上に］。背面は壊石状態。ほぼ直方体。

17 凝灰岩 玄室西側壁 27 9 26 40 I 7 B C X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

18 凝灰岩 玄室束側壁 36 5 34 41 24 A C 

゜
左上に 1。背面は壊石状態。ほぼ直方体。

19 凝灰岩 玄室東側壁 25 6 27 41 28 A B 

゜
左上に 1。背面は壊石状態

20 凝灰岩 玄室東側壁 13 2 21 27 26 A D X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

21 凝灰岩 玄室束側壁 30 6 25 36 31 A D 

゜
右上に 1。左上に 1。背面は懐石状態。ほば直方体。

22 凝灰岩 玄室東側壁 31 4 17 45 37 A B X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

23 凝灰岩 玄室東側壁 76.9 40 61 32 B D 

゜
石上に］。左上に 1。背面は懐石状態。ほば直方体。

24 凝灰岩 玄室東側壁 42 7 27 44 38 B D 

゜
左上に 1。背面は壊石状態。ほぽ直方体。

25 凝灰岩 玄室東側壁 51 6 32 53 26 B D 

゜
右上に 1。背面は壊石状態。ほぽ直方体。

26 凝灰岩 梱石東 14 2 30 32 19 A B 

゜
ほぞ穴あり。門柱への切りくみ ］。背面lifflケズリ。

27 凝灰岩 梱石西 10 3 20 46 13 AB B 

゜
はぞ穴あり 。門柱への差し込み突起あり。背面は粗ケズリ 。

28 凝灰岩 不明 121 0 50 85 23 A 

゜
右上に 1。左上に 1。背面は壊石状態。ほば直方体。

29 凝灰岩 不明 102 0 55 80 4 A 

゜
左上に 1。背面は壊石状態。ほぼ直方体。

30 凝灰岩 転石 55 0 34 44 32 B X ほぼ直方体。背面は粗ケズリ 。

31 凝灰岩 転石 66 0 38 57 23 A X ほぼ直方体。背面は粗ケズリ 。

32 凝灰岩 転石 63.0 26 62 30 B X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

33 凝灰岩 転石 67 0 42 40 39 B 

゜
右上に 1。背面は粗ケズリで、亀の甲羅状。

34 凝灰岩 天井石？転石 407 0 146 7 l 38 AB X 背面は粗ケズリで、組の甲羅状。一部欠損。

35 凝灰岩 天井石？転石 482 0 134 84 40 AB X 背面は粗ケズリで、 [Uの甲羅状。一部欠損。

36 凝灰岩 転石 308 0 68 73 50 B X ほぽ直方体。背面は粗ケズ リ。

37 凝灰岩 天井石？転石 366 0 150 63 40 A X ほば直方体。背面は粗ケズリ 。中里古填の刻字。一部欠損。

38 凝灰岩 転石 22 5 30 38 21 A 

゜
右上に］。左上に］。背面は懐石状態。ほば直方体。

39 凝灰岩 転石 26.5 34 38 18 A X ほぼ直方体。背面は粗ケズ リ。

40 凝灰岩 転石 40 6 25 50 30 A 

゜
左上に 1。背面は壊石状態。ほぽ直方体。

41 凝灰岩 転石 34 7 22 43 30 B X ほぽ直方体。背面は租ケズリ 。

42 凝灰岩 転石 39 9 24 28 38 B X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

43 凝灰岩 転石 41 9 21 46 40 AB 

゜
左上に 1。背面は壊石状態。ほぼ直方体。

44 凝灰岩 転石 23 7 20 30 34 B X ほぽ直方体。背面は粗ケズリ 。

45 凝灰岩 転石 33 0 27 41 23 AB 

゜
右上に］。左上に］。背面は嬢石状態。ほば直方体。

46 凝灰岩 転石 21 2 30 45 14 A 

゜
右上に］。左上に］。背面は懐石状態。ほぼ直方体。

47 凝灰岩 転石 30 0 30 50 16 B X ほぼ直方体。背面は粗ケズ リ。

48 凝灰岩 転石 25 I 28 35 25 B X 背面は甲良状。背面は粗ケズリ 。

49 安山岩 玄室天井石 ・転石 1,206 0 185 115 45 X 

50 安山岩 羨道天井 317 0 118 80 15 B X 

51 安山岩 羨門笠石 ・転落石 136.0 120 36 36 X ほぽ直方体。加工すみ。
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表37 石室石材観察表 (2)

重址 長軸 短軸 厚み 重量 長軸 短軸 厚み
番号 梢み方 石質 備考 番号 梢み方 石質 備考

(kg) (cm) (kg) (cm) 

52 12 2 46 23 14 B 安山岩 玄室左側壁 98 12 3 40 20 14 A 安山岩 右羨側

53 12 7 27 18 19 B 凝灰岩 玄室左側壁 99 25 0 35 22 15 A 凝灰岩 右羨側

54 12.1 37 20 14 B 安山岩 玄室左側壁 100 25 I 41 25 23 A 凝灰岩 羨道右側壁

55 10 0 36 23 13 B 安山岩 玄室左側壁 IOI 23 0 33 29 22 A 安山岩 右羨側

56 69 21 20 ， B 凝灰岩 玄室左側壁 102 11.8 27 28 14 B 凝灰岩 羨道右側壁

57 12 3 38 30 II B 凝灰岩 玄室左側壁 103 44 0 64 28 24 B 安山岩 石羨道側壁

58 11 0 38 23 13 B 安山岩 玄室左側壁 104 101 0 77 52 20 B 安山岩 右羨道側壁

59 14 6 36 26 II B 安山岩 玄室左側壁 105 19 4 39 24 13 B 安山岩 羨道右側

60 26 8 47 31 14 B 安山岩 玄室左側壁 106 4 0 23 16 16 B 安山岩 右羨側

6 l 10 4 28 19 22 B 安山岩 羨道左側壁 107 49 0 42 23 24 D 安山岩 右側

62 26, 0 42 29 26 B 安山岩 右羨側 108 78 0 65 39 20 B 安山岩 右羨道

63 25 8 36 32 15 B 安山岩 左羨道 109 26 2 41 26 23 B 凝灰岩 羨道右側壁

64 128.0 57 50 28 B 安山岩 左羨道側壁 110 25 3 46 23 22 A 凝灰岩 右羨側

65 62 0 60 44 34 D 安山岩 左羨道側壁 111 51 0 48 24 25 D 安山岩 右羨道

66 II 9 27 18 20 D 安山岩 羨道右側 l l 2 73 I 62 48 23 D 凝灰岩 右羨道

67 34 0 25 25 19 B 安山岩 羨道左側壁 113 21 7 44 25 16 A 凝灰岩 右羨道

68 89 32 20 14 A 安山岩 右羨側 114 20 6 41 26 18 B 凝灰岩 羨道右側壁

69 51 0 51 33 24 D 凝灰岩 羨道左側壁 115 24 0 42 31 11 A 凝灰岩 右羨側

70 93 1 70 40 24 B 安山岩 羨道左側壁 116 35 0 48 35 13 A 凝灰岩 右羨側

71 5 5 25 14 II B 凝灰岩 羨道右側 117 8, 5 34 25 16 A 凝灰岩 右羨道

72 56 22 20 10 D 安山岩 羨道左側壁 118 29 I 44 30 32 D 凝灰岩 羨道右側壁

73 88 6 54 37 33 A 安山岩 羨逍左側壁 119 41 7 41 60 13 B 安山岩 羨道右側壁

74 I 9 23 15 5 A 安山岩 羨道左側壁 120 16 7 40 25 16 A 凝灰岩 羨道右側壁

75 37, O 48 33 18 B 安山岩 羨道左側壁 121 47 0 53 33 22 B 安山岩 羨道右側壁

76 277 56 26 15 B 安山岩 羨道左側壁 122 42 0 57 42 18 B 安山岩 右羨道

77 67 0 53 46 28 D 安山岩 羨道左側壁 l 23 17 0 40 25 17 A 安山岩 右羨側

78 16 0 42 22 15 A 安山岩 羨道左側壁 124 22 6 36 28 22 B 安山岩 羨道右側壁

79 11 12 12 6 B 安山岩 羨道左側壁 125 12 8 28 29 ， A 安山岩 右羨側

80 162 0 84 44 35 B 凝灰岩 羨道左側壁 126 30 8 42 28 27 B 安山岩 羨道右側壁

81 85 0 74 32 37 D 安山岩 羨道左側壁 l27 48 0 45 31 22 B 安山岩 右羨道

82 41 0 46 40 22 B 安山岩 羨道左側壁 [28 22.2 43 27 22 B 安山岩 右羨道

83 43 0 48 25 29 B 凝灰岩 羨道左側壁 129 24 4 47 25 28 D 安山岩 羨道右側壁

84 3 5 21 16 8 D 安山岩 羨道左側壁 130 13 5 28 31 19 A 安山岩 羨道石側壁

85 23 I 24 22 22 D 安山岩 羨追左側壁 131 I I 5 31 32 16 A 安山岩 羨道右側壁

86 44 22 14 18 B 安山岩 羨道左側壁 132 09 13 8 ， A 安山岩 右羨道

87 32 0 51 32 15 A 安山岩 羨逍左側壁 133 I 5 16 12 7 A 安山岩 石羨道

88 19 l 34 20 23 B 安山岩 羨道右側壁 134 0 7 ， 16 ， A 凝灰岩 右羨遥

89 18 0 45 30 16 A 安山岩 羨道左側壁 135 04 II 15 2 B 凝灰岩 右羨道

90 45 22 12 12 A 安山岩 羨道左側壁 136 I 2 II ， 10 ？ 凝灰岩 右羨道

91 22 4 36 33 16 B 凝灰岩 玄室右側壁 137 6.3 25 21 13 B 凝灰岩 玄室

92 10 8 36 22 8 B 凝灰岩 玄室右側壁 138 55 24 17 12 B 凝灰岩 玄室

93 l ] 4 38 21 11 B 凝灰岩 玄室右側壁 139 38 19 19 ， B 凝灰岩 玄室

94 22 2 40 33 13 B 安山岩 玄室右側壁 140 13 16 II 5 B 凝灰岩 玄室

95 21.1 36 32 19 B 安山岩 玄室右側壁 141 13 8 42 22 12 ？ 凝灰岩 右羨側

96 18 2 47 27 14 B 安山岩 玄室右側壁 142 12 3 43 22 11 B 凝灰岩 右羨側

97 21 0 31 27 18 B 安山岩 玄室右側壁 143 3 2 25 17 13 A 凝灰岩 右羨道
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(5)石室根石（図 282)

石室の根石は、すべての石材が、石室掘り方面に

直置きされていた。

本墳の根石は玄室と羨道では、そのあり方が異な

る。玄室の場合は、この根石は完成時（床石敷設時）

には完全に隠れてしまうように、厚さ 10cm程度

の板状のものを使用している。一方で、 羨道の場合

は、 完成時に隠す意図は見えず、 石材の厚みも均質

でない。但し、両者には共通して、石材設置に際し

ては、各石材の直線的な辺を石室内面に向けるよう

にする意図がうかがえる。
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14 中里塚古墳

玄室 ・羨道ともに、切石は一石も認められなかっ

た。さらには、玄室のそれには、所謂 「沓石」と呼

ばれる加工石は明確なものは存在しなかった。だが、

機能的には 「沓石」的な効果を狙ったと考えられる。

なお、玄室西側壁の根石 2つ（石ー94• 95)には、

その傾向が認められる加工が施されていた。

石材を置く順番は、石材の重なり具合から、 「玄門・

羨門→玄室及び羨道の側壁」 とが考えられる。

石質には輝石安山岩と凝灰岩の両方があり、前者

は羨道に、後者は玄室に多く使用される傾向が認め

られるが、その使い分けは厳密ではない。

計
O
N

"6
8
1
=
1
 

x-
凶

L~137.60 

゜
1 : 100 3m 

゜
1 : 20 50cm 

EV-129 X=42.332 Y=-55.896 

図282 石室根石平・断面図
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(7)石室掘リ方（図 283)

掘り方は、平面形はやや不整であるが、全体とし

ては隅丸の矩形を呈する。また、その規模は、南北

長約 10.8m、東西長 5.5m、地山面からの深さは

最深 l.0mの規模を持つ。

掘り方の北 ・西・東の立ち上がりは明確であるが、

南の立ち上がりについては不明瞭である。東西の立

ち上がりラインを見る限りでは、石室位置から前庭

位置までわずかなくびれはあるものの、ほぼ直線的

であることから、この掘り方は一連の造作と考えら

れる。

なお、底面は凹凸があるが、鋤先痕と思われるエ

具痕は検出できなかった。

／
 

図
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(7)墳丘盛土下地山面（図 284)

墳丘盛土を除去すると、地山面が検出された。そ

の検出範囲は南北約 12.0m、東西約 15.5mの範

囲である。石室掘り方は、この地表面検出範囲のほ

ぼ中央に位置する。

地山面には、石室掘り方の周辺に巾1.5m程度の

浅い窪みをもつが、それ以外は、明らかな人為的痕

跡は認められない。また、規則的な等高線が認めら

れることから、この地山面は、大半が旧地表である

と考えられる。

この地山面上からは土師器 ・甕（器ー2)が出土

した。出土位置は、石室掘り方から南西に 4.0mほ

どの場所である。その分布は直径約 2.5mの範囲に

認められた。出土層位は、 地山面直上のものと、そ

こから 5cmほど浮いた位置のものとがある。但し、

共通することは、これらの破片は全て墳丘盛土中、

乃至、盛土下の旧地表面に存在するといういうこと

である。出土時は、器形は、全く留めておらず、細

片となっていた。その状況は、土圧等によって自然

に破砕したというものではなく、人為的に破砕され

たと想像できる状態であった。

この土師器 ・甕については、出土層位や、出土状

態を考え合わせると、墳丘盛土構築以前、または構

築中に、人為的に破砕され、この場に置かれた（廃

棄された）ものと考えることができる。つまり、古

墳の築造時期に行われた行為の結果として、この破

片が存在するわけであり、そのことは、この甕が本

古墳の築造年代を知る上では、極めて重要な資料で

あるといえる。

0 1 : 100 3m 

’ ’’ ’ EV・ I 29 X=42,332 Y=,55,896 

図283 石室掘り方平面図
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7 出土遺物

(1)土器（図 285・表 38)

土師器・長胴甕（器ー 1)は器高 33.2cmを測る、

縦方向のヘラケズリ、内面は斜縦位のヘラナデ ・底

部はケズリだし平底甕である。

土師器・甕（器ー 2)は、器残存高 27.0cmを測る、

上半やや中位に最大径をもつ球胴甕である。底部は

欠損しているが、平底と思われる。体部は外面では

頸部付近を除くほぼ全面に斜横位ケズリ、内面では

斜位のヘラケズリ後ナデ調整を施している。なお、

書
器一l

三 J

本資料は接合できなかった細片が存在する

土師器 ・坪（器ー 3~5• 7)は口径 10.9~

12.5cm（復元値を含む）を測る、丸底坪である。

体部外面は手持ちヘラケズリ、内面はナデ後、ユビ

押さえを施す。

須恵器 ・瓶（器ー 6)は外面に 2条沈線が巡る、

体部破片である。小片ながら、 長頚壺の可能性が考

えられる。

｀ 
ミ芝／／

口＾
¥― 
¥~  

＼ 

ロ
器ー2

｀ 丁
器ー3 器ー4

疇
器ー5 器ー 7

器ー6

゜
1:4 15cm 

図 285 土器
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表38 土器観察表

遺物 出土
器種

法貸(cm)
形態及び成整形の特徴 色調 焼成 胎 土 備考

番号 位慨 ロ・底 • 高

土師器 21 8/4 7/3 
形態．単口縁・長胴•平底成整形．口縁横ナデ ・ 頸部外面に

にぶい
砂礫を含む赤褐 底部外面

I 周堀 は部分的に一条の沈線が施される・体部外面は縦方向のヘラ 良好 色の斑点状鉱 に小さな
甕 3 2 

ケズリ、内面は斜縦位のヘラナデ・底部はケズリだし
橙色

物？を含む 黒斑あり

形態単口緑 ・上半やや中位に最大径をもつ球胴 ・底部は不

墳丘盛 土師器 20 0/-
明だが、平底を推定成製形口緑は内外面とも横ナデ頸部外

にぶい
未接合の

2 
土下 甕 /270 

面には、体部ケズリ後、巾5mmの沈線をめぐらす。体部は外
橙色

良好 砂礫を含む 細片が多
面では頸部付近を除くほぼ全面に斜横位ケズリ、内面では斜 数あり
位のヘラケズリ後ナデ。

形態：口緑は短く、内湾気味に立ち上がる。端部は丸く収め

3 前庭
土師器 10 9/x る。体部は浅い。丸底（推定）。成整形 口緑横ナデ。体部 にぶい

良好
きめ細かい砂礫

坪 /3.1 は手持ちヘラケズリ 。内面はナデ後、ユピ押さえ。日縁と体 橙色 僅かに含む
部の境の稜線は体部のケズリ出しによってつくっている。

形態’口縁は短く、内湾気味に立ち上がる。端部は丸く収め

4 前庭
土師器 12.5 /x る。体部は浅い。丸底。成整形．口縁横ナデ。体部は手持ち にぶい

良好
きめ細かい砂礫

坪 /J.O ヘラケズリ。内面はナデ後、ユピ押さえ。口緑と体部の境の 橙色 僅かに含む
稜線は口縁部のナデによってつくっている。

形態：口緑は短く、内湾気味に立ち上がる。端部は丸く収め

5 前庭
土師器 J J.4/ X る。体部は浅い。丸底。成整形’口緑横ナデ。体部は手持ち にぶい

良好 砂礫を含む
坪 /I 8~ ヘラケズリ 。内面はナデ後、ユビ押さえ。口緑と体部の境の 橙色

稜線は口緑部のナデによってつくっている。

6 前庭
須恵器

-/-/- 瓶の体部の小片。外面に 2条の沈線がめぐる。 灰色 良好 砂礫を多く含む
瓶？

形態口縁は短く、内湾気味に立ち上がる。端部は丸く収め

土師器 11 0/X 
る。体部は浅い。丸底。成整形：口緑横ナデ。体部はナデ調

群馬大収7 前庭
坪 /3 0 

整後、下半部のみ手持ちヘラケズリ 。内面はナデ後、ユビ押 橙色 良好 砂礫を含む
蔵資料

さえ。口縁と体部の境の稜線は口縁部のナデによってつくつ
ている。

(2)鉄製品（図 286• 287・表 39)

釘（鉄一 l~74)は全て平釘である。完形品の

多くは長さ 3.6~7.1cmであり、断面は 1辺0.2

~0.4cmの四角形、釘頭巾は 0.6~0.9cmを測る。

規格には長さ 4.5cm前後のものと長さ 6.0cm前後

のものの、概ね 2種類が認められる。なお、大半は

使用状態にあり、釘頭が残存するものは全て側面形

状が「L字」を呈しており、木棺に打ち込まれたも

のと考えられる。また、未使用品と思われる製品（鉄

59~61)もあり、これらは釘頭は曲がっていない。

これらの多くにはには木質が残存しているが、木目

が明瞭に残存するものも多い。これら木質の樹種は

ヒノキである。

鍔（鉄ー 75)は平面倒卵形を呈する、無窓鍔で

ある。長軸長は 6.7cm、短軸長は 4.6cm、厚さは

0.15cmを測る。

大刀（鉄ー 76)は推定全長約 80.0cm、推定刃

長 70.0cm、刃巾 3.0cm、刃厚 0.35cm残存茎長

6.5cm、茎巾 2,2cm、茎厚 0.30cmを測る。切先

はカマス状切先、関は両関、茎部は中細茎を呈する。

茎部は一部が欠損しているため、茎尻の形状や目釘

孔の位置など、不明なもある。茎部には木質が付着

している。また、鞘尻金具も勝着状態で遺存する。
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表39 鉄製品観察表

全長 頭巾 全長 頭巾
番号 種類 木質 樹種 備考 番号 種類 木質 樹種 備考

(cm) (cm) 

I 釘 69 08 

゜
針葉樹 40 釘 46+ 

゜
針葉樹

2 釘 63 0、8

゜
針葉樹 41 釘 58+ X 

3 釘 54 08 

゜
針葉樹 42 釘 49+ 

゜
針葉樹

4 釘 54 07 

゜
針葉樹 43 釘 38+ X 

5 釘 59 07 

゜
針葉樹 44 釘 40+ X 

6 釘 4 I 07 

゜
針葉樹 45 釘 46+ X 

7 釘 45 0 7 

゜
針葉樹 46 釘 32+ 08 X 

8 釘 4.0 0 7 

゜
ヒノキ科 分析C-1 47 釘 3.1+ 0.8 

゜
針葉樹

， 釘 43 06 

゜
針葉樹 48 釘 2 7+ 07 

゜
ヒノキ 分析C-2

IO 釘 48+ 09 

゜
ヒノキ 分析C-4 49 釘 32+ 11 X 

II 釘 4.6+ 0.8 X 50 釘 2 I+ 1.0 X 

12 釘 6.0+ X 51 釘 2.9+ 07 X 

13 釘 35+ 06 X 52 釘 I 7+ 06 X 

14 釘 44+ 08 X 53 釘 20+ 06 X 

15 釘 4.6 0.7 X 54 釘 3 I+ 0.8 

゜
針葉樹

16 釘 4.0 0 7 

゜
針葉樹 55 釘 1.9+ 09 X 

17 釘 58 08 X 56 釘 23+ 08 X 

18 釘 5 0 0.8 X 57 釘 28+ 

゜
針葉樹

19 釘 4.4+ 0.9 X 58 釘 5.6+ X 

20 釘 5 7+ 0 7 

゜
針葉樹 59 釘 50+ 09 X 

21 釘 49+ 08 

゜
針葉樹 60 釘 5 l+ 09 X 

22 釘 3.9+ 0.8 X 61 釘 48+ 0.9 X 

23 釘 7.1 08 X 60 釘 6.4+ X 

24 釘 64 11 

゜
針葉樹 61 釘 44+ X 

25 釘 44 0 7 X 63 釘 42+ 0 9 X 

26 釘 6 I 0.8 X 64 釘 44+ 

゜
針葉樹

27 釘 44 06 

゜
針葉樹 65 釘 2.2+ 0.7 X 

28 釘 36 06 

゜
針葉樹 66 釘 18+ 09 X 

29 釘 40 07 X 67 釘 10+ 09 X 

30 釘 4.6 0,6 X 68 釘 25+ 0.6 

゜
針葉樹

31 釘 71 03 

゜
針葉樹 69 釘 2.8+ 0 7 

゜
針葉樹

32 釘 36 05 

゜
針葉樹 70 釘 3 7 06 X 

33 釘 3.9 0.7 

゜
針葉樹 71 釘 46+ 0.5 X 

34 釘 4 I 07 

゜
針葉樹 72 釘 4.5 0.7 X 

35 釘 50+ I 4 X 73 釘 46+ X 

36 釘 66+ 

゜
針葉樹 74 釘 66 0 7 

゜
針葉樹

37 釘 50+ 

゜
針葉樹 75 鍔 339頁参照 X 

38 釘 38 03 

゜
針葉樹 76 大刀 339頁参照 X 

39 釘 41+ 

゜
針葉樹
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8 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 盛土径 15.0m、墳丘長 25.0m、全長

35.0 mの円墳である。

遺構② 盛土は 2段築成が想定される。

遺構③ 周堀は平面勾玉形を呈する。

遺構④ 埋葬施設は全長 5.90mの玄室のみ載石

切組積の両袖型横穴式石室である。

遺構⑤ 石室石材には 20~40kg程度の凝灰岩

切石と、 10~40kg程度の輝石安山岩の割石

を多用する。

遺構⑥ 最大の使用石材は凝灰岩切石で 482kg、

輝石安山岩割石では 162kgである。

遺構⑦ 玄室では B・Cを採用し、 羨道では積み

方A・Bを多用している。

遺構⑧ 玄門柱と羨門柱には凝灰岩の切石を用い

ている。

遺構⑨ 玄門に観音扉の存在を示唆するホゾ孔が

存在する。

遺構⑩ 残存全長 2.05mの前庭を伴う。

遺構⑪ 前庭の石垣には切石は用いていない。

遺物に関する主な情報

遺物① 土師器・甕が周堀内から出土している。

遺物② 土師器・坪が前庭部から出土している。

遺物③ 玄室内からは鉄釘や刀が出土している。

遺物④ 墳丘盛土下から破砕された土器が出土し

ている。

※ 

14 中里塚古墳

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

土師器・坪（器ー 3~5• 7)、は丸底だが扁平

化を志向しており、器高も小さくなってきている。

「多田山V期」と位置づけることが妥当である。土

師器・甕（器ー1)は長胴な体部にタテナナメのケ

ズリを施している。こうした技法から「多田山1V期」

と考えることがよい。土師器・甕（器ー2)はやや

球胴気味の体部だが、最大系の位置が低く、所謂 「球

胴甕」とは異なる。また、やや器壁が薄く、外面に

ケズリが施されているが、形態がタテ詰まりすぎて

所謂「長胴甕」の範疇では理解できない甕である。

この土師器甕に関しては、その評価を保留しておく 。

遺構の時間的位置づけ

載石切組積石室は、既研究（右島 1994)により、

「多田山1V期」に相当する時期に造営が集中する現

象にある。しかし、本石室は、自然石乱石積石室と

の折衷的な石室であり、その評価が難しい。石材使

用時の重量の特徴（遺構⑤⑥）や石の積み方の特徴

（遺構⑦）からは、載石切組積石室の構築技術が収

飲されたものとはほど遠く、むしろ、初現的な様相

と読み取るほうが妥当である。したがって、本墳の

築造時期を、石室造りの技術的視点から見た場合に

は、既研究の成果も踏まえると、 「多田山N期」と

いう位置づけが可能であろう。

本墳の機能時期について

上記 2つの時間的位置づけからは、本墳の機能時

期は、 「多田山w期」に古墳築造がなされ、 「多田山

V期」に追葬追善行為が行われたと考えられる。

「多田山VI期」についても追善行為は継続していた

と思われるが明確ではない。
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刃
部
一
糎
が
右
の
輪
金
で
被
わ
れ
て
い
る
。

図
鍔

使
用
し
て
い
る
。
門
柱
上
端
よ
り
表
土
面
ま
で
は
僅
か
に
五
〇
糎
余
り
で
あ
る
。
か
か
る

観
点
よ
り
す
れ
ば
笠
石
は
既
に
除
去
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

門
柱
石
は
左
右
署
々
同
形
で
、
各
三
〇
糎
角
、
高
さ
床
面
よ
り
八
三
糎
、
共
に
上
端
に

い
た
っ
て
梢
々
細
く
な
っ
て
い
る
。
素
材
よ
り
荒
く
か
き
っ
ぱ
な
し
と
い
っ
た
姿
で
、
形

は
角
柱
で
あ
る
が
、
面
に
は
特
に
加
工
し
て
な
く
、
玄
室
部
の
石
の
如
く
、
削
っ
て
さ
え

出
土
品

出
土
品
は
主
と
し
て
埋
葬
に
用
い
た
物
品
類
の
中
、
発
掘
に
よ
り
出
土
し
た
も
の
を
言

う
の
で
あ
る
が
、
埋
葬
用
以
外
の
も
の
が
出
土
す
る
場
合
も
あ
る
し
、
埋
葬
用
と
し
て
も
、

副
葬
し
た
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
も
あ
り
、
出
土
の
位
置
に
よ
り
、
埋
葬
後
祭
祀
に
用
い

ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
本
古
墳
の
出
土
品
は
刀
一
、
鍔
一
、
釘
完
全
四
九
、

同
破
片
四
五
、
鉄
破
片
二
、
土
器
類
中
土
師
器
片
、
縄
文
式
土
器
等
で
あ
り
、
骨
類
も
出

、
1
,l

刀

9

_

’
 

既
に
発
掘
調
査
前
に
土
地
の
所
有
者
の
手
に
よ
っ
て
掘
り
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
折
出
土
し
た
の
は
主
と
し
刃
の
部
分
で
あ
り
、
そ
れ
も
三
片
に
破
損
し
て
い
た
。
そ
の

長
さ
合
せ
て
五
二
糎
、
刃
巾
二
糎
八
、
厚
さ
み
ね
で
六
粍
で
あ
り
、
茎
部
は
発
見
さ
れ
て

居
ら
な
か
っ
た
。
玄
室
へ
入
っ
て
右
の
あ
た
り
よ
り
出
土
の
由
で
あ
っ
た
が
、
発
掘
の
す

す
む
に
つ
れ
て
、
星
部
の
つ
い
た
石
の
残
片
が
、
玄
門
よ
り
一
米
――1
0
の
位
置
か
ら
一
六

糎
の
長
さ
に
、
茎
を
奥
に
し
て
、
右
壁
に
併
行
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
右
壁
よ
り
茎
部
端

ま
で
三
六
糎
、
玄
門
側
で
二
四
糎
離
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
全
長
七
一
糎
の
刀
が
右
壁
よ

り
に
鋒
部
を
梢
々
壁
に
寄
せ
て
横
た
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
刃
は
壁
に
向
け
て
あ

り
、
鋒
部
は
玄
門
側
に
な
っ
て
い
た
。
尚
鯉
口
部
に
は
巾
二
糎
二
、
長
樫
三
糎
七
、
短
樫

一
糎
七
、
厚
さ
一
粍
の
輪
金
が
附
着
し
て
い
る
。
茎
部
の
長
さ
は
七
糎
で
、
茎
部
一
糎
、

玄
室
に
入
っ
て
直
ぐ
左
に
あ
っ
た
由
で
あ
る
。
こ
れ
も
前
に
出
土
し
て
い
た
も
の

土
し
て
い
る
。

も
な
い
。
床
面
下
に
相
当
深
く
埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
挿
図
は
紙
面
の
都
合
上
、
割
愛
し
た
。

J
し
を
し
、
右
島
氏
の
校
閲
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

※ 

他
は
一
、

二
本
宛
散
乱
し
て
い
た
。

山
土
師
器

主
と
し
て
羨
門
前
方
中
壊
部
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
、
鍔
が
あ
る
以
上
は
刀
が
あ
る
べ
き
だ
が
、
刀
は
不
明
で
あ
る
。
前
掲
の
刀
に
つ
く
も

刀
に
は
鍔
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
形
は
卵
型
の
窓
の
な
い
も
の
で
、
長
樫
七
糎
、
短
樫

四
糎
六
、
厚
さ
二
粍
で
、
片
側
は
平
で
あ
る
が
、
反
対
側
は
梢
々
ふ
く
れ
て
丸
味
を
も
っ

て
い
る
。
鍔
と
一
緒
に
骨
が
二
片
出
土
し
て
い
る
。

岡
釘

室
左
柱
角
よ
り
奥
ヘ
一
米
一

0
の
間
か
ら
右
壁
ま
で
の
範
囲
か
ら
は
、
出
土
品
は
一
物
も

玄
室
の
殆
ど
全
般
に
わ
た
っ
て
散
乱
し
て
い
た
。
発
掘
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
玄

見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
範
囲
は
既
に
発
掘
さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
そ
こ
よ
り
釘
完

―
-
、
破
片
頭
の
み
五
、
他
九
、

刀
破
片
――
-
、
鍔
一
等
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
釘

は
こ
の
範
囲
に
散
乱
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
釘
の
出
土
状
態
は
図
面

に
示
す
通
り
で
あ
り
、
奥
壁
及
び
右
壁
よ
り
約
二
〇
糎
、
左
壁
よ
り
約
五
十
糎
離
れ
た
範

囲
で
、
奥
壁
よ
り
一
米
二

0
ま
で
の
間
、
即
ち
玄
室
の
中
央
、
奥
壁
よ
り
の
位
置
で
、
全

体
が
僅
か
右
壁
に
よ
っ
て
長
さ
一
米
、
巾
八
〇
糎
の
間
に
釘
が
梢
々
密
集
し
て
い
る
。
又、

左
壁
ぎ
わ
玄
門
よ
り
一
米
の
附
近
に
七
本
、
二
五
糎
の
附
近
に
三
本
か
た
ま
っ
て
お
り
、

本
報
文
は
、
右
島
和
夫
氏
よ
り
提
供
を
受
け
た
、

ガ
リ
版
刷
り
の
資
料
か
ら
文
章
起

の
と
し
て
は
離
れ
す
ぎ
て
お
り

一
組
と
し
て
考
え
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
但
、
前
掲
の
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右
壁
も
崩
壊
し
、
或
は
除
去
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

四
糎
五
、
深
さ
――一
糎
で
あ
り
、
穴
の
距
離
が
六
〇
糎
で
あ
り
、
従
っ
て
左
穴
の
左
端
よ
り

右
穴
の
右
端
ま
で
六
九
糎
で
あ
る
。
梱
石
は
主
な
も
の
は
三
石
よ
り
な
り
、
中
央
の
が
小

さ
く
、
左
の
は
上
面
巾
二
〇
糎
、
長
さ
四
〇
糎
の
長
方
形
の
載
石
で
柱
石
に
つ
け
て
切
組

ん
で
あ
り
、
そ
の
切
組
み
の
近
く
、
柱
石
の
造
出
し
の
隅
に
ホ
ゾ
穴
が
あ
る
。
ホ
ゾ
穴
は

樫
五
糎
三

x
四
糎
五
、
深
さ
二
糎
五
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
右
の
梱
石
は
梢
々
楕
円
形

で
、
巾
も
三
〇
糎
あ
り
、
長
さ
は
柱
石
の
下
に
あ
っ
て
不
明
で
あ
る
。
ホ
ゾ
穴
は
造
出
の

左
端
に
つ
い
て
羨
道
側
に
あ
り
、

そ
の
樫
四
糎
五

x
四
糎
、
深
さ
三
糎
で
あ
る
。
左
右
の

ホ
ゾ
穴
の
距
離
六
六
糎
で
、
両
穴
の
左
端
よ
り
右
端
ま
で
は
七
六
糎
あ
る
。
左
ホ
ゾ
穴
は

笠
石
の
と
上
下
相
対
し
て
向
い
合
っ
て
い
る
が
、
右
ホ
ゾ
穴
は
梱
石
部
の
が
右
へ
五
糎
ず

れ
て
い
て
、
穴
の
樫
だ
け
は
ず
れ
て
い
る
。
梱
石
の
左
右
ホ
ゾ
穴
は
署
々

一
直
線
で
、
右

ホ
ゾ
穴
よ
り
左
に
向
っ
て
五
五
糎
の
間
は
梱
石
の
上
面
を
削
っ
て
、
段
が
造
ら
れ
て
あ
り
、

扉
の
下
端
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
尚
、
梱
石
の
玄
室
側
に
は
、
梱
石
に
沿
っ
て
四
個
の

自
然
石
が
並
べ
ら
れ
て
あ
り
、

羨
道
側
に
も
載
石
が
並
べ
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
石
の
下
は
黒
色
土
で
あ
り
、
玄
室
側
の
床
は
自
然
石
の
上
面
に
合
せ
て
砂
利
が
し
か

玄
門
の
寸
法
は
高
さ
七
七
糎
、
巾
下
部
七

一
糎
、
上
部
最
狭
六
十
糎
で
あ
る
。
扉
を
入

れ
得
る
大
き
さ
は
巾
七
十
糎
、
高
さ
八
十
糎
で
あ
り
、

⑰
羨
道

ホ
ゾ
穴
と
扉
受
け
の
如
き
装
置
が

あ
る
の
で
、
扉
の
存
在
を
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
扉
の
木
片
も
そ
れ
に
使
用
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
釘
或
は
金
具
類
も
発
見
さ
れ
な
い
の
で
、
如
何
な
る
扉
の
存
在
か
は
断
言

羨
道
は
玄
門
近
く
に
載
石
が
多
少
用
い
て
あ
る
以
外
は
、
概
し
て
割
り
石
或
は

自
然
石
の
乱
石
積
で
あ
る
。
既
に
大
部
分
の
天
井
石
が
除
去
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
左

填
塞
は
既
に
崩
壊
し
て
い
た
。
そ
の
前
後
の
厚
さ
は
、
羨
門
を
前
端
と
し
て
、
暑
々

一

米
の
間
で
あ
る
。
羨
門
前
に
も
前
述
の
如
く
外
部
填
塞
と
し
て
、
厚
さ
一
米
ぐ
ら
い
の
石

組
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
羨
道
部
の
填
塞
の
前
端
は
右
の
外
部
填
塞
と
の
関
係
上
、
明

で
き
な
い
。

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。

瞭
で
は
な
い
が
、
雑
然
と
積
ま
れ
た
石
の
下
か
ら
、
右
の
門
柱
に

一
端
を
接
し
て
、
長
さ

四
十
糎
ほ
ど
の
石
が
、
左
門
柱
に
向
っ
て
横
た
え
ら
れ
て
い
た
。
あ
た
か
も
梱
石
の
如
く

で
あ
り
、
た
だ
、

そ
れ
に
つ
づ
い
て
存
在
し
た
と
見
ら
れ
る
石
が
、
既
に
除
去
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
填
塞
の
他
の

一
端
に
は
、

や
は
り
雑
然
と
置
か
れ
て
い
た
礫
石
の
下
か
ら
、
羨

道
巾
一
杯
に
四
個
の
石
が
置
か
れ
、
填
塞
内
端
の
根
石
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
下
は
右
の
梱

石
及
び
そ
の
痕
跡
の
部
分
の
如
き
を
除
い
て
、
拳
大
の
礫
が
し
か
れ
、
黒
色
土
に
接
し
て

羨
門
と
は
羨
道
入
口
の
門
構
え
を
意
味
し
、
併
せ
て
又
石
室
の
入
口
の
門
構
え

一
般
に
は
門
構
え
と
特
に
挙
ぐ
べ
き
構
造
は
な
い
。
稀
に
羨
道

前
端
の
天
井
石
の
外
部
に
表
れ
る
面
に
、
ま
ぐ
さ
石
ら
し
き
構
造
を
う
か
が
わ
し
め
る
に

過
ぎ
な
い
も
の
が
あ
る
。
特
に
門
柱
の
如
き
構
造
を
有
し
て
い
る
の
は
、
多
く
載
石
切
組

積
の
石
室
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
間
々
自
然
石
乱
石
積
に
も
み
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
門

柱
と
称
し
て
も
必
ず
し
も

一
石
の
柱
状
石
を
用
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
二
石
又
三
石
、
或

は
数
石
を
重
ね
て
柱
状
に
営
ま
れ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
門
柱
又
必
ず
し
も
羨
道
壁

面
よ
り
遊
離
し
た
も
の
も
な
く
、
或
は
壁
面
よ
り
特
に
突
出
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

羨
道
壁
の
前
端
に
門
柱
ら
し
き
構
え
を
し
た
と
い
う
程
度
の
も
の
が
多
く
、
羨
道
壁
面
よ

本
古
墳
の
羨
門
門
柱
は
そ
れ
ぞ
れ
凝
灰
岩
の
角
柱

一
石
を
以
て
構
成
さ
れ
、
こ
れ
に
笠

石
を
附
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
笠
石
は
羨
道
前
端
の
天
井
石
を
利
用
し
た
か
も
知

れ
な
い
。
笠
石
は
門
柱
の
上
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
明
瞭
で
は
な
い
。
羨
門
前
方

に
発
見
さ
れ
た
そ
れ
ら
し
き
石
が
笠
石
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
天
井
石
の
前
端
と
い
う
推

定
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
そ
の
石
は
最
大
巾
四
三
糎
、
長
さ
一
米

一
三
、
厚

さ
二
九
糎
で
あ
り
、
両
端
に
い
た
る
に
し
た
が
い
細
く
な
っ
て
、

又
、
玄
門
笠
石
に
比
し

て
、
頗
る
貧
弱
で
あ
り
、
小
さ
い
。
羨
門
巾
八
〇
糎
か
ら
み
れ
ば
、
尖
っ
た
両
先
が
門
柱

上
に
各

一
五
糎
宛
の
る
に
す
ぎ
な
い
。
多
く
の
古
墳
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
北
山
古
墳
、

中
塚
古
墳
、
堀
越
古
墳
の
如
く
、
羨
道
入
口
部
に
は
実
に
堂
々
た
る
笠
石
状
の
天
井
石
を

り
遊
離
し
た
も
の
は
ま
だ

一
例
も
見
当
ら
な
い
。

を
意
味
せ
し
め
て
い
る
。

閲
羨
門

、
こ
。

し

t
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る
の
で
あ
っ
て
、
崩
壊
に
近
い
状
態
で
あ
る
。

さ
と
考
え
ら
れ
る
。
壁
面
は
崩
壊
度
が
烈
し
い
の
で
、
残
存
部
分
と
崩
壊
し
た
壁
石
に
よ

っ
て
判
断
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
載
石
切
組
積
と
称
し
て
も
、
整
正
な
も
の
で
は
な
い
。

壁
を
構
成
す
る
石
各
個
が
必
ず
し
も
そ
の
角
が
直
角
に
切
っ
て
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
従

っ
て
一
部
に
は
乱
石
積
の
様
相
さ
え
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
石
を
必
ず
し
も
根
石
に
の

み
用
い
て
い
る
の
で
も
な
く
、
上
部
に
割
り
石
を

一
部
削
っ
た
程
度
の
大
石
を
用
い
た
り
、

根
石
部
に
載
石
の
小
石
を
用
い
た
り
し
て
あ
る
。
載
石
と
称
し
て
も
、
方
形
に
形
を
整

え
た
だ
け
で
、

い
ず
れ
も
面
削
り
で
あ
る
。
側
壁
と
奥
壁
と
の
接
す
る
角
に
は
、
側
壁
の

石
の
一
部
か
ら
削
り
出
し
て
奥
壁
に
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
な
工
法
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

奥
壁
は
上
部
の
小
石
が
一
部
失
な
わ
れ
た
外
は
署
々
実
存
し
て
い
る
も
の
と
み
て
好
か
ろ

う
。
こ
の
構
築
は
多
く
の
他
の
石
室
の
奥
壁
と
は
石
積
み
に
趣
を
異
に
し
た
点
が
あ
る
。

普
通
一
石
を
縦
長
に
用
い
、
そ
の
外
は
横
積
み
に

二
石
或
は
三
石
が
積
み
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
然
る
に
本
奥
壁
は
大
石
二
石
、
中
石
二
石
、
小
石
数
石
よ
り
成
り
、
中
央
に
大
石
二

石
を
縦
長
に
合
せ
て
立
て
、
そ
の
上
端
の
傾
斜
を
左
右
か
ら
た
ど
っ
て
、
剣
先
型
に
な
る

よ
う
に
、
尖
端
に
三
角
型
の
小
石
を
の
せ
、
そ
の
上
に
署
々
方
形
の
石
を
左
右
か
ら
合
せ

の
せ
て
、
大
体
の
形
を
つ
く
り
、
左
右
壁
、
天
井
石
と
の
間
に
小
石
を
つ
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
形
は
偶
然
に
出
来
上
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
如
何
に
も
扉
を
連
想
さ
せ

る
も
の
で
、
中
央
の
合
せ
目
の
垂
直
線
と
左
右
に
流
れ
る
山
型
の
線
と
が
、
特
殊
な
効
果

を
ね
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
左
右
壁
に
は
奥
壁
の
左
右
に
お
い
て
多
少
の
転
び
が

あ
る
。
奥
壁
に
も
同
じ
程
度
の
傾
斜
が
表
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
外
は
は
た

し
て
転
び
で
あ
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
多
く
の
石
が
多
少
と
も
め
り
出
し
て
い

天
井
石
は
四
石
か
ら
成
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
奥
よ
り
第

一
石
は
扁
平
な
安
山
岩
の

割
れ
石
、
長
さ
一
米
三
0
、
巾
七
〇
糎
、
厚
さ
一
五
糎
。
第
二
石
は
凝
灰
岩
割
り
石
、
長

さ

一
米
――10
、
巾
六
五
糎
、
厚
さ
三
五
糎
。
第
一二
石
は
同
じ
く
凝
灰
岩
割
り
石
、
長
さ

一

米
四

0
、
巾
一
米
、
厚
さ
七
〇
糎
。
第

一
石
は
落
下
し
、
第
二
石
は
第
三
石
に
ず
れ
か
か

り
、
第
一二
石
は
左
壁
側
が
奥
に
向
い
て
落
ち
て
斜
に
な
っ
て
い
た
。
第
四
石
は
取
り
去
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
井
石
の
上
に
は
一
〇
糎
内
外
の
厚
さ
に
赤
色
粘
土
を
貼
り
、
そ
の

床
に
は
砂
利
が
敷
い
て
あ
っ
た
。
玄
門
寄
り
で
は
既
に
濫
掘
の
た
め
撹
拌
さ
れ
て
い
た

の
で
、
床
面
の
状
態
は
明
瞭
で
は
な
い
。
し
か
し
、
黒
色
土
が
多
く
存
在
し
て
い
た
。
玄

室
の
奥
に
は
砂
利
の
上
に
凝
灰
岩
の
破
片
が
あ
り
、
そ
の
上
に
黒
色
土
が
の
っ
て
い
た
。

こ
の
砂
利
が
床
面
上
の
も
の
と
全
一
性
質
の
も
の
と
す
る
と
凝
灰
岩
の
破
片
の
意
味
が
不

明
と
な
る
。
凝
灰
岩
の
破
片
は
構
築
の
際
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
表
面
の
砂
利
の

上
に
あ
る
筈
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
黒
色
土
を
床
面
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
又
、
玄
門
よ
り
一
米
奥
の
左
壁
に
近
い
部
分
で
は
樫
五

0
糎
の
間
に

は
、
黒
色
土
が

一
五
糎
の
厚
さ
に
あ
り
、
そ
の
上
に
五
糎
の
厚
さ
に
粘
土
が
あ
っ
た
。
こ

の
粘
土
は
天
井
石
の
上
に
貼
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
、
他
の
部
分
に
は
注

意
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
故
、
恐
ら
く
天
井
石
の
撹
乱
の
際
、
落
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
床
直
下
の
状
態
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
は
、
玄
室
の
壁
や
天
井
が
崩
壊
し
、

玄
室
内
に
大
小
の
石
や
土
砂
が
充
満
し
て
い
た
の
で
、
漸
く
小
石
や
土
砂
を
排
除
し
、
大

石
を
片
寄
せ
乍
ら
、
な
お
崩
壊
に
注
意
し
つ
つ
部
分
的
に
調
査
を
す
す
め
た
た
め
で
あ
る
。

出
土
遺
物
も
釘
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
出
土
位
置
の
レ
ベ
ル
を
お
さ
え
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
兎
も
角
、
黒
色
土
を
以
て
床
面
を
作
っ
て
い
た
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

切
玄
門

に
、
玄
室
両
袖
部
の
袖
壁
が
一
石
で
で
き
て
居
り
、
そ
の
端
に
門
柱
を
造
り
出
し
て
い
る
。

玄
門
は
凝
灰
岩
の
柱
石
、
笠
石
及
び
梱
石
よ
り
成
っ
て
い
る
。
柱
石
は
左
右
共

然
も
石
室
の
中
軸
線
に
対
し
て
、
高
さ
七
五
糎
に
お
い
て
上
部
で
約
八
糎
の
出
の
転
び
が

つ
け
て
あ
る
。
左
右
の
柱
の
相
対
す
る
面
の
中
は
各
一
六
乃
至
一
七
糎
で
、
造
出
部
は
石

が
深
く
、
約
一

〇
糎
で
あ
る
笠
石
は
そ
の
玄
室
側
は
両
袖
部
及
び
玄
門
の
上
の
壁
を

一
石

で
構
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
且
、
下
ば
を
多
少
削
っ
て
羨
道
側
の
天
井
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
羨
道
の
天
井
石
よ
り
、
玄
門
の
ま
ぐ
さ
部
を
造
り
出
し
、
そ

の
玄
室
側
は
壁
石
を
成
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
ま
ぐ
さ
部
を
造
出
し
て
い
る
根
も

と
の
羨
道
天
井
部
の
奥
部
に
左
右
に
ホ
ゾ
穴
を
設
け
て
あ
る
。
ホ
ゾ
穴
の
大
き
さ
は
左
樫

上
に
黒
色
土
が
置
か
れ
て
い
た
。
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14 中里塚古墳

土
と
り
、
中
壇
の
端
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

幅

前

四

m 

奥
一
．
六
五

m

長
さ

1
0
m
 

る
。
右
に
よ
る
床
面
に
お
け
る
寸
法
は

m玄
室

多
少
黒
色
土
を
混
じ
え
る

と
な
っ
て
い
る
。
又
、
焼
土
の
付
近
の
石
の
下
に
は
約
三
〇
糎
の
厚
さ
に
黒
色
土
を
混
じ

た
赤
色
土
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
下
は
赤
色
粘
土
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
綜
合
す

る
に
、
右
の
中
壇
の
地
は
元
来
傾
斜
の
極
ゆ
る
い
、
署
々
平
坦
な
台
地
で
あ
り
、
褐
色
土

の
地
山
の
上
に

二
0
乃
至
三
〇
糎
の
黒
色
土
層
が
あ
り
、
こ
れ
が
表
土
と
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
へ
石
室
の
表
面
と
の
高
低
を
合
せ
る
都
合
上
、
赤
色
土
を

一
〇
糎
内
外
積
み
あ
げ
た

も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

三
O
cm

羨
門
右
側
の
石
垣
は
全
く
乱
雑
で
あ
り
、
全
く
石
垣
の
態
を
な
し
て
な
い
。
既
に
早
く

破
壊
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
既
に
黒
褐
色
土
に
被
わ
れ
た
下
に
大
小
の
石
が
雑
然

と
み
え
て
お
り
、
そ
の
石
の
最
高
位
は
門
柱
の
商
さ
よ
り
梢
々
低
い
程
度
で
、

そ
の
間
に

か
た
い
黒
色
土
も
混
じ
て
い
る
が
、
底
部
は
黒
色
土
で
終
わ
っ
て
い
る
。
又
、
中
壇
右
辺

の
石
垣
は
調
査
未
了
で
あ
る
が
、
石
垣
に
い
た
ら
ず
し
て
、
高
さ
七
〇
糎、

羨
門
右
柱
石

よ
り

一
米
五
五
の
間
に
、
大
小
の
石
が
雑
然
と
積
ま
れ
て
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
末
端
は

葺
石
と
埴
輪
に
つ
い
て
は
、
存
在
を
肯
定
し
得
る
証
拠
は
何
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

墳
丘
自
体
が
完
存
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
故
、
葺
石
は
あ
っ
た
と
し
て
も
既
に
除
去
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
形
跡
で
も
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
中
壇
の
端
の
石
も
葺
石
の
名
残
り
で
は
な
く
し
て
、
他
の
目
的
で
、
た
と
え
ば
中
壇

へ
の
上
下
の
た
め
の
盛
土
保
護
用
と
し
て
、
或
は
中
壇
に
は
対
す
る
後
の
使
用
目
的
の
た

次
に
右
の
中
壇
は
、
人
為
的
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
自
然
堆

積
に
よ
り
次
第
に
埋
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後

の
考
察
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
人
為
的
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
置
き
た

石
室
調
査

石
室
は
玄
室
と
羨
道
に
大
別
で
き
る
こ
と
は
、
普
通
の
石
室
両
袖
型
の
も
の
と
変
化
は

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
玄
門
と
羨
門
と
が
備
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
玄
門
に
観
音
開

き
の
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
た
形
跡
と
見
ら
れ
る
ホ
ゾ
穴
が
左
右
、
上
下
に
存
し
て
い
る
。

又
、
玄
室
は
凝
灰
岩
の
載
石
切
組
積
で
、
壁
面
は
面
削
り
石
で
作
ら
れ
、
玄
門
は
面
栴
え

で
精
巧
な
も
の
で
あ
り
、

羨
門
は
割
り
石
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
羨
道
は

戟
石
、
割
り
石
、
自
然
石
の
混
合
乱
石
積
に
な
っ
て
お
り
、

天
井
に
は
凝
灰
岩
以
外
に
安

山
岩
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
右
の
石
材
の
中
、
載
石
、
割
り
石
は
凝
灰
岩
で
あ
り
、
自
然

石
は
主
と
し
て
安
山
岩
で
あ
る
。
天
井
は
殆
ど
破
壊
せ
ら
れ
、
玄
室
で
三
石
の
中
、
中
央

一
石
が
残
り
、
玄
門
の
冠
石
兼
用
の
も
の
と
合
せ
て
二
石
、
羨
道
に
一
石
残
存
し
て
い
た

の
み
で
、
他
は
落
ち
た
り
、
或
は
撤
去
さ
れ
て
い
た
。
羨
道
の
は
殆
ど
持
ち
去
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

玄
室
は
天
井
石
が

一
部
抜
か
れ
て
い
た
た
め
、
壁
は
か
な
り
破
壊
し
て
い
た
。

壁
の
根
石
の
み
は
残
存
し
て
い
た
の
で
、
石
室
平
面
図
の
み
は
辛
う
じ
て
実
測
し
得
た
が
、

そ
れ
す
ら

一
部
は
破
壊
の
壁
石
を
除
く
こ
と
が
で
き
ず
、
推
測
に
と
ど
ま
っ
た
と
こ
で
あ

左
三
．

中
三
．

中

一
．
五
七

m

で
あ
り
、
そ
の
長
さ
と
巾
と
の
比
は
署
々

2
と
な
る
。
高
さ
は
確
実
な
と
こ
ろ
測
定
し
が

た
い
。
現
存
奥
壁
で
一
米
七

0
ほ
ど
あ
る
。
他
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
大
体
妥
当
な
高

黒
色
土

以
下
未
調

黒
色
土
上
に
石
屑
が
混
じ
て
い
る
。

赤
色
土

一
五

cm

黒
色
土

-
o

em 

赤
色
土

薄
い

）

。＇ 

と
な
る
。
羨
門
前
に
お
い
て
は

褐
色
土

地
山

以

下

黒
色
土

赤
色
土

九
em

め
に
置
か
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

黒
色
土

―ニ
Cm

0
五
m

右
三．

o

o
m
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接
続
部
は
大
部
分
石
が
欠
け
て
い
て
不
明
で
あ
り
、

そ
の
反
対
の
端
は
高
さ
が
次
第
に
減

じ
て
、
あ
た
か
も
墳
丘
の
傾
斜
に
従
っ
て
い
る
よ
う
で
、
先
は
一
石
で
終
っ
て
い
る
。

羨
門
左
の
石
垣
は
乱
石
積
で
は
あ
る
が
、
割
れ
石
を
雑
然
と
積
み
上
げ
、
乱
雑
で
あ
る
。

し
か
し
漠
然
と
置
か
れ
た
石
で
は
勿
論
な
い
。
右
の
石
垣
の
崩
壊
に
つ
い
て
は
確
証
得
て

破
壊
さ
れ
た
時
に
取
り
去
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
平
端
な
場
に
は

丁
度
こ
れ
ら
の
石
垣
に
積
ま
れ
て
あ
っ
た
と
み
て
も
差
支
な
い
程
度
の
大
小
の
石
が
転
在

た
し
て
こ
の
場
を
埋
め
る
意
思
を
以
て
埋
め
た
か
否
か
の
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
の
で
、

後
の
考
察
に
ゆ
ず
る
が
、
若
し
、
こ
の
場
が
開
放
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
周

囲
の
石
垣
は
崩
れ
て
、
そ
の
石
が
場
の
上
面
に
転
在
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
そ
の
際
、

石
の
転
在
状
態
は
種
々
の
条
件
で
変
化
が
あ
る
こ
と
も
推
定
し
得
ら
れ
る
。
し
か
し
、
石

垣
が
僅
か
五
〇
乃
至
七
〇
糎
の
高
さ
の
残
存
よ
り
推
し
て
そ
の
根
も
と
よ
り
一
米
五
五
の

間
に

一
石
も
残
存
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
難
い
問
題
で
あ
っ
て
、
直
に
崩
壊

石
の
場
は
平
坦
と
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
羨
門
の
前
部
に
限
り
樫
一
米
三
〇
、
深
約
三

〇
糎
の
碗
底
型
の
穴
が
あ
り
、
場
の
上
面
よ
り
二

0
乃
至
三
〇
糎
上
方
ま
で
、
石
が
つ
め

こ
ま
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
填
塞
の
外
部
装
置
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
方
に
は
割
合
よ

く
石
が
積
み
あ
げ
ら
れ
て
居
り
、
自
然
石
の
河
原
石
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
外
側
に

接
し
て
長
さ
一
米
一

0
、
巾
四
三
糎
、
断
面
三
角
形
の
大
石
が
転
が
っ
て
い
た
。
こ
の
石

は
羨
門
の
笠
石
で
あ
る
か
、
填
塞
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
明
瞭
で
な
い
。
羨
門
の
笠
石
と

し
て
適
当
で
あ
り
、
填
塞
に
か
よ
う
な
石
が
用
い
ら
れ
て
あ
っ
た
の
は
オ
ブ
塚
古
墳
（
前

橋
市
勝
沢
町
）

に
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
石
の
下
部
の
填
塞
の
状
態
が
異
っ
て
い

る
。
恐
ら
く
は
笠
石
と
思
う
が
、

か
よ
う
な
転
げ
方
を
し
て
い
る
の
に
は
尚
疑
門
の
点
が

存
し
て
い
る
。
羨
門
よ
り
約
八
〇
糎
の
距
り
が
あ
り
、

そ
の
間
に
外
部
填
塞
の
石
が
み
つ

し
り
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
も
こ
の
自
然
石
の
積
み
あ
げ
は
、
羨
門
に
近
づ
く
に

と
決
定
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
石
を
入
れ
て

J
の
場
所
を
埋
め
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
は

、
。

な
し

右
の
他
の
部
分
は
平
坦
で
極
々
ゆ
る
い
傾
斜
を
し
て
、
先
は
開
い
て
い
る
。
然
も
そ
の

上
面
に
は
、
前
記
の
如
く
、
羨
門
左
側
の
石
垣
の
根
よ
り
一
米
五

0
ぐ
ら
い
の
間
を
除
い

て
、
殆
ど
大
部
分
に
わ
た
り
自
然
石
が
散
乱
し
て
い
た
。
そ
の
状
態
は
石
を
し
き
つ
め
た

の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
部
分
的
に
は
石
が
か
た
く
つ
ま
っ
て
お
り
、
如
何
に
も
し

い
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
並
ん
で
い
た
。
そ
の
石
の
下
は
黒
色
土
で
あ
る
。
更
に
そ
の

石
は
黒
色
土
に
埋
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
埋
め
て
い
た
黒
色
土
は
当
時
の
地
表
の

土
が
自
然
堆
積
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
下
の
は
人
工
的
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

羨
門
の
向
っ
て
左
の
門
柱
前
で
は
そ
の
黒
色
土
の
上
に
赤
色
土
が
僅
か
み
え
て
い
た
が
、

他
は
全
表
面
黒
色
土
で
あ
っ
た
。
そ
の
面
の
西
南
隅
近
く
に
焼
土
の
部
分
が
あ
っ
た
。
又

右
の
黒
色
土
上
に
散
乱
し
て
い
た
石
の
間
よ
り
土
師
器
破
片
を

1
個
を
拾
得
し
た
。
こ
の

焼
土
は
別
に
解
釈
へ
の
手
が
か
り
が
な
い
の
で
、
如
何
な
る
も
の
が
不
明
で
あ
る
が
、
若

し
本
古
墳
に
関
連
の
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
祭
祀
用
の
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
付
近
に
火

葬
墓
の
群
が
あ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
散
乱
し
て
い
る
大
小
の
石
と
合
せ
て
、
或
は
火
葬

場
と
し
て
転
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
思
う
。

右
の
中
壇
の
黒
色
土
以
下
の
積
土
の
状
態
を
み
れ
ば
、
羨
門
よ
り
前
方
一
米
五

0
の
地
で

右
の
中
自
然
堆
積
の
黒
色
土
層
は
羨
門
近
く
に
な
る
に
し
た
が
い
失
な
わ
れ
て
い
る
。
又、

赤
色
土
層
は
羨
門
よ
り
二
米
五
〇
附
近
で
失
わ
れ
て
、
次
第
に
普
通
の
堆
積
の
黒
色
土
と

な
り
、
そ
の
あ
た
り
に
石
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
石
の
下
は
黒
色
土
で
あ
り
、
相
当
厚

く
、
又
、
黒
色
土
の
下
に
は
赤
色
土
は
な
く
、
地
山
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
石
は
中
壇
の

端
に
あ
り
、
墳
丘
の
裾
部
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
羨
門
の
左
石
垣
よ
り
一
米

八
0
の
地
で

褐
色
土

地
山

以

下

黒
色
土

自
然
堆
積

cm 

赤
色
土

凝
灰
岩
の
切
屑
を
混
じ
て
い
る

―ニ
Cm

黒
色
土

-
o
cm 

従
い
高
く
、
そ
の
柱
石
の
高
さ
近
く
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
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14 中里塚古墳

一
年
生

新
井
恵
子

清
水
昌
吾

小

屋

幸

尚

牧

野

勝

斉

藤

淳

鈴

木

芳

子

二
年

生

田

島

桂

男

三
年
生

高
沢
堅
二

松
村

一
昭

上

庭

憲

次

郎

石

川

正

之

助

横

塚

四

郎

専

攻

生

松

島

栄

治

教
授

調
沓
参
加
者
は
次
の
如
く
で
あ
る

既
に
小
字
一＿
一
騎
堂
に
は

一
基
、
見
切
塚
に
は
七
基
、

は
、
本
丘
陵
の
最
南
端
を
締
め
て
い
る
。

尾
崎
喜
左
雄

田
向
に
は
一
九
基
が
あ
る
。
小
字

見
切
塚
は
三
騎
堂
の
南
に
接
し
、
更
に
南
に
田
向
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
小
字
田
向

つ
ま
り
本
古
墳
付
近
よ
り
本
丘
陵
の
南
端
ま
で

の
間
に
二
七
碁
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
昭
和
廿
八
年

五
月
二
二
日
の
調
査
に
お
い
て
、
小
字
三
騎
堂
地
内
に
新
た
に
四
碁
を
発
見
し
、
既
赤
掘

村
二
六
五
号
と
合
せ
て
小
字
三
騎
堂
に
は
五
基
を
数
え
得
た
。
本
古
墳
は
そ
の
古
墳
群
の

最
高
位
置
に
あ
り
、
常
地
は
松
の
梢
々
太
い
の
が
立
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
開
墾
の
た
め

切
り
倒
さ
れ
、
新
切
株
が
存
在
し
て
い
た
。
因
に
こ
の
五
基
の
古
墳
の
散
在
し
て
い
る
中

ほ
ど
は
、
石
製
骨
蔵
器
が
十
数
個
出
土
し
、
火
葬
墓
群
の
存
在
を
知
り
得
た
地
域
で
あ
る
。

昭
和
廿
八
年
五
月
に
、
群
馬
大
学
学
芸
学
部
在
学
中
の
松
村
一
昭
君
よ
り
、
本
古
墳
が

開
墾
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
由
を
聞
き
直
に
実
視
に
赴
い
た
。
既
に
盗
堀
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
且
、
開
墾
の
た
め
に
一
部
土
が
取
り
去
ら
れ
、
玄
門
の
部
分
が
堀
り
出
さ
れ
て
い
た
。

土
地
所
有
者
中
里
永
三
氏
と
交
渉
の
結
果
、
開
墾
を
秋
ま
で
延
期
し
て
貰
い
、
発
掘
調
資

の
手
続
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
赤
堀
村
郷
土
史
研
究
会
に
お
い
て
も
、
大
学
の
発
掘
調
査

を
援
助
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
赤
堀
村
教
育
委
員
会
も
積
極
的
に
支
援
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
本
古
墳
が
載
石
切
組
積
の
精
巧
な
石
室
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
、
既
に
発
掘

さ
れ
て
見
極
め
が
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
し
、
多
数
の
古
墳
を
有
し
て
い
る
赤
堀
村
に
、

こ
の
種
の
横
穴
式
石
室
が
未
だ
学
術
的
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

室
賀
昌
子

も
の
で
、
そ
の
三
方
は
羨
門
を
除
い
て
石
垣
で
囲
ま
れ

一
方
の
み
開
い
て
い
た
。
そ
の

墳
丘
調
査

外
部
形
式
は
発
掘
前
の
姿
に
お
い
て
は
山
寄
せ
の
円
墳
と
し
て
格
別
な
点
は
認
め
ら
れ

ま
ず
山
寄
せ
の
円
墳
で
あ
り
、

丘
陵
の
中
腹
に
築
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
既
に

墳
丘
は
大
部
分
破
壊
せ
ら
れ
て
、
僅
か
に
墳
丘
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
実
測
図
に
お
い
て
も
知
ら
る
A

通
り
、
余
り
明
瞭
な
形
を
示
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
な
か
ば
平
夷
さ
れ
た
墳
丘
上
に
、
松
の
梢
々
一
抱
え
あ
る
大
木
が
あ
り
、
前
年
火
葬

募
の
調
査
に
来
た
折
に
は
、
こ
の
松
木
は
立
っ
て

い
た
。
そ
の
切
株
を
除
去
す
る
た
め
に
、

石
室
を
堀
り
あ
て
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
石
室
は
以
前
に
一
度
掘
開
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
羨
道
に
は
天
井
石
が
な
く
、
明
に
除
去
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に

左
右
壁
も
可
成
り
崩
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
羨
道
を
掘
開
し
て
入
口
部
に
い
た
っ
て
、

そ
の
外
方
に
特
殊
な
装
置
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
廿
五
年
壇
塚
古
墳
発
掘
調
査
に

お
い
て
見
出
し
た
中
壇
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
形
は
梢
々
異
っ
て
い
る
。

そ
の
構
造
は
羨
門
の
外
方
に
、
石
室
の
床
面
と
署
々
同
高
の
平
坦
な
場
を
為
し
て
い
た

平
面
形
は
、
羨
門
を
上
に
し
た
台
形
を
為
し
、
従
っ
て
左
右
の
石
垣
は
外
方
に
向
か
っ
て

開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
、
羨
門
に
向
か
っ
て
右
方
は
、
隣
地
の
作
附
さ
れ
た
畑
に
入

る
の
で
、
調
査
は
羨
門
の
向
っ
て
右
柱
を
入
れ
て
、
そ
れ
よ
り
左
側
の
み
で
終
っ
て
い
る
。

そ
の
寸
法
は
羨
門
の
中
心
線
よ
り
と
っ
て
、
左
隅
ま
で
一
米
四

0
、
台
形
の
底
の
長
さ
は

右
中
心
線
よ
り
左
端
ま
で
二
米
一
〇
、
左
辺
が
長
さ
二
米
―
―

1
0
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の

構
造
の
全
寸
法
は
台
形
の
上
辺
二
米
八
〇
、
底
辺
四
米
二
0
、
左
右
辺
二
米
三
0
と
な
る
。

左
羨
門
を
含
め
た
左
隅
ま
で
一
米
五
〇
羨
門
は
八
〇
糎
で
あ
る
。
羨
門
左
の
石
垣
は
署
々

垂
直
で
あ
る
が
、
左
辺
の
石
垣
は
多
少
の
勾
配
が
あ
る
。

も
の
の
如
く
、
羨
門
左
の
石
垣
は
現
高
僅
に
五
〇
糎
、

い
ず
れ
も
そ
の
後
に
崩
壊
し
た

上
端
に
は
凹
凸
が
あ
り
、
更
に
上

方
に
続
い
て
い
た
形
跡
が
見
え
る
。
左
辺
の
石
垣
は
現
高
約
七
〇
糎
、
羨
門
の
石
垣
と
の

れ
て
、
特
殊
な
形
式
が
考
え
ら
れ
る
。

な
か
っ
た
。
し
か
し
発
掘
の
進
捗
に
し
た
が
い

次
第
に
思
い
が
け
な
い
装
置
が
発
見
さ
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第 3章

調
査
に
漏
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五
六
八
ノ

五
四
三
ノ

＇ ，
 

古墳の調査報告

既
掘

未
掘

既
掘＇ ＇ 

五
六
八

，
 
＇ 

未
掘＂ 

六

一
八

六

一
七

＇ ＇ 

既
掘＇ ＇ 

既
掘

未
掘＇ ＇ 

中
里
塚
古
墳

調
査
報
告

群
馬
大
学
教
授

尾
崎
喜
左
雄

中
里
塚
（
仮
称
）
古
墳
は
群
馬
県
佐
波
郡
赤
堀
村
大
字
今
井
字
三
騎
堂
六
五
八
番
地
に

あ
る
。
赤
堀
村
大
字
今
井
の
西
方
に
、
約
二
粁
ほ
ど
の
長
さ
で
、

北
よ
り
南
に
向
い
て
走

る
小
丘
陵
が
あ
る
が
、
俗
に
多
田
山
と
称
し
て
お
り
、
そ
の
陵
線
は
西
隣
の
勢
多
郡
荒
砥

村
大
字
東
大
室
と
堺
し
、
そ
の
丘
陵
の
南
端
は
東
西
に
走
る
県
道
前
橋

S
桐
生
線
で
終
わ

っ
て
、
そ
の
南
端
の
西
側
に
荒
砥
村
に
属
す
る
多
田
部
落
が
あ
る
。
こ
の
丘
陵
は
南
斜
面

よ
り
東
斜
面
に
か
け
て
、
古
墳
が
密
集
し
て
居
り
、
殆
ど
小
円
墳
で
あ
り
、
小
円
墳
の
一

大
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
丘
陵
の
中
央
、
東
斜
面
の
中
ほ
ど
に
、
中
里
塚
古
墳

本
古
墳
は
丘
陵
の
中
位
に
あ
る
が
、
東
方
は
粕
川
の
流
域
で
一
帯
に
平
坦
で
広
く
、
次

い
で
早
川
の
流
域
を
越
え
て
、
新
田
郡
笠
懸
村
大
字
鹿
の
丘
陵
ま
で
約

一
〇
粁
の
間
は
畑

及
び
田
の
耕
作
地
が
多
い
。
東
南
は
粕
川
の
流
域
で
、
次
い
て
利
根
川
流
域
に
連
り
、

城
山
南
麓
に
発
達
し
た
谷
地
の
間
に
挟
ま
れ
た
台
地
の
延
長
と
も
言
え
よ
う
。

夷
さ
れ
て
、

や

が
て
関
東
平
野
に
続
く
の
で
あ
る
。
北
へ
は
赤
城
山
麓
と
な
る
の
で
あ
り
、
本
丘
陵
も
赤

こ
の
平
坦
地
に
も
諸
所
に
古
墳
を
見
か
け
、
数
基
或
は
十
数
基
の
古
墳
群
を
形
成
し
、

中
に
は
そ
の
古
墳
群
相
互
の
境
界
も
定
め
が
た
い
ほ
ど
、
連
続
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
、
村
落
及
び
耕
地
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の
で
既
に
古
く
か
ら
破
壊
、
平

そ
の
存
在
の
全
く
不
明
に
な
っ
た
も
の
も
相
当
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
と

こ
ろ
が
丘
陵
は
近
年
ま
で
山
林
で
あ
っ
た
関
係
上
、
比
較
的
古
墳
は
保
存
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
十
年
の
調
査
に
お
い
て
は
、
赤
堀
村
内
だ
け
で
三
三
三
基
数
え
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
夏
季
の
暑
熱
の
も
と
で
実
施
さ
れ
た
た
め
に
、
草
木
繁
茂
に
よ
る
調
査
困
難

と
短
日
月
に
少
数
の
調
査
員
に
よ
る
作
業
の
過
重
と
の
た
め
に
、
山
林
地
帯
の
小
古
墳
は

今

井

田

向

9

,
 

9

,

 

五
四
三
ノ

＇ ＇ 

山
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第3章 古墳の調査報告

1 調査前（図 289)

多田山丘陵の尾根上を南北に延びる平坦地は、尾

根位置を頂部として西と東に向かってそれぞれ形成

された谷地により、尾根上平坦地で、幅 5m程度の

鞍部を形成する。そして、この鞍部を境に、尾根上

平坦地は南北に分断されている。多田山 15号墳は、

この分断された、南半の尾根上平坦地にほど近い、

南東緩斜面の標高 143m付近に存在する。

本墳は現地表において約 2~3mの盛土の高まり

が残存しており、一見して古墳と判る状況にあった。

「上毛古墳総覧」においても「赤堀村第 266号墳」

と報告されている。

盛土の高まりは東側 2/5程度は削平されていた。

だが、残存部からの復元では、直径 30m位の墳丘

規模が推定され、周辺に凝灰岩や安山岩の切石が散

在することからも、この古墳が中規模以上の終末期

古墳であることが示唆された。

また、盛土南には現地表上に直径 20m、深さ l

mのクレーター上の凹地が存在していた。これにつ

いても古墳との関連を考慮し、併せて調査すること

とした。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 290)

本墳は、 推定盛土径 28.0m、側面盛土径 24.0

m、墳丘長38.5m、側面墳丘長32.0m、全長45.5m、

側面全長 37.0mを計る、円墳である。円丘を認識

できる範囲は、盛土部のみである。盛土は 2段築成

になってり、 2段目の側面には葺石がめぐる。盛土

は、表土掘削後の確認面において、基壇より最高 2.2

m （石室掘り方底面からは 3.4m)の高さが残存し

ていた。この確認面は、石室の奥壁 2石の高さ（約1.8

m)よりも 1.0m以上も高いことから築造当時の墳

丘の高さに近いものかもしれない。

(2) 周堀 （図 290)

遺構確認面において、碁壇の周りで平面 ・勾玉形

を呈する。遺構確認面は一部ではローム面にまで下

がっていることから、築造時の地表面はこの確認面

よりも高いレベルであったとも考えられる。 ただ、

墳丘盛士の裾部のあり方や前庭の石列のあり方を考

慮すると、築造時の地表面が、遺構確認面の高さよ

りも 50cm以上も高かったとは考えられない。とす

るならば、築造時の形状は調査時（遺構確認面）の

0 1:800 20m 
I,  1 
CK-65 X=42,076 Y=-56, I 40 

図289 調査前現況地形図
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第 3章古墳の調査報告

形状と大きく異なるものとは考えられず、墳丘の南

側に全く周堀の痕跡が確認できないことも当時の状

況といえよう。よって、こうした平面・勾玉形の周

堀が本墳に付設する周堀と考える。

遺構確認面での規模は、東南側の最広•最深部で

上幅 4.0m、下幅 2.5m、深さ 0.8m、北側の最狭・

最浅部で上幅2.4m、下幅1.2m、深さ 0.2mを計る。

また、断面形状は全体的に統一感はないが、全体的

に浅い椀形を呈している。このように、周堀規模は

一律ではないが、古墳立地の緩斜面中、標高の高い

位置(142m前後）は狭く浅く、標高の低い位置（140

m前後）が広く深くしている状況がうかがえる。

覆土には、中層に浅間B軽石の純堆積が存在する。

ところで、こうした平面形状と深度の周堀では、

そこから獲得できる土量は、墳丘盛土を完成させる

に見合う土量とはほど遠い。こうした丘陵頂部に築

かれた古墳の盛土の獲得が周堀以外のどこからされ

たのか、問題点が残された。

(3)周堀内における遺物出土状況（図 291)

周堀内からの遺物出土は土器と鉄製品とが極めて

少量のみであった。

土器は須恵器・台付長頚壺の破片（器ー 7 • 11) 

が東側の周堀内から出土している。いずれも浅間B

軽石の堆積が不明瞭な箇所からの出土であるが、出

土層は浅間B軽石を含む層であることから、同軽石

降下より新しい層からの出土と考えられる。なお、

これらの須恵器はいずれも、玄室覆土出士の須恵器

片との接合関係が確認されており、本来の置かれた

位置がどこなのかは、これらの出土状況からでは特

定が難しい。

＼
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ロぅ
器ー 7

ロワ
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ロ十
c
 

゜
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図291 周堀内における遺物出土分布図
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(4)葺石（図 292)

葺石は墳丘盛土が残存する箇所では、ほぼ全体に

わたり良好に検出された。特に墳裾の西側から北側

にかけてにおいては残存が良好であった。墳裾南側

については盛土の削平が激しく、葺石列は確認でき

なかった。但し、この付近にも葺石と思われる石材

が散在していたことから、本来は葺石の敷設があっ

たものと考えられる。 よって、 本来は、石室•前庭

部を除く範囲全体に付設させていたと考えられる。

葺石は平面環形を呈する。その直径は 15.0mで

あり、直径の中心は石室奥壁の位置（図 292の＊

印付近）にある。また、復元される葺石列南端部は、

前庭の前垣・翼垣の接点に接する。

葺石列は最も残存状態が良いところで、垂直高

43cm、原位置 4段の石積みが確認された。石材は

川原石と輝石安山岩とを併用している。調査段階

において墳頂附近には葺石に使われたと思われる石

15 多田山 15号墳

材の存在は確認できなかったことから、葺石は墳丘

2段築成の変換部のみに敷設されていたと考えられ

る。

石の葺き方の特徴としては最下部の葺き石には長

さ35~45cm、幅 15~20cmの細長い石材を横

置きし、その上にこぶし大の亜円礫を葺くといった

約束事が認められる。最下部の細長い石材は、古墳

の南半では隙間なく並べられているが、北半では間

隔が 20~50cmもあいており、正面（南半）と背

面（北半）では葺き方の差が見られる。また、葺き

石の設置状況を墳丘盛土との関係でみると、 1次盛

土（図 292の 1層）構築後、 2次盛土（同左 2層）

構築時に敷設したことがうかがえる。なお、最下部

の石材は、下半分が 2次盛土によって埋め込まれて

いるのが一般的であり、場所によっては全体が埋め

込まれている状況にある。
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図292 葺石平・断面図
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第3章古墳の調杏報告

3 石室前土坑

(1)現地表での状況

この遺構は現地表面において、クレーター状に凹

地になっていた箇所である。調査前の時点では、こ

の凹地が本墳と有機的関係にある証拠はなかった。

しかし、墳丘盛土の獲得場所が周堀だけでは不十分

であることや、この凹地が古墳のすぐ南に存在する

という状況を考え合わせ、この遺構を多田山 15号

墳関連遺構と仮定した調査を実施した。

(2)概要（図 293• 294) 

調査の結果、 この遺構が多田山 15号墳の関連遺

構である証拠がとれたため、 「石室前土坑」という

名称をつけた。関連遺構と考えた根拠は 3つある。

1つ目は「墳丘との位置の有機性石室」である。

この遺構は古墳のほぼ南、石室開口部のほぼ正面に

あるという事実である。2つ目は 「構造 ・機能の有

機性」である。本遺構の掘り方面には古墳に向かう

スロープが存在している。3つ目は、 「出士遺物の

同時存在性」である。前庭出土遺物と同種の須恵器

（台付長頚壺）が凹地内から出土している。

この遺構は平面が楕円形を呈する。その規模は、

長径 23.5m、短径 16.4mである。張り床が施さ

れている。深さは張床面の最深部までは約 l.0m、

＼ こ→か。今 ～ ◇ 0 - ごヘーシ

Im 

F-

臼十
c
 

匝

0 1 : 200 5m 
l l 

CP-65 X=42,076 Y=-56,120 

図 293 石室前土坑平面図
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第3章 古墳の調査報告

掘り方面の最深部までが1.6mを計る。

張り床面での状況としては、凹地は断面皿形を呈

し、凹地中央付近には平坦面が存在する。そして、

その平坦面の一部には 4.0mX  2.5 mの平面範囲で

炭化材が散在していた。その炭化物層の直下には、

被熱が認められる土坑が存在した。

埋没土の堆積状況には、人為的埋め戻しは認めら

れず、自然埋没と考えられる。覆土の中層に浅間B

軽石の純堆積が良好に認められた。なお、この遺構

では、浅間B軽石降下以降の、凹地の 2次利用痕跡

は認められない。強いてあげれば、浅間B軽石直上

から鉄製品 2 （鉄鏃：鉄ー 91・92)が出土している。

(3)石室前土坑内における遺物出土状況（図 295• 296) 

本遺構内からの出土した土器には、須恵器・台付

長頚壺（器ー 5• 6)および瓶の口縁（器ー 4)、

その他には壺．瓶類の細片がある。

これらは一部の細片を除くと、全てが石室前庭に

近いエリアに分布が集中している。しかも、出土面

が張り床直上である。前庭出土の同器種との接合関

係は認められないものの、土器の帰属時期を考慮す

ると、石室前庭機能時期との同時期性がうかがえる。

また、凹地平坦面からは、炭化材が散在して出土

した（図 295の破線範囲内）。これらの炭化材は、

検出当初は炭窯を想定して調査を行ったが、炭窯の

¥ --oo-―忘<-9,• -迄

言／

ロ十
c
 

刀
器ー 6

゜
I : 200 5m 

CP-65 X=42,096 Y=-56.140 

図295 石室前土坑内における遺物分布図
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存在を示す遺構が伴わず、その認定が躊躇された。

一方、炭化材の分布範囲には鉄釘片がわずかながら

散在しており、その存在の説明にも苦慮していた。

ところが 炭化材分布エリアの中心付近から、炭

化物の凝集土坑（多田山 15号墳内 l号土坑）が検

出された。この土坑は、平面・円形を呈し、その直

径は 90cmである。深さ20cmほどの浅い土坑で

はあるが、中からは多量の鉄製品とそれに伴い炭化

物も出土した。出土層位は覆土中層付近に集中し、

底面から出土するものは殆どない。

出土した鉄製品は釘・釘片約 160、留金具 4、

刀子片約 10、鏃2、鈴帯金具 7である。鉄釘には

炭化物が付着しているものの、棺に打ち込まれた

15 多田山15号墳

状態と読み取れる遺物はなく、いずれもばらけた状

態で、土坑内に存在していた。遺物が何らかの容器

や袋に入っていたことを示すものは検出されなかっ

た。

この土坑からは帰属時期を示す土器の供伴は認め

られなかった。よって、直接的に土坑の年代を示す

ことはできないが、（A)浅間 B軽石層下の遺構で

あること、（B)遺構検出面が石室前土坑の張床面

であること、の 2点から「多田山VI~VIII期」の時期

のものと考えておく 。また、その機能については、

出土状況や、層位 ・数量などのあり方を考慮するな

らば、鉄釘をはじめとする多くの鉄製品は、この土

坑内に 2次的廃棄されたような状況にある。
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図296 石室前土坑内 1号土坑 平・断面図
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第 3章 古墳の調査報告

(4)石室前土坑の堀り方（図 297)

掘り方は 40~60cmの張り床土を除去すると検

出された。

掘り方の形状は張り床面検出段階の形状とほぼ

同一である。規模は変わりなく、深さだけが張り

床の厚さ分だけ増え、約 2.0mとなっている。掘削

された層は暗色帯より下にまでおよび、ハードロー

ムも根こそぎ掘り尽くした状況にある。底面は凹凸

が激しく、丘陵拮盤にある輝石安山岩も露出してい

た。

この掘り方において、この士坑の性格を決める上

での重要な遺構の検出があった。それは、土坑北斜

面（古墳に向かう斜面）に幅 2.0~3.0m、斜距離 8.0

m、斜度 13゚ のスロープである。張り床面ではそ

の存在がとらえられなかったが、掘り方を検出こと

で、その箇所だけがケズリのこされていることが判

明した。

これは、古墳との位置的関係を考慮すると、その

有機性を認めることが妥当であると考える。おそら

く、このスロープは石室前土坑の掘削土砂を搬出

するための作業道であり、その搬出の目的は古墳の

盛土獲得であると考えられる。先に述べた、多田山

15号墳の盛り土の獲得がこの土坑の掘削によって

充足されていたと考えられよう。

Iエ
＼
 

[
l
 

ロ十
c
 

も如 ． 9 応
o o寄一知心・-:4畜―-〉

l' ._,___ 

H
'
 

l:J: 

上ー・ .L 

0 1 : 250 5m 
l,  9 9,  I 

CP-65 X=42,076 Y=-56,120 

図297 石室前土坑掘り方 平・断面図

360 



4 前庭

(1)概要（図 298• 299) 

多田山 15号墳は墳丘盛土が東側約 2/5におよび

削平されており、なおかつ、周辺部には石室石材と

思しき凝灰岩や輝石安山岩の切石が散在しているた

め、埋葬施設である「横穴式石室」やそれに付設す

る 「前庭」の残存の劣悪さが懸念された。

ところが、埋没土を除去すると、石室および前庭

は平面プランがほぼ把握できる程度に基底部の壁石

が残存していることが確認された。

※ 

前庭は、平面台形を呈する。前庭長は 6.00mで

ある。各部位の計測値は、前垣幅 6.85m、西側前

垣幅 2.96m、東側前垣幅 2.95m、前垣残存高 0.60

m、西側翼垣長 7.30m、東側翼垣推定長 7.20m、

翼垣高 0.40m、先端推定幅 15.00mである。前

庭開口度は、西側開口度が 125゚ 、東側開口度が

122゚ である。先端部の仕切石は検出された。また、

床面の礫敷きも検出された。

前庭は多量の崩落石と土砂で覆われていたが、そ

15 多田山 15号墳

の中には浅間B軽石の純堆積層も確認された。

残存状況としては、前垣 ・翼垣ともに、根石は比

較的良好であったが、それ以上の石は劣悪であった。

なお、この前庭は、平面 ・台形を呈する、群馬地

域の終末期古墳に一般的な形状の前庭であるが、そ

の規模が著しく大きい点が特筆される。
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図298 石室・前庭付近調査前現況地形図
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第 3章 古墳の調査報告

(2)調査の方法

前庭は西半部分においては、床面想定レベルより

約 50cm上に、浅間B軽石の純堆積層が存在してい

ることが確認できたことから、後世の撹乱を受ける

ことなく当時の床面を検出できる可能性が高まって

いた。一方、東半は、墳丘同様、削平の影響で床面

を覆う埋没土も明らかな撹乱土であり、浅間B軽石

の堆積も認められないことから、床面の存在自体が

危ぶまれた。

本墳に先立って行われた多田山 12号墳の調査に

おいては、前庭が単に地山で形成されたものでなく、

掘り方をもち、入念な張り床をしていることが判明

したため、本墳の前庭調査においても、張り床や掘

り方の存在、さらには複数の床面の存在にも配慮し

た。また、前庭においては、しばしば土器細片が多

量に出土することもあるため、その種の出土遺物の

取り扱いについて、可能な限り対応できるような配

慮をし、調査に着手した。

※ 

前庭に縦横にサブトレンチを設定し、掘り方まで

の床の堆積状況を確認した結果、 2面の床面を確認

した。「上層床面」と 「下層床面」と呼称すること

とした。

(3)上層床面における遺物の出土状況（図 300)

上層床面は、浅間 B軽石下に存在する黒褐色土

（図 301の6層）を直上の覆土にする面であった。

遺物は全てがこの覆土の下面（＝上層床面）から

出土した。これらは士師器の細片が殆どであり、そ

の細片は極めて細かかった。破片接合は入念に行っ

たが、ほとんど個体化できない状態であった。

なお、それらの器種は識別可能範囲では全てが土

師器坪であった。破片総重量は 650gあり、その

分布は図 300の0印に認められ、ピークは同図の

●印にあった。また、前庭前列の石列の一角（▲印）

には転用された円筒埴輪の韮部が置かれていた。

(4)上層床面の状況（図 301)

上層床面には 10~15cmの平たい円礫が雑然と

敷かれていた。残存状況は必ずしも良いわけではな

いが、残存する石がほぼ均質であり、その上面レベ

ルがおおむね同ーであること、さらには床面断ち割

り断面において、同一の硬化面が連続することから、

前庭の床面と判断した。床面は前庭領域内において

は、ほぼ全域で残存しており、円礫が残存していな

い箇所でも硬化面は確認された。また上層床面は、

石室入口の仕切り石の上端面とほぼ同一レベルであ

ることも判明した。
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第3章 古墳の調査報告

(5)下層床面における遺物出土状況（図 302)

下層床面は、黒色土（図 303の2層）を直上の

覆上とする面であった。

遺物は全てがこの覆土の下面（＝下層床面）から

出土した。出土遺物には、須恵器坪蓋・身（器ー 1.

2)がある。 2点ともに破片となってこの上層床面

から張り付いた状態で出土した。接合関係と出土状

況を照らし合わせる限り、これらは破砕後にこの床

面に置かれた（まかれた？）ことが推測できる。土

師器坪類と同様に、細片での出土が多い状況は、前

庭における土器使用のあり方が示すものかもしれな

い。ほかにも、土師器 ・坪細片の出土が多い。上層

床面の遺物同様、接合率は極めて低い。出土破片の

総量は 240gであった。これらの遺物分布には前

庭内の西半に偏る傾向がうかがえ、上層床面が東半

に偏る傾向にあるのとは対照的な状況にある。

乙

(6)下層床面の状況（図 303)

下層床面は、上層床面の下、約 5cmの位置から

検出された。床面の断ち割り断面の観察において、

この黒色土層（図 303の2層）の直下に硬化面が

連続的に存在し、遺物の出土も認められたため、こ

の硬化面を床面と認定した。この面には、上層床面

で検出された様な床石は検出されず、張り床土がむ

き出しの状態であった。また、下層床面は、石室入

口の仕切り石の切り組みの下端とほぼ同一レベルで

あることも判明した。

なお、この床面の下

には、別の床面は存在

しないことから、「下

層床面」を、前庭の 1

次床面と考えることと

する。
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第3章 古墳の調査報告

(7)前庭の石積み状況（図 304)

前庭の前垣・翼垣の残存状況は悪く、立面的構造

を把握することは困難であった。だが、墓底部の石

は全体を把握できる程度には残存していた。

東西翼垣では、碁底石のみが統一的に凝灰岩を用

いている。石材の大きさは長軸 30~45cm、短軸

20~35cm、厚み 16~28cmの範囲におさまる

もので、積み方Cを用い、石材の広い面を前庭内部

に向けるように置かれている。それ以上は川原石や

輝石安山岩 ・凝灰岩をランダムに積み上げている。

前垣は基底部から上部にいたるまで、輝石安山岩

と川原石を用いて積まれている。前庭の内面に向け

られた石面はノミ等で平滑に加工されている。

前庭の南端にある仕切り石には 1段の石列が築か

れており、前庭領域を規定している。用材は輝石安

山岩と凝灰岩である。据え方は、他辺の碁底部のそ

れと同じである。仕切り石の中央（石室主軸の延長

ラインとの交点）には凝灰岩の切石を 2石据えてい

る点は特徴的である。
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15 多田山 15号墳

5
 

石室

(1)概要

している状況を考えると本来は全面円礫が敷かれて

いたと考えられる （後述するが、本墳の墳丘には裏

込め石は存在しないため、 こうした円礫が墳丘土崩

石室は、両袖型横穴式石室であり、凝灰岩の切石

を主体的に用いた所謂 「載石切組積石室」である。

石室推定長は 6.80m、玄室長は主軸位置で 3.80m、

玄室幅は中央位置で推定 2.20mである。羨道長は

主軸位置で3.00m、羨道幅は中央付近で推定1.00

mである。玄室壁の最高残存高は 2.12m、羨道壁

の最高残存高は 0.90mである（詳細計測値は後述）。

平面・立面規模を推定できるだけの石材が検出さ

れたので、残存状況はやや良好といえる。だが、天

井石は一石も存在せず、さらには墳丘盛土の削平に

伴い、玄室・羨道の東側壁石の多くが失われていた。

なお、石室石材の凝灰岩切石は盗掘の対象品になっ

ていたようで、ノコギリのようなもので切り分けよ

うとした痕跡が石室の随所に見られた。

(2)羨道部の閉塞状況

閉塞状況については、撹乱のため、なんの情報も

検出されなかった。「扉石」を想定できるような切

石の散乱も周辺では認められなかった。

(3)石室内における遺物出土状況（図 305)

石室内からは、多数の鉄釘が出土した。床面相当

の高さからも出士もあったが、 多くは覆土中からの

出土であった。なお、鉄釘の出土位置からは棺構造

の復元は不可能であった。

(4)石室床面（図 306)

床面は、玄室については後世の撹乱は認められ、

玄室東側では多くの床石が抜き取られている状態で

あった。また、 羨道については著しい撹乱の痕跡は

認められず、構築当時に近い状態が残存していると

思われる。

玄室・羨道とも、床面には舗石の上に径 2~

6cmの円礫が舗石面の上に敷かれている。調査時

において、その状況が顕著だったのは玄室南西部の

みであった。他の箇所は舗石が露出していたり、舗

石にいたるまで完全に抜き取られていたりという状

況にあった。覆土中や近隣エリアに同様の礫が散乱

落に伴う裏込め石の流入とは考えられない）。

羨門の位置の床には凝灰岩の切石による仕切り石

が敷設してある。長辺 50cmx短辺 28cm、厚さ

24cm、一部に切組加工が施された石材を 2個並べ

ている。なお、切組加工は桓構造を形作るように施

されている（但し、 この意識は下層床面の時のみ）。

玄門の位置の床からは石材は検出されなかった。

だが、抜き取られた痕跡が残存し、かつ、その痕跡

が玄門の平面 「L字」 状の突出部の幅と完全に一致

することが確認できた。よって、そうした状況から

推測すると、玄門位置の床にも羨門の位置と同様に

切石の梱石が存在していたと考えられる。
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第3章古墳の調査報告

(5)石室舗石面（図 307)

舗石面は、玄室 ・羨道ともにその存在が確認され

た。だが、そのあり方については、玄室・羨道のそ

れでは、共通点と相違点が認められた。

まず、共通点は、その舗石の形状である。ともに

扁平な石を用いている。

一方、相違点は、その石材質と大きさ、加工の有

無である。石材質については、 羨道の舗石には輝石

安山岩や川原石を用いているのに対し、玄室の舗石

には凝灰岩を用いている。玄室舗石の一部は既に抜

きとられていたが、残存具合から全面に敷設された

ものと考えられる。石材の大きさについては、羨道

の舗石には一辺8~15cm、重さ 0.1~0.8kg程度

の石材を用いているが、玄室の舗石に、 一辺が 10

~50cm、またはそれ以上、重さ 0.3~3.2kg程

度の石材を用いている。石材の加工については、 羨

道の舗石には輝石安山岩を不規則に割った程度であ

り、切石を意識した加工は見られない。ところが、

玄室の舗石には切石を意識したも多く見られ、 一部

には明確な切り組み加工の見られる切石も採用され

ている。凝灰岩を 1石ごとに観察すると、個々の石

材の加工度は低く、側壁石の加工後の残片を用いた

とも考えられるものの、羨道のそれとは明らかに仕

様が異なっており、明確な区別意識が読み取れる。

(6)舗石下の状況

舗石を除去すると、そこには石材細屑を含んだ黒

色土層が存在した。細屑の存在は、この場で石材加

工を施した証拠であり、輝石安山岩の切石（玄門と

羨門）の周囲からは輝石安山岩の細屑が、凝灰岩の

切石（側壁 ・奥壁など全面）の周囲からは凝灰岩の

細屑が多量に出土した。この石材細屑は石室石材の

仕上げ調整時にでた石屑と考えられる。さらに、詳

細な観察から、輝石安山岩の細屑層が凝灰岩の細屑

層に覆われていることが判明し、このことから、仕

上げ調整は、輝石安山岩の切石の方が先に行われて

いたことになり、まずは玄門と羨門とが、仕上げら

れたことが推定できる。

＼
 

42

丁十
=―― xy
 

゜

。

ゞ

9
0

や

ヽ

.

0
 

f

o
 

令
ǹ
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第 3章 古墳の調査報告

(7)石室の平面および立面の状況（図 308)

本石室は石室長が 6.70mの両袖型石室であり、

所謂「載石切組積石室Jである。平面・立面の詳細

状況は次の通りである。なお、各計測値は、全て根

石検出時に行ったものである。

石室開口方向 s-5° -E である。

平面規模 細部規模は次の通りである。

玄室長は主軸位置で3.80m、西側壁際位置で3.85

m、東側壁際位置で 3.65mである。玄室幅は奥壁

付近で 2.30m、中央位置で推定 2.20m、袖付近

で2.23mである。

羨道長は主軸位置で2.90m、西側壁際位置で2.90

m、東側壁際位置で 2.90mである。羨道幅は玄門

付近で推定1.00m、中央付近で推定1.00m、羨

門付近で1.00mである。

平面形状 玄室はわずかに中央部がくびれる矩形

である。羨道は、矩形の平面プランを呈する。

立面規模 玄室・羨道ともに天井石は残存してい

なかったため、計測値はすべて残存最高値である。

玄室高は、奥壁位置で 2.00m、西側壁で1.10m、

東側壁で1.10mである。玄門高は東玄門で0.60m、

西玄門は抜き取られていた。

羨道高は、西側壁で 0.70m、東側壁で 0.90m 

である。羨門は、東西とも抜き取られていた。

上記の数値から推測される石室の立面規模は、玄

室高が 2.00+ am、羨道高が 0.90+ amである。

立面形状 玄室の残存部は直立している。その状

況は東西側壁の奥壁付近が顕著である。ただし、上

位に転びをもつ「折上げ」の可能性がある。羨道は

直立している。また、主軸方向の立面形状は、所謂

「段構造」を呈すると思われる。

壁面の構成 玄室奥壁は凝灰岩の切石 2枚で面の

ほとんどを構成している。この 2石の東西脇は 30

~40cmの切石で養生されており、特に、北東・北

西角部造作用の小振りの切石との接地点を強固にし

ている。切組手法は、残存部のみだが、 5箇所で用

いられている。玄室側壁は、 一辺が 30~150cm

の凝灰岩切石で構成されている。石積みは 1~3段

370 

が確認できるが、明確な通目積とは言い難い。但し、

石積みは根石露出レベルから上に1.10 m程の高さ

で、石積みの上面がきれいに揃う。上半部は全く残

存じていないが、玄室側壁は概ね 2段構成であると

推測される。切組手法は、残存部のみだが、西側壁

で6箇所、東側壁で 5箇所、用いられている。積み

方C・Dが多用されている。玄門は、直方体の切石

で構成されている。この切石には切組手法により、

羨道部に向かって 5cmの突出部を作り出している。

西玄門の切石は上半は欠損しているため、本来の高

さは不明だが、おそらく 1石で構成されていたもの

と推測される。なお、失われた東玄門に相当する切

石が近隣に存在していた（石ー 40)。それによれば、

長軸長は 0.93mであり、これが玄門の高さに近い

と思われる。

羨道側壁は一辺が 25~100cmの凝灰岩切石で

構成されている。切組手法は、残存部のみだが、西

側壁で 2箇所、東側壁で 1箇所、用いられている。

積み方Cが多用されている。羨門は東西 2石とも失

われていた。

壁面構成の特徴としては、玄室の石積みが概ね 2

段構成を指向し、羨道高は玄室高の約 1/2である

と推測されることである。また、玄室の四つの隅部

の造作も特徴的であり、四隅とも「L」字形の切石

をはめ込み、その 1石で隅部を作り出している。

石材の種類 380頁に詳述。

石材の加工 石材の仕上げ加工は、全ての凝灰岩

切石に施されていた。そして、その加工痕は、 (A)

幅2~4cmの幅広で深さ 0.3cm以下のもの、 (B)

幅 1cm程度で深さ 0.5cm以上のものに分けられる。

この 2種については、石室完成時に見える部分には

(A)、見えない部分には(B)を施す傾向が顕著であっ

た。なお、切石の最終仕上げ加工は組み上げた後に

行われており、隣り合った石材に連続する一つのエ

具痕の存在がそれを証明している。なお、各石材面

とも平滑な「仕上げ」はなされているが、 「水磨き」

は確認されなかった。

朱線・漆喰の有無 ともに認められなかった。
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第 3章 古墳の調査報告

6
 

解体調査

(1)解体の順序

本墳の場合、前垣と羨門との石積みの関係性から

構築順序は「石室・墳丘→前庭」と判断した。 よっ

て、解体調査はその逆順に行うこととし、「前庭→

石室・墳丘」の順で実施することとした。

(2)前庭の解体（図 309)

本墳の翼垣は、まず墳丘を設置プランの形にけず

り、その後石材を据えている状況が窺えた。前垣も

翼垣と同様である。石材の設置に際しては、安定す

るように、粘質の黒色土が背後に設置されていた。

また、前庭床面には層厚 10~20cm程度の張り

床が施されていた。張り床面は、硬質の褐色土を用

いていたが、その下層土には硬質土以外にも軟弱な

層も存在した。なお、その中には凝灰岩ハツリ屑を

含む層があり、かつ、その層によって埋まった落ち

込み（＝ハツリ屑の凝集穴）も検出された。
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褐色土 かたい ローム ・凝灰岩ハッリ屑を含む（この上面が 1面）

暗褐色土 やわらかい凝灰岩のハツリ屑を含む

暗褐色土 フカフカ 凝灰岩の屑を多く含む

にぶい黄褐色土 ロームを多く含む 凝灰岩 ・暗山岩ハツリ屑を含む

褐灰色土 しまりあり 砂粒を多く含む

黒色土粘質 FA（または As-C)を含む

灰黄褐色土 しまりよわい ローム粒が主体

図 309

8 にぶい黄褐色土 しまりよわい ローム ・凝灰岩ハツリ屑を含む

9 にぶい黄褐色土 ローム粒が主体

10 にぶい黄褐色土 しまりよわい ローム粒が主体

II にぶい黄褐色土 しまりよわい ローム ・FA（または As-C)を含む

12 褐色土 しまりあり 凝灰岩ハツリ屑を僅かに含む

13 暗褐色土 しまり強い 暗色帯ブロックを多く含む

14 灰黄褐色土 やわらかい 凝灰岩 • 安山岩ハツリ屑を僅かに含む

前庭掘リ方 平・断面図
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15 多田山 15号墳

(3)墳丘・石室の解体（図 310~314)

墳丘・石室の解体に際しては、石室の主軸方向に

3箇所 (X-X'~Z-Z')、石室主軸の直交方向

に3箇所 (a-a' 

面観察を行った。

~c-c')の断割を入れ、断

その結果、墳丘と石室の構築とは連動して行われ

ていることが判明した。盛土の各層は石室構築に合

わせて盛られており、石材を積む毎に盛土を平行し

て行っていたものと考えられる。

土の種頚 「黒色土」「暗褐色土」「明黄褐色土」

に分離でき、それぞれは土質の硬軟によってさらに

分離できる。加えて、暗色帯ブロック層も存在する

ことから、 7つの土層にわけることができる。いず

れも、地山に存在するものであり、

掘削土を用いたと思われる。

よって、周堀の

最も多い使用土は 「黄褐色土」であり、次には「暗

褐色土」である。

以上の層が多い。

盛土の質 硬質系土は石室周辺の盛土に集中し、

その下位には特に集中する。軟質系土は盛土上位に

位に］忍められるほか、石室位置から離れた盛土部に

は多く使われている。暗色帯ブロック層は極めて硬

質であるが、石室天井付近に限定的に認められる。

盛土の順序 盛土順序は、まず硬質土を奥壁付近

と羨門付近から盛り始め、その後、石室掘り方が埋

まりきる高さまではほぼ水平に盛る。旧地表面から

上の盛土は石室位置から周辺部に向けて均質的に硬

質土と軟質土を盛っている。天井位置になると暗色

帯ブロックを石室範囲のみに盛り、再び軟質土を盛

る。その後、墳丘の段築を構築するために、盛土周

辺に軟質土を主体とした拮壇状の盛土を構築する。

裏込石の有無 凝灰岩の割石は石室裏側、特に石

材同士の隙間に僅かに存在した。これは石室石材の

加工屑と思われ、その転用と考えられる。

盛土の単位 ー単位の層厚は 5~40cmと、様々

である。相対的には、盛土上位は一単位が 10~

20cm以下の層が多く、盛土下位は一単位が 10cm

石材チップの有無 盛土中から凝灰岩のチップが

多量に検出された。それは掘り方底面から1.6m程

の高さまでであり、それ以上では検出されなかった。
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第 3章 古墳の調査報告

(4)石室石材（図 315~320・表 40)

石室の解体に際して、石室を構成する各石材につ

いて観察を加え、その特徴の抽出を試みた。その特

徴は次の通りである。

石材種類 凝灰岩を主体的に用い、僅かに輝石安

山岩を用いる。

石材規模 石材重量は 10.0~2,100.0kgを測る。

200kg以上の重量のものは 15石（うち 400kg以

上のものは 8石）であるが、 100kg以下の重量の

ものも 20数石あるのみである。巨石の使用は客体

的ではない。

石材形状 主体をなす形状はキャラメル形とサイ

コロ状のものである。

石材加工 全ての石材が加工してあるが、加工具

合は異なる。凝灰岩の露出面は加工痕A・B、側面

は加工痕B、背面は加工痕Bまたは粗割のみである。

輝石安山岩は露出面・側面は加工痕C、背面は粗割

のみである。

石材の諸属性と積み方の関係 奥壁には凝灰岩

のサイコロ形を呈する、約 1,000kg以上の石材を

用い、積み方C・Dを採用している。玄室・羨道側

壁には主に凝灰岩のキャラメル形を呈する、 200kg

以上の石材を主体的に用い、積み方Cを多用してい

る。特に東壁ではこうした巨石による面構成が顕著

である。根石は全て 200kg以上の凝灰岩・切石で

あり、西壁のように 100kg以下の切石で間を埋め

る積み方は見られない。また、積み方は 「間知積み」

であり、背面の処理も他石室のそれより丁寧である。

33 
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加工痕A(S=1:4)

加工痕B (S=1 :4) 

：ゞ：．、～ぶ!"'+.:,_．コな．t:

加工痕C (S=1 :4) 

図315 石室石材番号図（左） ／加工痕A~C （右）
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15 多田山 15号墳

表40 石室石材観察表

重鼠 縦長 横長 奥行 切組
番号 石質 位置 llllI巖 摂み方 備考

(kg) (cm) 有無 内容

l 凝灰岩 羨道東側壁 310 77 60 50 AB C 

゜
左束角．l ほぼ直方体。背面は細調整なし

2 凝灰岩 羨道東側壁 255 93 60 50 AB C 

゜
右上角 •1 三角立法体状。背面は削りっぱなし

3 凝灰岩 羨道西側壁根石 69 18 55 39 B B X - ほぽ直方体。背面は細調整なし

4 凝灰岩 羨道西側壁 56 25 42 45 B C X - ほぽ直方体。背面は細調整なし

5 凝灰岩 羨道西側壁 377 75 72 60 AB C 

゜
右上と左下に 1箇所づつ 背面は削りっぱなし

6 凝灰岩 羨道西側壁 370 
100 

90 34 AB C 

゜
左上角・・1 背面は削りつばなし。

(70) 

7 凝灰岩 西玄門 192 
100 

35 52 A C 

゜
羨道向きに縦 l箇所 ほぽ直方体。背而・底面は細調整なし

(70) 

8 凝灰岩 南西角 53 45 25 41 B C 

゜
内方向に縦 I,右上角 l ほぽ直方体。背面は細調整なし

， 凝灰岩 玄室西側壁 1,430 130 120 65 AB C 

゜
右上角・・ I, 左角下 •••2 ほぽ直方体。背面は細調整なし

10 輝石安山岩 玄室西側壁 230 35 65 50 C X -
ほぼ直方体。右側面が丸みを持つ。背面は細調整ない。

原位置不明慮

11 凝灰岩 玄室西側壁 46 20 58 33 A B X - ほぼ直方体。背面は細調整なく，丸みあり

12 凝灰岩 玄室西側壁 119 32 70 50 A B X - ほぽ直方体。背面は細調整なく ，丸みあり

13 凝灰岩 玄室東側壁 82 35 40 48 B C x - ほぼ直方体。背面は細調整なく，丸みあり

14 凝灰岩 玄室東側壁 I 10 40 43 63 B D 

゜
左上角・・l ほぼ直方体（砲弾型？）背面は細調整なし。切組部が一部欠損

15 凝灰岩 玄室東側壁 1,698 115 155 69 AB C 

゜
右上角 •2, 左角下 1 ほぽ直方体。背面・底面は細調整なし

16 凝灰岩 玄室東側壁 124 35 45 49 A C X - ほぽ直方体。背面は細調整なく，丸みあり

17 凝灰岩 北西角 87 40 38 40 A C 

゜
真ん中・・1 L字型。玄室コーナーに採用。背面に細調整なし。

18 凝灰岩 北西角 22 20 28 40 AB A 

゜
右上角・・1 し字型直方体。背面は細調整なし

19 凝灰岩 北西角 21 20 33 30 AB A 

゜
変則的に 2箇所 変則 L字型

20 凝灰岩 玄室西側壁 18 15 31 30 B B X - ほぼ直方体。背面・底面は細調整なし

21 凝灰岩 玄室東側壁 799 80 115 60 AB D X - ほぼ直方体。背面は細調整なし

22 凝灰岩 玄室東側壁 284 35 65((60) 80 A B X - ほぽ直方体。背面は細調整なし

23 凝灰岩 玄室東側壁 416 85 85 65 AB C 

゜
右上角・・・l 三角立法体状。背面は削りっぱなし

24 凝灰岩 玄室東側壁 40 20 35 40 A A X - ほぼ直方体。背面は細調整なし

25 凝灰岩 玄室西側壁 1,825 135 158 90 AB C 

゜
左角上•3, 右角上•2 ほぽ直方体。背面は細調整なし

26 凝灰岩 玄室北東角 I 16 40 67 45 A C 

゜
真ん中・・1 し字型。玄室コーナーに採用。背而に細調整なし。

27 凝灰岩 玄室北東角 106 32 56 60 B C 

゜
真ん中 l し字型。玄室コーナーに採用。背面に細調整なし。

28 凝灰岩 玄室東側壁 18 18 13 38 B C X ほぼ直方体。背面・底面は細調整なし

29 凝灰岩 奥壁上段 997 92 
153 

62 A C 

゜
右上角 l 

右側が欠損しているが，組み合わさる石材との関係か

(124) ら，横長を推定した。背面が削りっぱなし。

30 凝灰岩 奥壁下段 2,100 120 190 70 AB C 

゜
左上角 ］，右上角•2 ほぽ直方体。背面は細調整なし

31 凝灰岩 奥壁西端 102 37 37 40 A D X ほぼ直方体。背面は細調整なし

32 凝灰岩 玄室北西角根石 36 23 50 38 B B X 三角立法体状。背面は細調整な し

33 凝灰岩 玄室北西角 14 27 26 23 B A X ほぼ直方体。背面は細調整なし

34 凝灰岩 奥壁根石 10 21 31 27 B A X 三角立法体状。背面は細調整なし

35 凝灰岩 玄室北東角 12 20 43 21 B D 

゜
真ん中・・・l L字型不正体。背面は細調整なし

36 凝灰岩 羨門床石 57 33 49 25 A 

゜
真ん中 l ほぽ直方体。背面は細調整なし

37 凝灰岩 羨門床石 63 32 52 25 A 

゜
真ん中 l ほぽ直方体。背面は細調整なし

38 凝灰岩 玄室西側壁根石 13 47 30 13 B B X ほぼ直方体。背面は細調整なし

39 輝石安山岩 西羨門根石 44 40 36 14 B B X 直方体平石状。背面は凸レンズ状。

40 羅石安山岩 羨門 555 153 50 36 C 

゜
上部に 2カ所。一つは

ほぽ直方体。底部は粗ケズリ。転石。
斜めに入る。

41 凝灰岩 玄門？ 350 90 68 36 A 

゜
タテ l力所 ほぱ直方体。背面は粗ケズリのみ。転石。
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(5)石室構築面 （図321)

石室構築面とは、石室掘り方内に施された張り床

のことである。この面造成の目的は、掘り方の凹凸

面の水平化であると思われる。よって、その厚さは、

掘り方底面の凹凸の状況に応じて、層厚が 0.05~

0.30 mと様々であり、全く施さない箇所もある。

この構築面の状況は断面d-d'~f-f'で知

ることができる。使用している土は、ロームを主体

とする 「黄褐色土」であり、硬質土である。面その

ものがあまり厚みを持たないため、墳丘盛土のよう

に細かな層が何層も重なる状況は見られない。しか

し、その硬度は相当なものであった。この面の存在

範囲は、石室掘り方全域に及んでおらず、北端は石

室玄門に相当する位置までであり、そこから北に関

しては、全く施されていない。また、南端は、石室

羨門位置より約 1.0m南の位置までである。東西端

は掘り方の立ち上がり位

置まで及んでいる。

構築面には、凝灰岩と

輝石安山岩のハツリ屑が

厚さ1.0~3.0cmほど堆

積しており、この構築面

上が石材最終加工のため

の作業場として機能した

ことが推測できる。さら

に、分布するハツリ屑の

種類や濃薄具合から加工

時の状況を窺うことが可

能である。それは一つに

は、ハツリ屑の種類から

の推測である。石室根石

を除去した箇所からのハ

ツリ屑は構築時の状況を

そのまま残しているもの

といえる。それによれば、

凝灰岩のハツリ屑の分布

15 多田山 15号墳

（図 321の濃い トーン部）は石室全域に及んでいる

のに対し、輝石安山岩のハツリ屑の分布（図 321

の薄いトーン部）は羨門部周辺にしか認められな

い。つまり、このことは、本石室においては玄室部

における輝石安山岩の使用はほとんど認められない

というを示している。また羨門付近に輝石安山岩の

ハツリ屑が集中的に分布する状況からは、調査時に

は既に失われていた羨門が、輝石安山岩製ものもの

であったことが推測できる。

もう一つは ハツリ屑の分布の濃薄から石材の設

置順を知ることが可能である。奥壁 ・玄門 ・羨門の

下には細屑は存在しないことから、これらの設置以

前にはこの場で石材の加工が行われていない可能性

があり、そのことはこの構築面に最初に持ち込まれ

た石材が、これらの用材であったことを示す可能性

も考えらえるのである。

"I 

叫

※各ポイントに対応する断面図は 388頁にあり

゜
1: 100 3m 

CT-72 X=42,l04 Y=-56,104 

図321 石室構築面平面図
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第 3章古墳の調査報告

(6)石室掘り方 （図322)

掘り方は、平面形が隅丸の矩形を呈する。また、

その規模は、南北長約 9.2m、東西長 6.7m、地山

面からの深さは最深 0.9mの規模を持つ。掘り方の

四方とも明瞭な方をもつ。但し、南の方については

確認できる深さは 0.3m程度しかない。この浅い掘

り込みの範囲は、ちょうど前庭の掘り方の範囲に重

なる。前述の通り、本墳の構築順は「石室→前庭」

であることから、掘り方の掘削もそれに連動するも

のと想定するならば、石室の掘り方の浅い箇所は、

前庭掘り方掘削時に失われたものと考えることも可

能である。

掘り方の底面は、北半分平坦であり、僅かな凹凸

が認められるだけである。おそらく工具によって平

るI

u

l

 

ot
 

゜

e 

0 1 : 100 3m 

CT-72 X=42,104 Y=-56,104 

， 
e 

l 凝灰岩と安山岩のハツリ屑が混在するの凝集附

2 凝灰岩のハツリ屑屑

3 明黄褐色土 かたい ロームプロックが主体

4 にぶい黄褐色士 しまりあり ロームプロックと暗

色帯ブロックの混土

5 黄褐色士 しまりややあり ローム粒が主体

上． f
-

L=l41.50 

図322 石室構築面平面図
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坦化したものと考えられる考えられるが、エ具痕は

認められなかった。これに対し、南半分は、底面は

凹凸が激しかったものの、エ具痕と考えられる明瞭

な痕跡は認められなかった。また、掘り方底面や石

室構築面を形成するためにこの掘り方を埋めた土の

中からは、凝灰岩や輝石安山岩の岩片やハツリ屑の

出土が皆無であった。したがって、掘り方掘削時以

降、石室構築面完成以前においては、石材の加工や

搬入はなかったと考えられる。なお、多田山 12号

墳の掘り方底面に認められたような明らかなピット

や不整形土坑なども検出されなかった。

15 多田山 15号墳

(7)墳丘盛土下地山面（図 323)

墳丘盛土を除去すると、地山面が検出された。そ

の検出範囲は南北約 25.0m、東西約 27.0mの範

囲である。石室掘り方は、この地表面検出範囲のほ

ぼ中央に位置する。

地山面には、規則的な等高線が認められ、縁辺部

における弧状の掘り込みなど人為的行為の痕跡が確

認できないことから、この地山面を自然地形（＝旧

地表面）と考えることができる。

なお、 この墳丘盛土下地山面からは、遺物の出

土は認められなかった。

＼
 

／こニニロシ---
／ 

／ 

｀`` ヽ

‘ ヽ

／ ／ ／ ／ 

＼ 

ミ宣
□
十
c
 

／
 

／
 ／

 ＇／
 ク

0 1 : 300 10m 
1,  1 
CV-71 X=42,!00 Y=-56,104 

図323 墳丘盛土下地山面平面図
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第3章 古墳の調査報告

7 出土遺物

(1)土器（図 324・表 41)

須恵器・坪蓋（器ー 1)は口径 12.3cm、高さ 2.7cm

を測る。天井に環状摘みをもち、端部より僅か内側

に短いカエリをつける、小型の坪蓋である。内外面

に多量の自然釉が付着している。摘みとカエリは貼

付している。

須恵器・坪身（器ー 2)は口径 12.0cm、高さ 3.4cm

を測る。口縁は直線的に外斜し、端部は丸く収まる

平底坪である。底部はヘラおこし。須恵器坪蓋（器

-1) とはセッ ト関係にある。

須恵器 ・台付長頚壺の台部（器ー 3)僅かに外反

して開く台部である。底部の床面との接点は、内側

端部のみ。付け商台である。

須恵器 ・ロ頚部（器ー 4 • 6)は口縁は僅かに外

反して開くもの（器ー4) とと長頚部は細く直線的

に開くもの（器ー 6)がある。

こ三モへ
器ー 1

〖-----cニ―

パ

須恵器 ・台付長頚壺（器ー5)は残存高 9.5cm

を測る。長頚部は欠損し、体部は上位に最大径をも

ち、肩が張る。肩部には、最大径部に 1条の沈線を

めぐらす。台部は短く、外反して開く 。高台端部内

面には 1条の沈線がめぐる。高台は付け高台である。

須恵器・台付長頚壺 （器ー 7)は長頚部は欠損し、

体部は上位に最大径をもち、 肩は張る。肩部には、

最大径部に 2条の沈線をめぐらす。さらにその上

位にヘラ描の線刻が 1周めぐる。台部は欠損。

須恵器 ・台付長頚壺（器ー 8)は長頚部は欠損、

体部は上位に最大径をもつと推定。台部は欠損。

須恵器 ・台付長頚壺の台部（器ー 9)は台部は短

く、外反して開く高台は付け高台。

須恵器 ・台付長頚壺の台部（器一 l0)台部のみ。

外反して開く 。外面端部には面を持つ。貼り付け

須恵器 ・坪蓋（器ー 11)は口縁端部のみの小片。

端部は下方に折れ、丸く仕上げる。

器ー 3

l

,

,5
 

必
器ー6

器ー 5

器ー4

器ー 2

ヽ‘‘ → 器ー9、

ヽヽ I :::~ 

器ー10

ー 、
器ー 7

器ー8

‘、 9/-=]
器一II

0 1:4 10cm 

図324 土器
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15 多田山 15号墳

表41 土器観察表

番号
出土

器種
法旦(cm)

形態及び成整形の特徴 色調 焼成 胎土 備 考位置 ロ・底・高

形態 天井に環状摘を貼付。天井からやや内湾気味に下り、端 内外面に緑色

1 前庭
須恵器 12 3/- 部近くでやや外反する。端部は丸く仕上げる。端部より僅か内 灰白 良好

砂礫を含む
の自然釉？が

坪蓋 /2 7 側に短いカエリをつける。成整形。天井部は回転ナデ、上位1/3 色 硬質 多星に付着完
は回転へう灯リを施す。内面も不定ナデ。摘みとカエリは貼付。 形

須恵器 12.0/8.2 
形態 口縁は直線的に外斜し、端部は丸く収まる。腰部は僅か

灰白 良好2 前庭 に面を持つ。平底。成整形’輛櫨成形。底部はヘラおこし。そ 砂礫を含む
坪身 /3 4 

の後、緑辺部をヘラケズリ？ ？ 
色 硬質

前庭及 須恵器
-/13 0/ 

形態台部は短く、僅かに外反して開く 。高台端部外面に巾 9mm
灰白 良好

きめ細か
3 び前土 台付長 の面取りがほどこさめぐる。底部の床面との接点は、内側端部 い砂礫僅 台部のみ残存

坑 頚壺
40~ 

のみ。成整形 ナデ調整。高台は付け高台。
色 硬質

かに含む

石室前
須恵器

12 2/- 形態＇口縁は僅かに外反して開く 。端部は細く仕上げており、 灰白 砂礫を多 内外面に自然4 瓶？の 良好
土坑

口緑
/9 6~ 上端部に浅い沈線が 1条めぐる。成整形 回転ナデ。 色 く含む 釉が掛かる

形態’長頚部は欠損・体部は上位に最大径をもち、肩は張る。
胎土はや

石室前
須恵器

ー／13.0/
肩部には、最大径部に 1条の沈線をめぐらす。台部は短く、外

灰白 良好 や粗。砂礫
自然釉が部分

5 
土坑

台付長
15 5~ 

反して開く 。高台端部内面には 1条の沈線がめぐる。成整形．
色 硬質 を多く含

的に僅かに掛
頚壺 体部から台部まで、ナデ調整を基本とするが、体部下半のみ、

む
かる

回転へらけずり調整。高台は付け高台。

石室前
須恵器

9.5/X 形態．長頚部は細く直線的に開く口縁端部には僅かな面取りが 灰白 良好
きめ細か

口頚部の一部6 台付長 い砂礫僅
土坑

頚壺
/13 5~ 施されている。成整形 ナデ調整を基本とする 色 硬質

かに含む
のみ残存

須恵器
形態 長頚部は欠損・体部は上位に最大径をもち、肩は張る。

きめ細か 自然釉が部分
7 周堀 台付長

-/-/ 肩部には、最大径部に2条の沈線をめぐらす。さらにその上位 灰白 良好
い砂礫僅 的に僅かに掛

頚壺
にヘラ描の線刻が 1周めぐる。台部は欠損。成整形：体部から 色 硬質

かに含む かる
台部まで、ナデ調整。

須恵器
-|-| 形態 長頚部は欠損・体部は上位に最大径をもつと推定。台部 灰白 良好

きめ細か 自然釉が部分
8 周堀 台付長 い砂礫僅 的に僅かに掛

頚壺
は欠損。成整形．体部から台部まで、ナデ調整。 色 硬質

かに含む かる

前庭及び
須恵器

ー／135/ 形態．台部は短く、外反して開く 。高台端部外面に巾7mmの面 灰白 良好
きめ細か， 台付長 い砂礫僅 台部のみ残存

前土坑
頚壺

2 0~ 取りがほどこさめぐる。成整形＇ナデ調整 。高台は付け高台。 色 硬質
かに含む

石室前
須恵器 -/- 台部のみの小片。外反して開く 。外面端部には面を持つ。貼り 灰白 良好

きめ細か
10 台付長 い砂礫僅

土坑
頚壺

I 131 付け 色 硬質
かに含む

須恵器
19.6 I 

灰白 良好 砂礫を含II 墳丘
坪蓋

-/ 口縁端部のみの小片。端部は下方に折れ、丸く仕上げる。
色 硬質 む
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第3章 古墳の調査報告

(2)鉄製品（図 325~329・表 42• 43) 

釘（鉄一 l~58 • 69~80 • 93~192)は概ね

3種類に分類できる。

一つ目（「釘 A」）は、平釘で長さが 7.0~

9.0cm、断面が 1辺 0.4~0.7cmの四角形を呈

している l群である（鉄ー 1~58 • 79 • 171 • 

192)。釘Aは何れも使用痕跡があり、釘頭が叩かれ、

その状態は断面L字形を呈する。木質が残存するも

のもあり、何れも炭化していない。付着した木質は

木目の方向は分かるものも多い。

二つ目（「釘 B」）は、平釘で長さが 4.0~

6.5cm、断面が 1辺0.2~0.3cmの四角形を呈し

ている 1群である（鉄ー 74の一部・ 93~170• 

172~191)。釘Bも何れも使用痕跡があり、釘頭

が叩かれ、その状態は断面L字形を呈する。木質が

残存するものもあるが、何れも炭化している。また、

使用痕跡が認められるにも関わらず、使用状態とは

思えない形状で2個体が錆びついているものもある

（鉄ー 74• 188)。

三つ目（「釘C」)は、方形の釘頭がつく釘で、長

さが 5.0~6.0cm、断面は 0.4~0.6cmの四角形

を呈し、先端が二股に分かれる 1群である（鉄一

69~78 • 80)。釘Cもいずれも使用痕跡が認めら

れ、先端部の二股部が折り曲げられている。なお、

この箇所には留め金具を伴わせている。また、使用

痕跡が認められるにも関わらず、使用状態とは思え

ない形状で 2個体が錆びついているものもある（鉄

-69. 74)。

釘A~Cは、形状の特徴差以外にも、いくつかの

点で差違が認められる。一つ目の差違は、釘A・B

には何れも木質が付着しているものがあるが、釘A

に付着する木質は何れも炭化していないのに対し、

釘Bに付着する木質は炭化しているという点であ

る。二つ目の差違は、何れも使用痕跡が認められる

にも関わらず、釘Aは全て単独資料であるのに対し、

釘B・Cは二つの製品が使用状態とは思わない形状

で錆びついているという点である。三ツ目の差違は、

釘A・Bは留め具を伴わないのに対し、釘Cは留め

392 

具を伴うという点である。四つ目の差違は、釘Aは

被熱の痕跡が認められないのに対し、釘B・Cは被

熱の痕跡が認めれるという差違である。以上のよう

な差違は、各釘の使用目的や性格の差違が反映して

のものであると思われる。

刀子片と思われる鉄片（鉄ー 59~68は残存長

が1.0~2.7cm、巾が1.0~2.0cm、厚さが 0.1

~0.15cmを測る。

舘帯金具には、平面・半円形を呈するもの（鉄一

81~84) と平面・方形を呈するもの（鉄ー 85~

87)の2種類がある。前者については、表金具の

外形規模は縦長は 2.2cm、横長は 2.8~2.9cmで

あり、横長の垂孔を伴う。垂孔の規格は若干異なり、

縦長0.5~0.6cm、横長は1.1~1.5cmと巾があり、

表金具に開けられる位置も若干異なる。裏金具も同

規模であり、同じ形状の垂孔を伴う。両者は脚鋲で

留められている。両者の間に木質が遺存するもの（鉄

-84)もある。後者については表金具の外形規模

は縦長は 2.5~2.8cm、横長は 2.7~2.8cmであ

り、横長の垂孔を伴う。垂孔の規格は若干異なり、

縦長 0.5cm、横長は1.2~1.4cmである。裏金具

は僅かに規模が小さいが同形であり、同じ形状の垂

孔を伴う。両者は脚鋲で留められている。なお、鉄

-86には留金具が錆びついて付着している。

留金具（鉄ー 86の一部・ 88~90)は、 1辺が

2.0~2.5cmの方形を呈する。厚さは0.1cmである。

何れにも鋲孔が開けられているが、その位置や孔数

は統一されていない。鋲が付着したままのもの（鉄

-86の一部・ 88)もある。

鉄鏃（鉄ー 91• 92)はともに一部が欠損してい

る。鉄ー 91は片刃鏃であり、残存長 11.3cm、刃

長 2.5cm、刃巾 0.8cm、刃厚0.2cmを測る。僅か

な撫で関が認められる。鉄ー 92は短頚三角形鏃で

あり、残存長 13,4cm、刃長 3.6cm、刃巾1.5cm、

刃厚 0.3cm、頚長 3.7cm、頚巾 0.6cmを測る。台

形関である。
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図325 鉄製品(1)
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15 多田山 15号墳
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第3章古墳の調査報告

表42 鉄製品観察表（1)

番
種類

全長巾

貪 樹種 出土位岡 備 考方ロ
(cm) 

番
種類

全長 巾

合 樹種 出土位四 備 考可ロ
(cm) 

I 釘 6 9 + I 0 X 玄室 51 釘 2 9 + X 玄室

2 釘 7.8 0.8 X 玄室 52 釘 3 2 + 08 

゜
針葉樹 玄室

3 釘 80 1 0 X 玄室 53 釘 31 + 0 7 X 玄室

4 釘 6.4 1,2 X 玄室 54 釘 2 6 + 

゜
針葉樹 玄室 分析番号． C-10

5 釘 6 8 + 09 X 玄室 55 釘 31 + X 玄室

6 釘 8.7 + 1.5 X 玄室 56 釘 64 + 10 X 玄室

7 釘 3 3 + ？ X 玄室 57 釘 5 2 + 09 X 前庭

8 釘 43 + I 0 X 玄室 58 釘 4 2 + 

゜
針葉樹 前庭， 釘 6.6 + l,0 X 玄室 59 刀子？ 3.0 + I 2 X 前庭

IO 釘 2 3 + 

゜
玄室 60 刀子？ I 9 + I 0 X 前庭

II 釘 48 + 08 X 玄室 61 刀子？ 2.5 + l,2 X 前庭

12 釘 8 I + 

゜
針葉樹 玄室 62 刀子？ 2 2 + 1 7 X 前庭

13 釘 5 8 + X 玄室 63 刀子？ 1.6 + 1.4 X 前庭

14 釘 8 5 I 0 

゜
針葉樹 玄室 64 刀子？ 2 6 + 1 4 X 前庭

15 釘 6 3 0 7 X 玄室 65 刀子？ 2.5 + 1.3 X 前庭

16 釘 7 5 + 09 X 玄室 66 刀子？ 2 3 + 14 X 前庭

17 釘 49 + 08 X 玄室 67 刀子？ 2.7 + 2.0 X 前庭

18 釘 4 7 + 09 X 玄室 68 刀子？ IO+ 13 X 前庭

19 釘 66 0 7 

゜
針葉樹 玄室 69 二股釘 56 I 0 X 1号土坑

別の二股釘片が付
着・留金具あり

20 釘 2 4 + 08 X 玄室 70 二股釘 54 0.9 X 1号土坑 留金具あり

21 釘 2 6 + X 玄室 71 二股釘 5 2 11 X 1号土坑 留金具あり

22 釘 3.7 + 0.7 X 玄室 72 二股釘 4.5 1.0 X 1号土坑 留金具あり

23 釘 3 2 + 

゜
針葉樹 玄室 73 二股釘 50 07+ 

゜
l::'.ノキ 1号土坑

分析番号 C-12• 
留金具あり

24 釘 3 6 + 11 

゜
針葉樹 玄室 74 二股釘 3 2 + X 1号土坑 釘が付着 ・留金具あり

25 釘 68 09 X 玄室 75 二股釘？ 3 0 + I 0 X 1号土坑

26 釘 4 6 + X 玄室 76 二股釘？ 2 8 + I 0 X 1号土坑

27 釘 74 08 X 玄室 77 二股釘 2 8 + X 1号土坑 留金具あり

28 釘 3 2 + X 玄室 78 二股釘？ 2 2 + I 0 X 1号土坑

29 釘 46 + 09 X 玄室 79 釘 41 + I 0 X 炭化物分布域

30 釘 3 8 + X 玄室 80 二股釘？ 3 I + I 0 

゜
炭化物分布域

31 釘 3 4 + X 玄室 81 丸鞘 29 2 2 X 1号土坑

32 釘 4 6 + 09 X 玄室 82 丸輌 29 2 2 X 1号土坑

33 釘 3 3 + X 玄室 83 丸鞘 29 2 2 X 1号土坑

34 釘 5 9 + 

゜
針葉樹 玄室 分析番号 'C-6 84 丸輌 2.8 2 2 

゜
炭化物分布域

35 釘 4 I + I.I X 玄室 85 巡方 2.8 2 7 X 1号土坑

36 釘 19 + 09 X 玄室 86 巡方 2 7 2 5 X 炭化物分布域 留金具付着

37 釘 8.4 1.0 X 玄室 87 巡方 2.7 2 6 X 炭化物分布域

38 釘 8 1 09 X 玄室 88 留金貝？ 2 2 2 2 X 1号土坑 鋲付消

39 釘 2.6 + X 玄室 89 留金具？ 1.9 2.5 X 1号土坑

40 釘 3 9 + 

゜
玄室 90 留金具？ 2 3 2 I+ X 炭化物分布域

41 釘 2.8 + 

゜
玄室 91 鏃 11.3 + 0.8 X 覆土 浅間B軽石混土中

42 釘 5 0 + 09 X 玄室 92 鏃 14 0 + 14 X 覆土 浅間B軽石混土中

43 釘 4 5 + 0.8 X 玄室 93 釘 5.3 09 X 1号土坑

44 釘 3 9 + I 2 

゜
針葉樹 玄室 分析番号 C-9 94 釘 44 + I 0 X 1号土坑

45 釘 7.4 + l,2 X 玄室 95 釘 3.8 + 0.8 

゜
針葉樹 1号土坑

46 釘 2 9 + I 0 X 玄室 96 釘 52 I 0 X l号土坑

47 釘 2.5 + X 玄室 97 釘 3 I + X 1号土坑

48 釘 2 I + 0 7 X 玄室 98 釘 41 + X 1号土坑

49 釘 3.9 + X 玄室 99 釘 3.0 + I 0 X 1号土坑

50 釘 8 5 + X 玄室 100 釘 47 I I X 1号土坑
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表43 鉄製品観察表（2)

番
種類

全長 巾

腐 樹種 出土位置 備 考方にコ
(cm) 

屑 種類
全長 巾 木

樹種 出土位盟 備 考
(cm) 質

IOI 釘 2 3 + 08 X 1号土坑 151 釘 5 I 09 

゜
ヒノキ 1号土坑 分析番号 C-14 

102 釘 3.6 + 1.0 X l号土坑 152 釘 4.6 I 0 

゜
針葉樹 1号土坑

103 釘 3 5 + l 2 X 1号土坑 153 釘 52 11 

゜
ヒノキ 1号土坑 分析番号 C-15 

104 釘 3.0 + I.I X 1号土坑 154 釘 46 08 

゜
ヒノキ 1号土坑 分析番号． C-16

105 釘 40 11 X 1号土坑 155 釘 18 + 0 9 X 1号土坑

106 釘 5 I 08 X 1号土坑 156 釘 2 6 + I 0 X 1号土坑

107 釘 I 9 + l 0 X 1号土坑 l 57 釘 3 I + 1.0 X 1号土坑

108 釘 3 8 + I 0 X 1号土坑 158 釘 3 9 I 0 X 1号土坑

109 釘 56 09 X 1号土坑 159 釘 44 + X 1号土坑

110 釘 l 8 + 09 X 1号上坑 160 釘 31 + 1.2 

゜
ヒノキ・

1号土坑 分析番号 C-17 
タケ

111 釘 4 6 + 09 X 1号土坑 161 釘 4 7 1 0 X 1号土坑

112 釘 5.5 I 3 X 1号土坑 162 釘 52 09 X 1号土坑

I 13 釘 3 5 + l 2 X 1号土坑 163 釘 50 09 

゜
針葉樹 1号土坑 分析番号 C-18 

114 釘 40 1.3 X 1号土坑 164 釘 48 + 09 X 1号土坑

115 釘 49 11 

゜
針葉樹 1号土坑 l65 釘 38 + 0.9 X 1号土坑

116 釘 5 3 09 X 1号土坑 166 釘 2 9 + 11 X 炭化物分布域

117 釘 2.9 + l.l X 1号土坑 167 釘 6.1 11 X 炭化物分布域

118 釘 5 3 11 X 1号土坑 168 釘 5 6 + 0 7 X 炭化物分布域

119 釘 5, 2 I.I X l号土坑 169 釘 4.2 + X 炭化物分布域

120 釘 55 1 2 X 1号土坑 170 釘 6 7 0.7 X 炭化物分布域

121 釘 2.5 + 08 X 1号土坑 171 釘 2 9 + 09 X 炭化物分布域

122 釘 2 5 + 00 X 1号土坑 172 釘 2 4 + 1.0 

゜
炭化物分布域

123 釘 53 0 9 X 1号土坑 173 釘 36 + X 炭化物分布域

124 釘 3 I + 

゜
1号土坑 174 釘 3.1 + 1.0 X 炭化物分布域

125 釘 14 + 07 x 針葉樹 1号土坑 175 釘 34 + 11 X 炭化物分布域

126 釘 5.6 09 X 1号土坑 176 釘 53 + 0.9 X 朕化物分布域

127 釘 49 I 0 X 1号土坑 177 釘 5 I 08 X 炭化物分布域

128 釘 64 0.9 

゜
針葉樹 1号土坑 178 釘 41 + I 0 X 炭化物分布域

129 釘 5 2 08 X 1号土坑 179 釘 41 + X 炭化物分布域

130 釘 3.3 + 1.0 X 1号土坑 180 針 42 + 09 X 炭化物分布域

131 釘 5 I 11 X 1号土坑 181 釘 21 + I 0 X 炭化物分布域

132 釘 54 I 0 

゜
針葉樹 1号土坑 182 釘 55 + 10 X 炭化物分布域

133 釘 5.8 I.I X 1号土坑 183 釘 53 1.0 X 炭化物分布域

134 釘 3 9 + I 2 X 1号土坑 184 釘 2 0 + I 0 X 炭化物分布域

135 釘 3.8 + X 1号土坑 185 釘 3 9 + X 炭化物分府域

136 釘 2 6 + 08 X 1号士坑 186 釘 50 + 06 X 炭化物分布域

137 釘 4.4 + X 1号土坑 187 釘 3.5 + 09 X 炭化物分布域

138 釘 2 I + I 2 X 1号土坑 188 釘 45 + I 0 X 炭化物分布域

139 釘 54 11 X 1号土坑 189 釘 3 6 + 07 X 炭化物分布域

140 釘 2 2 + 08 

゜
針葉樹 1号土坑 190 釘 15 + I 0 X 炭化物分布域

141 釘 10 + X 1号土坑 191 釘 16 + 09 X 炭化物分布域

142 釘 4 2 + 09 X 1号土坑 192 釘 48 + 1.0 X 炭化物分布域

143 釘 41 + 1 2 X 1号土坑

144 釘 52 1.0 X 1号土坑

l45 釘 48 1 0 X 1号土坑

146 釘 3 0 + 1.0 X 1号土坑

147 釘 44 + 0 6 X 1号土坑

148 釘 14 + 0 9 X 1号土坑

149 釘 3 3 + I 2 X 1号土坑

150 釘 4 3 + 1.0 X 1号土坑
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第 3章古墳の調査報告

8 まとめ

調査 ・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 推定盛土径 28.0m、墳丘長 38.5m、

全長 45.5mの円墳である。

遺構② 盛土は 2段築成であり、葺石をもつ。

遺構③ 周堀は平面勾玉形を呈する。

遺構④ 埋葬施設は推定全長 6.80mの載石切組

積両袖型横穴式石室で、奥壁は 2段構成である。

遺構⑤ 石室石材には 200kg以上の凝灰岩切石

を主体的に使用し、積み方Cを多用している。

遺構⑥ 羨門柱のみに輝石安山岩切石を用いる。

遺構⑦ 全長 6.0mの前庭を伴う。

遺構⑧ 石室の南には盛士獲得の大土坑がある。

遺物に関する主な情報

遺物① 須恵器 ・坪と土師器坪 ・細片が前庭部か

ら出土する。

遺物② 玄室からは鉄釘が出土する。

遺物③ 石室前土坑からは須恵器の他、鉄製品が

多量に出土する。

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

須恵器 ・坪蓋は（器一 l)、端部内面にカエリが

存在し、環状摘みが取りつくことから「多田山V期」

と考えられる。また須恵器 ・坪身も底部箆おこしを

採用していることと、坪蓋とのセッ ト関係も考慮し

「多田山V期」と考える。

遺構の時間的位置づけ

既研究（右島 1994)により、本載石切組積石室

は「多田山N期」と考える。

400 

本墳の機能時期について

上記2つの時間的位置づけからは、本墳の機能時

期は次のように考えられる。

まず、「多田山N期」において、古墳の造営がな

される。おそらくはこの時期の中でも石材の加工技

術の到達度（遺構⑤）から考えると、後半期の築造

になると思われる。なお、この段階において、石室

前土坑は張り床をし、石室を見上げるような空間を

形成していたと思われる。

次に、「多田山V期」におけて、追葬追善行為が

行われる。この段階では、前庭や石室前土坑内には

須恵器（坪 ・台付長頚壺）が存在するようになり、

こうしたものを伴う行為が行われていたと思われ

る。

「多田山V1期」については、明確でない。

※ 

ところで、本墳には付随する施設に大変興味深い

ものがある。それは石室前土坑内に存在する、 1号

土坑と呼ぶ直径1.00m深さ 0.30m程の土坑であ

る。この土坑ば性格は不明だが、内部から、鉄釘約

100本、二股釘約 10点が、鉄製跨帯金具 7点、検

出されている。これらのうち特に釘は打ち込まれた

状態にあるのではなく、何かまとめてこの土坑の中

に入れられた状況であった。共伴する土器がないた

め、時期の認定は困難な状況にある。しかし、石室

前土坑の利用が「多田山V期」までは継続し、その

後が不明確である状況からすると、「多田山V1期」

に機能していたとも考えられる。本書では、取り上

げなかったが、本丘陵は 「多田山V1期」またはそれ

以降に火葬墓が展開する地域である。ゆえに、こう

した遺構 ・遺物についてはそれに連なる火葬関連遺

構として検討することも可能であろう。
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第3章古墳の調査報告

1 調査前（図 331)

多田山丘陵の尾根上を南北に延びる平坦地は、尾

根位置を頂部として形成された谷地が西と東に向か

いそれぞれに存在し、その頂部は、幅 5m程度の鞍

部を形成している。多田山丘陵はこの鞍部を境に、

尾根上平坦地を南北に分断する状況を呈する。

多田山 16号墳は、この分断された尾根状平坦地

のうち、南側のの尾根上平坦地にほど近い、南東緩

斜面に位置する。その標高 136mである。

本墳は現地表においてはほとんど墳丘の存在は確

認できなかったが、試掘段階で周堀と思われる黒色

土のプランが確認されていた。調査前の段階に現地

に足を運んでみると、石室石材と思われる輝石安山

岩が地表面より露出しており、この地に古墳がある

ことを示唆していた。だが一方で、石室石材を使っ

て組まれたと思われる石垣が墳丘想定部の南東に存

在しており、このことから、石室自体もかなりの改

造を受けていることが懸念された。

なお、本墳は「上毛古墳総覧」記載漏れの古墳で

ある。

〇 I : 400 !Om 

DE-74 X=42,I 12 Y=-56,064 

写真 14 墳丘調査前現況（南→）

2 墳丘と周堀

(1)墳丘 （図332)

墳丘径 11.0m、盛土径 8.5m、全長 16.0mを

計る、円墳である。石室開口をほぼ南方向にとるた

め、斜面の傾斜方向に対して、約 45゚ 南に振れた

方向を基準に構築している。調査時においては墳丘

表面の撹乱は甚だしく、僅かに残存した墳丘でさえ

も現地表面からの高まりは殆ど確認できない状態で

あった。

したがって、墳形が円墳であると確定はできるも

のの、盛土状況については構築当時の状況（高さや

範囲）を示す手がかりは極めて少なかった。

墳丘の外表施設に関しては不明であった。

(2)周堀（図 332)

周堀は、前庭部を除き、墳丘の周囲を全周するも

のと考えられる。しかし、その掘削程度にはついて

はバラつきがあり、遺構確認面における周堀規模は、

最大箇所で上幅 4.0m、下幅 1.7m、深さ l.omも

あるのに対し、最小箇所では、上幅1.8m、下幅 0.9

m、深さ 0.3mと差異が著しい。そして、その傾向は、

斜面高位（墳丘の北西側）では深く、広いが、斜面

下位（墳丘の南東側）では浅く、そして狭いという

傾向にある。この傾向は地山の傾斜に起因するもの

なので、遺構確認面のみならず、構築当時において

も同様の傾向を示していたと考えられる。

(3)周堀内における遺物出土状況

周堀内からの遺物出土は無かった。

図331 調査前現況地形図
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l 灰黄褐色土表土

2 褐灰色土 As-Bを含む

3 As -B庖

4 黒褐色土 FA（または As-C)をわずか

に含む

5 黒褐色土 FA（または As-C)を含む

6 暗褐色土粘性あり FA（または As-C)

・ローム粒をわずかに含む

7 にぶい黄褐色土 FA（または As-C)を

含む ローム粒を多く含む

8 灰黄褐色土 ローム粒を多く 含む

9 にぶい黄褐色土 ロームの二次堆積

L=137.00 

図332 墳丘及び周堀平・断面図（上） ／周堀覆土断面図（下）

0 1 : 50 lm 
1,  1 
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第3章 古墳の調査報告

3 前庭

(1)概要（図 333)

前庭は土坑状の掘り込みを伴うものである。掘り

込みを含めた前庭長は 3.00m、前庭幅は 5.40m

である。深さ 30cm程度であり、他の同種遺構の

それに比較してもその掘り込みは浅い。前庭の張り

床も施されていない。前垣は存在する。その規模は、

前垣幅3.90m、西側前垣幅 1.20m、東側前垣幅1.30

m、前垣高 0.90mである。翼垣は存在しない。

前垣は、東西とも直径 5~25cm程度の川原石

の亜円礫で構成されていた。

残存状況はやや不良であり、部分的崩壊が激しい。

(2)前庭における遺物出土状況（図 334)

遺物としては、須恵器（短頚壺・坪身）と土師器

（坪身）が出土した。これらの出土層位はいずれも、

床面より若干高いにある褐色土・黒褐色土層（断面

E-E' の2~4層）である。

須恵器・短頚壺（器ー 1)は、前庭の南東部分の

半径 l.0m程度の範囲内において、かなりの細片と

なって出土していた。これらの細片は高率で接合し、

さらには接合された個体の残存率は高かった。この

ような分布の密集具合と接合具合、さらには出土層

位の近似を考え合わせると、この須恵器は、この場

で破砕され、廃棄された可能性が高い。

須恵器・坪身（器ー 2)は、前庭の北東部分で、

他の破片とは混在せず、ほぼ完形で出土した。

土師器・坪身（器ー 3)は、 前庭の南東部分で、

須恵器・短頚壺（器一 l)の破片と混在した状態で、

破片となって出土している。破片の接合率は高かっ

たが、残存率は 3割程度であった。残存率は低いも

のの、他の破片との混在具合を考慮すると、この土

師器・t不身も破砕され、この場に廃棄されたとも考

えられる。

なお、ここに提示した、 3点の資料以外にも土師

器・坪身の細片が多数出土している。これらは、前

庭の西東半分に分布し、とりわけ須恵器・短頚壺（器

-1)の細片が出土するエリアから、層位もほぼ同

じくして出土している。その量は重量にして約 50

gである。これらは、可能な限り、接合を試みたが、

形状把握に至らず、図化を断念した。

ー

0

0

●

o
 
.
 

.. 

i
.
 

。
ヽ
ぷ
も
g
し
ぶ
が

e
,
{。
ぶ

゜

0

0

0

 

o

o

o

o

o

o

 

．゚
 ゜

ー
｝
 

f――̀ 

<+

゜
I: 80 2m 

DH-75 X=42,l 16 Y=-56,052 

図333 石室及び前庭平面図
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黒褐色土 As-Bをわずかに含む

褐色土 FA（または As-C)・ローム粒を含む As-Bを多く含む 礫を

多く含む

黒褐色土 しまりよわい FA（または As-C)を含む

ずかに含む

黒褐色土 ロームを主体とする （須恵器片の出土が多い）

ローム粒をわ
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黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

FA（または As-C)を多く 含む ロームをわずかに含む

きめ細かい ハードロームプロックを含む

ローム粒を含む FA（または As-C)をわずかに含む

ややかたい ハードロームをブロック状に含む

0 1: 50 lm 
1 ,  1 

※遺物図は全て S= I :10 

図334 前庭 遺物出土状況及び覆土断面図
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第 3章古墳の調査報告

4 石室

(1)概要

石室は、両袖型横穴式石室である。石室長は 4.35

mである。玄室長は主軸位置で 2.50m、玄室幅は

中央位置で推定1.65mである。羨道長は主軸位置

で 1.80m羨道幅は中央付近で推定 0.70mである。

玄室側壁高は最高の残存高で1.10m、羨道側壁の

最高残存高は 0.75mである（詳細計測値は後述）。

残存状況は、玄室については不良である。側壁は

大半が崩壊しており、立体的な構造を把握すること

は困難な状況であった。盗掘を受けたらしく、床石

や玄門等が抜き取られていた。羨道については同様

の崩壊具合であったが、床石は良好に残存していた。

閉塞石の残存は皆無であった。
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図335 石室 玄室内遺物出土状況図
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(2)石室における遺物出土状況（図 335)

刀子・釘と人骨破片が出土した。

本石室は盗掘によって、床石のほとんどが抜き取

られ、原位置と思われる床石は少なかった。よって、

出土遺物についても原位置を保持している確証は

とれず、石室内出士と考える程度が妥当である。な

お、遺物はいずれも崩落した天井石下から出土して

おり、石室外からの紛れ込みは想定しづらい。

刀子（鉄ー 1~3)および釘（鉄ー 4)は、玄室

南東の隅部からの出土である。なお、この他に石室

覆土中から鉄釘片（鉄ー 5~7)が出土している。

人骨片は、玄室北側中央附近で出土した。著しい

細片となっていたため、取り上げもままならず、部

位の特定もできなかった。人骨片出土地点周辺は、

床石が残存していたため、原位置の可能性がある。

(3)石室床面（図 336)

床面は、玄室については、床石の多くが抜き取ら

れ、わずかに中央附近に床石が残存するのみであっ

た。一方、羨道については、その残存は良好であった。

玄室床面には直径 2~8cmの円礫を敷き詰めて

あったと考える。所謂「舗石」に用いられることの

多い、直径 5~15cm程度の扁平な石が、玄室内か

らは 1石も出土しないことから、舗石はなく、直接、

床石を敷き詰めたと思われる。間仕切り石は、それ

に相当する石材もなく、抜き取りの痕跡もなかった

ことから、存在しなかったと推定する。

玄門部の仕切り石は、 1辺20cm程度の亜角礫（輝

石安山岩）が 1石のみだが、床面に残存しているこ

とを根拠に、本来は存在したものと考える。残存す

る1石の上面レベルは玄室・羨道に存在する床石の

上面レベルとほぼ同様の値となるため、桓構造をも

つとは考えがたい。

一方、羨道床面には直径 5~18cmの扁平な石（川

原石）が多数敷かれており、その隙間や上面に、玄

室床石同様の直径 2~8cmの円礫が存在していた。

こうした 2種類の礫の存在から、羨道部については

舗石敷設後に円礫を敷き詰めた状況が推定される。

羨門部の仕切り石の存在は、不明である。
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ところで、本石室では、床面数は 1面であり、床

面の状況から追葬を示唆することは不可能である。

(6)石室の平面および立面の状況（図 337)

本石室の平面・立面の詳細状況は次の通りである。

なお、各計測値は、全て根石検出時に行った。

石室開口方向 S-2° -W  である。

平面規模 玄室長は主軸位置で 2.50m、西側壁

際位置で推定 2.55m、東側壁際位置で 2.50mで

ある。玄室幅は奥壁付近で1.45m、中央位置で推

16 多田山 16号墳

が0.75m+  aであると推定される。

玄室高については、 1段構成と思われる奥壁が完

存することから、この奥壁地点での高さ＋ aを本来

の玄室高と推定した。また、羨道高ついては残存最

高値が、この種の石室の羨道高の値に近似すること

から、この高さ＋ aを本来の羨道高と推定した。

立面形状 玄室は僅かな転びをもつ。その状況は

東西側壁の奥壁付近で確認できる。

羨道はほぼ垂直に立ち上がる。

定 1.63m、袖付近で1.65
ヒ ol | 

mである。 1. 弓
g 

羨道長は主軸位置で )~ と

1.80 m、西側壁際位置で

推定1.75m、東側壁際位

置で 1.82mである。羨道

幅は玄門付近で推定 0.70

m、中央付近で推定 0.75

m、羨門付近で 0.75mで

ある。

平面形状玄室、羨道と
I r--一-

もほぼ矩形の平面プランを

呈する。玄室の平面プラン

においては、ややゆがみが

激しい。 魯＋翡娼

立面規模計測値は全て 乙 I
‘---J 

残存する最高値である。玄

室高は、奥壁位置で1.25

m、西側壁で1.13m、東

側壁で 0.80mである。玄

門高は西側玄門は不明、東

側玄門で 0.52mである。

羨道高は、西側壁で 0.15

m、東側壁で0.75mである。

羨門高は、西羨門は不明、

東羨門で 0.62mである。

上記の数値から石室の立

面規模を推測すると、玄室

高が1.25m + a、羨道高

゜ ol 

ー一
I' 

ロ
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＿
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L~J36.00. 
1 褐色土 ローム粒を少量含むややかたくしまる

（石室の張り床土と推定）

三

一
L=136 00 

0 1: 50 lm 
1,  1 

図336 石室床面 平・断面図
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第 3章 古墳の調査報告

また、 主軸方向の立体面形状は、所謂「段構造」

を呈すると思われる。

壁面の構成 玄室奥壁はおにぎり形に角取りされ

た輝石安山岩 l枚で面をほぼ構成している。玄室側

壁は、 一辺が 10~30cmの川原石と 20~100cm

程度の輝石安山岩の割石で構成されている。残存状

況からは 3~5段の石積みが確認できる。なお、石

積は積み方Bが多用されている。玄門は、直方体状

の加工石 1石によって構成されている。

羨道側壁は直径 15~30cm程度の川原石と輝石

安山岩の亜円礫で構成され、積み方Bが多用されて

いる。羨門は輝石安山岩の加工石で構成されている。

天井石については、転落石から推測する限り、多

くが輝石安山岩の壊石であったと考えられる。

石材の種類 412頁に詳述。

石材の加工 工具を用いての仕上げ加工を施した

と考えられるものは、奥壁と玄門・羨門のみである。

奥壁は、玄室内面に向かう面の凸面だけを幅 l~

3cmの盤で削り、面調整している。

玄門は、玄室 ・羨道に内面に向かう面だけを、 羨

門は、羨道と開口部に露出する面だけを慇で削り面

調整している。

漆喰の有無認められなかった。
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図337 石室壁面展開図

408 



多田山 16号墳

5
 

解体調査

(1)解体の順序

本墳の場合、前垣と羨門との石積みの関係性か

ら構築順序は「石室・墳丘→前庭」 と判断した。

よって、解体調査はその逆順に行うこととし、「前

庭→石室・墳丘」の順で実施することとした。

16 

(2)前庭の解体（図 338)

解体前の前垣は、翼垣が存在する前庭の場合の、

翼垣除去後の姿に酷似している（図 338-0段階）。

前垣を解体すると、前庭の掘り方が検出された（図

338 -1段階）。掘り方は墳丘を 60~65゚ の斜度

をもって削り取り、さらには根石部にも若干の掘り

込みを持たせていることが判明した。

』

＋

{r-] 

(0段階） 前垣解体前

<+

0 1: 60 
l ,  

DH-75 X=42,l 16 Y=-56,052 
~ L=136.00 

2m 

(1段階） 前垣解体後

図338 前あ庭部の解体工程 平面及び正面見通し図
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第3章 古墳の調査報告

(3)墳丘・石室の解体（図 339• 340) 

墳丘・石室の解体に際しては、石室の主軸方向に

3箇所CJ-J'~L-L')、石室主軸の直交方向

に2箇所 (M-M'・ N-N')の断割を入れ、断面

観察を行った。

その結果、墳丘と石室の構築とは連動して行われ

ていることが判明した。盛土の各層は石室構築に合

わせて盛られているようであり、石材を積む毎に盛

土を平行して行っていたものと考えられる。

土の種類 「黒色土」「褐色土」「黄褐色土」に分

離でき、それぞれは土質の硬軟によって分離できる

ことから、 6つの土層にわけることができる。

盛土の単位

つ土層に分層できる。だが、

盛土の質 全体的に軟質系の士層が多く確認でき

る。硬質系の土層は盛士下位に最も集中して、さら

には、下位の中でも、奥壁や玄室の範囲のほうがそ

の状況が顕著である。その他には中位にやや集中し

て確認できる。下位への集中は石室根石の固定（根

固め）のためと考えられ、特に奥壁 ・玄室部に関し

ては入念な根固めが行われたと考えられる。

盛土の順序 断割断面k-K'.L-L' の土層

これ

らの盛土は，いずれも、地山に存在するものであり、

よって、周堀の掘削土を用いたと思われる。

使用土の多くは 「黒色土」と 「褐色土」であり、ロー

ムを主体とした 「黄褐色土」は使用頻度が低い。

ー単位5~25Cm程度の層厚をも

これらが全て土の種

からは、下位については 「奥壁→玄室→羨道」の順

序で根固めが行われた状況が窺える。9 だが盛土中位

以上については、下位のような顕著な状況は認めら

れない。この下位と中位以上の盛士の状況差の間に、

石室構築上のタイムラグが存在する可能性がある。

裏込石の有無 側壁部の盛土においては石材と接

する箇所にはその存在が明確に確認できたが、奥壁

部の盛土には、全く存在していなかった。

石材チップの有無 盛土の中には輝石安山岩の

チップはほとんど認められなかった。。

類を変えて互層になっているかというとそうではな

く、同種類の土が不規則な層厚で盛土となっている。

ロ 黒 色 土 や わ ら か い FA（または As-C)・ローム粒を少鑓含む

ロ ニ 黒 色 土 か た い パ ミ ス を 含 ま な い ロームブロ ックを含む

褐色土 やわらかい ローム粒を少黛含むパミスなし
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褐色土 かたくしまる FA（または As-C)を含む

黄褐色土 ローム粒が主体黒色土粒がまざる

0 1: 300 
l ,  

Dl-74 X=42,112 Y=-56,048 

10m 

図339 墳丘断ち割り断面ポイント図
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第 3章古墳の調査報告

(4)石室石材（図 341・表 44)

石室の解体に際して、各石材の特徴抽出を試み

た。その特徴は次の通りである。

石材種類 輝石安山岩を主体的に用いる

石材規模 石材璽量は 3.1~1512.0kgを測る。

但し、 200kg以上の重量のものは 4石である。多

用される石材重量は 30~70kg程度のものである。

石材形状 主体をなす形状は俵形とキャラメル

形である。サイコロ状のものは少ない。

石材加工 奥壁 ・玄門・羨門の完成時の露出面

は表面のみに平滑化が施されている。

石材の諸属性と積み方の関係 奥壁には 1512kg

の輝石安山岩を用い積み方C(Dともとれる積み方）

を採用している。玄室・羨道側壁には輝石安山岩

や川原石の小振りの石材を主体的に用い、積み方

A乃至Bを多用している。なお、 側壁にも 600~

800kg程度の石材を僅かながら採用している。

口
4 3 
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図341 石室石材番号図

表44 石室石材観察表

重量 長軸短軸厚み
番号 栢み方 石質 備考

(kg) (cm) 

I 1,512 0 155 120 90 CorD 輝石安山岩 加工石

2 48 0 40 35 32 C 輝石安山岩

3 17 0 36 18 16 A 川原石

4 12 8 40 24 20 A 輝石安山岩

5 67 0 61 51 20 C 輝石安山岩

6 76 0 53 34 27 A 輝石安山岩

7 51 0 45 46 37 A 輝石安山岩

8 857 0 180 70 80 C 輝石安山岩， 86 0 78 57 23 B 輝石安山岩

10 226 0 70 54 49 D 輝石安山岩

II l 2 l 39 19 15 A 川原石

12 98.0 50 50 35 D 輝石安山岩

13 69 5 54 30 31 C 川原石

14 50 5 50 32 33 C 川原石

15 60 0 56 39 30 D 輝石安山岩

16 88.0 60 51 22 B 輝石安山岩

17 41 0 46 35 26 A 輝石安山岩

18 156.0 67 52 39 B 輝石安山岩

19 96 0 63 60 27 B 輝石安山岩

20 8.0 22 16 ， A 輝石安山岩

21 7 0 22 14 ， A 輝石安山岩

22 12.0 36 30 13 B 輝石安山岩

23 16 0 35 26 17 B 川原石

24 11 0 31 19 15 A 川原石

重星 長軸短軸厚み
石質 備考番号 積み方

(kg) (cm) 

25 11 0 35 20 16 A 川原石

26 18.0 47 25 13 B 輝石安山岩

27 16 0 40 32 14 B 輝石安山岩

28 38, 0 39 30 21 C 凝灰岩

29 34 0 42 26 23 A 川原石

30 26 0 40 30 23 B 輝石安山岩

31 613 0 90 73 84 C 輝石安山岩

32 40 0 48 23 23 B 輝石安山岩

33 124 0 85 4 l 42 C 輝石安山岩 加工石

34 13 0 32 26 20 A 輝石安山岩

35 80 28 15 IO A 川原石

36 32 0 46 26 22 A 川原石

37 33 0 37 28 30 A 輝石安山岩

38 30 20 17 6 B 輝石安山岩

39 20 0 39 28 21 B 川原石

40 90 24 23 17 B 川原石

41 39 0 42 26 23 B 川原石

42 I 19.0 56 40 40 D 川原石

43 26 0 41 34 l9 B 輝石安山岩

44 56 0 44 37 40 A 輝石安山岩

45 15 0 15 20 20 A 川原石

46 40.0 43 29 32 A 川原石

47 15 0 33 18 18 A 川原石

48 138 0 81 45 34 C 輝石安山岩 加工石
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16 多田山 16号墳

(5)石室根石・構築面（図 342)

石室根石は、構築面に設置されていた。根石には

奥壁と玄室側壁の一部には大振りに輝石安山岩が多

く用い、それ以外の根石には、一辺 20~40cm程

度の輝石安山岩を用いていた。石材の重なり具合か

らの設置順序は不明瞭だが、おそらくは 「奥壁石→

要所の側壁→その他の側壁」順序であったことが予

想される。

また、構築面は掘り方の内部が平坦になるように

張り床を行った面であり、石室石材を設置するため

に養生された面である。その厚さは 5~15cm程

度である。

(6)石室掘り方（図 342)

掘り方は、平面プランが矩形

を呈し、その規模は南北約 5.5

m、東西 4.0m、深さ1.2mを

測る。床面の凹凸は顕著である

が、エ具痕のような明らかな人

為的痕跡は認められなかった。

ここで検出された掘り方は、

南端部を前庭の掘り込みに切

られている。そのため、南端部

は段差を持っていない。

(7)墳丘盛土下地山面（図 342)

墳丘盛土を除去すると、地山

面が検出された。その検出範囲

は南北約 8.0m、東西約 9.5m 

の範囲である。

地山面には、石室掘り方の

南・西 ・東の縁辺部に幅 0.5~

1.2 mの地山整形の痕跡が確認

された。

なお、この墳丘盛土下地山面

からは、古墳築造に先立って存

在する関連遺物は認められな

かった。

［石室根石 ・構築面］ 0 1 : 100 3m 
1,  9 

DH-76 Xa42, 120 Ya-56,052 

『

＋

丁十

［石室掘り方］ 0 1 : 100 3m 
1,,  1 

DH-76 X=42, I 20 Y=-56,052 

［墳丘盛土下地山面］ 0 I : 150 3m 
l,. l l 

DH-75 X=42.l 16 Y=-56,052 

図342 石室根石・構築面・掘リ方および墳丘盛土下地山面 平面図
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第3章古墳の調査報告

6 出土遺物
(2)鉄製品（図 343・表 46)

全て、石室内から出土した。

(1)土器（図 343・表 45)

須恵器 ・短頚壺（器一 l)・坪（器ー 2• 4）、土

師器・坪（器ー 3)は前庭から、須恵器・坪（器一

5 • 6)は周堀から出土している。

須恵器 ・短頚壺は（器一 l)は、頚部が一部欠損

するが、全体の形態から、短い頚が取りつくものと

思われる。須恵器・坪（器ー 2• 4)はともに底部

にはヘラおこし調整を施しているのに対し、同・坪

（器ー 5• 6)は、ともに底部回転糸切り調整を施

している。

刀子（鉄ー 1)は、刃部のみの破片である。残存

長 12.6cm、幅 2.0cm、厚さ 0.3cmを測る。刀子（鉄

-2)は茎部のみの破片であり、木質が残存する。

残存長 5.9cm、幅1.1cm、厚さ 0.2cmを測る。な

お、上記2点は、接合できないが、同一個体の可

能性をもつ。刀子（鉄ー 3)は、刃部の残片である。

残存長 3.5cm、幅 1.8cm、厚さ 0.2cmを測る。

釘（鉄ー 4~7)は、いずれも頭部が欠損して

いる。残存長はいずれも、木質が付着しているこ

とから、棺材に打ち付けられたものと考えられる。

土師器・坪（器ー 3)は丸底の底部が扁平化した

ものと推測する。

表45 土器観察表

迫物 出土
器種

法龍(cm)
形態及び成整形の特徴 色調 焼成 胎土 備考

番号 位置 日・底・裔

形態口頸部は欠損しているが、短く直立すると推測できる c

須恵器 I 1.0/14.0 
体部は上位に最大径を持つ球胴で、肩に張りをもつ。底部 砂礫を含む

I 前庭 は平ら。短く外斜し、外端に平坦面を有する高台をもつ。 灰色 良好 秋間黒色粒
短頚壺 /16 4 

成整形．全体的に回転ナデ調整。底部は回転ヘラ切り 。付 子？含む
け裔台。

須恵器 11 0/6 6/ 
形態．口緑は僅かに内湾気味に外斜。口縁端部は細くつま

砂礫を僅か2 前庭
坪 34 

み出す。平底。 成整形：轍輔成形。底部はヘラおこし。そ 灰白色 良好硬質
に含む

の後、回転ヘラケズリ

形態 口緑はやや長く、僅かに外反して直立する。端部は

土師器 12.2 /x 
細く仕上げる。体部は浅い。丸底（推定） 。 成整形．口縁

3 前庭 横ナデ。体部はナデ調整後、下半のみ手持ちヘラケズリ 。 橙色 やや良好 砂礫を含む
坪 /3.5 

内面はナデ後、ユピ押さえ。口縁と体部の境の稜線は口緑
の横ナデによってつくつている。

須恵器
形態：口縁は内湾気味に外斜する。端部は欠損。 腰部で緩 砂礫を含む

4 周堀
坪

/80 /3 2 やかに屈曲する。平底。 成整形．轄輔成形。底部はヘラ 灰白色 良好 秋間黒色粒
- おこし。その後、腰部をけずる。 子？含む

須恵器 /65/9.0/ 
形態’口緑は直線的に外斜する。端部は丸く収める。短 く

砂礫を僅か 内外面黒5 周堀
坪 6.3 

直線的な高台。 成整形 輛輯成形。底部は回転糸切り後、 黒色 良好
に含む 色処理

高台をつける。貼付後ナデ調整。

須恵器 JO.J/56/ 
形態：口緑は直線的に外斜する。端部は細く仕上げ、内面

6 周堀 に内斜する面を持つ。平底。 成整形・輔輔成形。底部は回 橙色 やや良好 砂礫を含む
坪 32 

転糸切り 。

表46 鉄製品観察表

長さ 幅
掲載番号 種類 出土地点 木質有無 樹種 備考

(cm) (cm) 

I 刀子 石室 12.6+ 2.0 X 

2 刀子 石室 59+ 11 

゜
X 

3 刀子 石室 35+ I 8 X 

4 釘 石室 33+ 03 

゜
針葉樹

5 釘 石室 2.6+ 03 

゜
X 

6 釘 石室 13+ 04 

゜
X 

7 釘 石室 20+ 03 

゜
X 
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第 3章古墳の調査報告

7 まとめ

調査 ・整理により、本墳に関して得られた遺構・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 盛土径 8.5m、墳丘長 11.0m、全長 16.0

mの円墳である。

遺構② 盛土はわずかに残存するが、葺石は失わ

れていた。

遺構③ 周堀は平面円環形を呈する。

遺構④ 埋葬施設は全長 4.35mの両袖型横穴式

石室である。奥壁は 1段構成である。

遺構⑤ 石室石材には 30~70kgの輝石安山岩

を多用している。

遺構⑥ 最大の使用石材 (1512kg)は奥壁に用

いている。

遺構⑦ 積み方A・Bを多用している。

遺構⑧ 玄門柱と羨門柱には面加工した輝石安山

岩を用いている。

遺構⑨ 翼垣を伴わない、掘り込み土坑状前庭が

取りつく 。

遺物に関する主な情報

遺物① 須恵器 ・好が周堀内から出土している。

遺物② 土師器 ・坪、須恵器・短頚壺が前庭部か

ら出土している。

遺物③ 玄室からは刀・釘が出土している。

※ 

416 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

須恵器 ・坪（器ー 2• 4)はともに底部回転箆お

こしが採用されており、よって 「多田山W~V期」

と考えられる。土師器 ・坪（器ー3)は底部の扁平

化が認めらことから 「多田山v~VI期」、須恵器 ・

坪（器ー 5• 6)は底部回転糸切りが採用されてい

ることから「多田山VI期」かそれ以降と考えられる。

遺構の時間的位置づけ

前庭の取りつく石室ということから「多田山N期」

と考えることができる。

※ 

本墳の機能時期について

上記2つの時間的位置づけからは、本墳の機能時

期は次のように考えられる。

「多田山N期」において、古墳の造営が行われる。

その後は、「多田山VI期」またはそれ以降まで、前

庭は機能がつづく、と思われる。



l 調査前・・・・・・．．．．．．．．．． 418

2 墳丘と周堀．．．．．．．．．．．．．． 418

3 前庭．．．．．．．．．．．．．．．．． 420

4 石室．．．．．．．．．．．．．．．．． 424

5 解体調査・・・ • • • • • • • • • • • • 430 

6 出土遺物・・・・・・・・．．．．．．． 438

7 まとめ・．．．．．．．．．．．．．．． 442

多田山 17号墳

0 1: 10,000 200m 

1, l l l 1, l l, | 

図 344 多田山 17号墳位置図



第 3章 古墳の調査報告

1 調査前（図 345)

多田山丘陵の尾根上を南北に延びる平坦地は、尾

根位置を頂部として形成された谷地が西と東に向か

いそれぞれに存在し、その頂部は、幅 5m程度の鞍

部を形成している。多田山丘陵はこの鞍部を境に、

尾根上平坦地を南北に分断する状況を呈する。

本墳は、この分断された尾根状平坦地のうち、南

側の尾根上平坦地にほど近い、南東緩斜面に位置す

る。その標高 135mである。

本墳はすでに試掘段階で周堀プランが一部確認さ

れ、その存在は判明していた。さらに、調査前は、

現地表においてわずかな高まりを確認することがで

き、石室石材と思われる輝石安山岩が露出していた。

ゆえに、ここには比較的良好な残存状況にある古墳

が存在することが確実視された。

なお、本墳は、「上毛古墳総覧」記載漏れの古墳

である。

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 346)

本墳は、盛土径 12.0m、側面盛土径 11.2m、

墳丘長 14.0m、側面墳丘長 12.8m、全長 22.0m、

側面全長 19.6mを計る、円墳である。

墳丘構築の基準となる石室の主軸方向は、ほぼ南

15m 

DC-66 X,42.080 Y=-56.072 

図345 調査前現況地形図

418 

写真 15 墳丘調査前現況 （南→）

北方向にとるため、本墳の構築は斜面の傾斜方向に

対して、 45度以上南に振れた方向を墓準にしてい

る。このように斜面地に斜めに貼り付くように構築

されているがゆえに、墳形が円墳であるとはいって

も、盛土については、層厚の深浅の差が著しく大き

い。斜面の高所（墳丘の北西部）では 0.1~0.3m、

斜面の低所（墳丘の南東部）では 0.2~0.6mの層

厚の盛土が残存していた。この確認面では、石室

の天井石が露出した状態だったので、本来はプラス

l.0m以上の盛土の存在が推定される。

墳丘の外表施設に関しては不明であった。

(2)周堀（図 346)

周堀は、前庭部を除き、墳丘の周囲を全周するも

のと考えられる。その形状は平面・円環形だが、北

側がやや突出する形状を呈するものであった。遺構

確認面における周堀規模は、最大箇所で上幅 5.0m、

下幅 2.3m、深さ l.omもあるのに対し、最小箇所

では、上幅 2.0m、下幅 0.8m、深さ 0.3mと差異

が著しい。そして、その傾向は、斜面高位（墳丘の

北西側）では深く、そして広いが、斜面下位（墳丘

の南東側）では浅く、そして狭いという傾向にある。

この傾向は遺構確認面のみならず、構築当時におい

ても同様の傾向を示していたと考えられる。

覆土は、ロームや FA（または As-C)混入の褐色土・

黒褐色土が主体であり、上層に浅間B軽石の一次堆

積層が存在する。掘削した周堀底面を張り床状に敷

き直した面は確認できなかった。

(3) 周堀内における遺物出土状況

周堀内からの遺物の出土は無かった。
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第 3章 古墳の調査報告

3 前庭

(1)概要（図 347)

前庭は土坑状の掘り込みを伴うものである。掘り

込みを含めた前庭長は 4.20m、前庭幅は 6.10m 

である。床面までの深さ 0.30~0.8m程度である。

床面は部分的に張り床を施しており、掘り方までの

深さは1.00~1.25m程度である。前垣は存在す

るが、東西前垣とも崩落が激しい。その規模は残存

値ではあるが、前垣幅 3.35m、西側前垣幅 1.40m、

東側前垣幅 0.64m、前垣高 0.95mである。翼垣

は存在しない。

前垣は、残存状況の比較的良い西前垣においては

羨門に隣接する部分では一辺が 5~25cmの輝石安

山岩の亜角礫を、その外側には直径 5~15cm程

度の川原石の円礫を用いている。東前垣は残存状況

が悪く、輝石安山岩の石積みしか認められない。

(2)前庭における遺物出土状況（図 348)

遺物としては、須恵器（長頚壺 ・坪身・ 甕）と土

師器（坪）・鉄鏃が出土した。

これらの出土層位は一部が床面直上であるが、多

数は床面より若干高いにある褐色土・黒色土・黒褐

色土層（断面H-H'•G-G' の 3 • 9 • 11層）

である。

須恵器・長頚壺（器一1)は、前庭のほぼ中央の

直径l.Om程度の範囲内に破片となって出士した。

口縁部～頚部は欠損しているが、体部以下は残存率

が高いため、この場にあったものが破砕されたもの

と推測される。須恵器・坪（器ー 2• 4)も前庭の

ほぼ中央からやや散在した状態で細片となって出土

した。この 2つの須恵器・坪は細片での出土状況や、

平面および層位的分布におけるまとまり具合を考え

ると、ともに破砕され、この場に廃棄された可能性

が高い。須恵器・坪（器ー3)は、前庭の南東部分

゜
1: 80 2m 

DG-67 X=42.084 Y=-56,056 

図347 石室及び前庭平面図
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〇…須恵器大甕片出土エリア

図348 前庭 遺物出土状況平・断面図
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第 3章 古墳の調査報告

とその東側の周堀内から破片となって出土した。こ

の須恵器・坪は、層位的にはまとまりをもつが、平

面的には直径 2.3m程度の範囲に散在していた。残

存率は 4割程度であるが、破砕されたものと考えら

れる。須恵器・坪（器ー 5)は、前庭の南東部分で

直径 0.5m程度の範囲内で破片となって出土した。

残存率は 3割以下であった。破砕されたものと考

えられる。須恵器・瓶？口縁部破片（器ー 10)は、

前庭の東部分から出土した。層位的には須恵器・坪

（器ー 3• 5)などと同一である。しかし、口縁部

破片のみにであり、残存率は 1割以下であった。資

料が少ないため、破砕の有無などの可能性を指摘す

ることはできない。

土師器・坪（器ー6• 7)は前庭の南東部分か

らそれぞれが直径 0.5m程度の範囲内にまとまりを

もって破片となって出土した。残存率は 7割以上で

あり、平面および層位的分布におけるまとまり具合

を考えると、ともに破砕され、この場に廃棄された

可能性が高い。土師器・坪（器ー 8)は前庭のほぼ

中央から直径 0.3m程度の範囲内にまとまりをもっ

て破片となって出土した。残存率は 5割以下である

が、平面および層位的分布におけるまとまり具合を

考えると、破砕された可能性がある。土師器・坪（器

-9)は前庭東の周堀内から出土した。残存率は 2

割以下であり、分布状況にまとまりをもたない。資

料が少ないため、破砕の有無などの可能性を指摘す

ることはできない。

須恵器・大甕片（器一 11~22)は前庭の東部

分から隣接する周堀内におよぶ直径 3.0m程度の範

囲内から出土した。接合率は低いが、多量の破片

が出土している。特に細片の量は目立って多い。平

面および層位的分布におけるまとまり具合を考える

と、破砕された可能性がある。

鉄鏃（鉄ー 3~7)は前庭の北東部分から、破

片となって出土した。出土層位は床面よりやや高い

層（断面G-G' での 9層）である。平面分布とし

てはまとまりをもつものの、いずれの資料も接合に

よって、形状が復元されることはなかった。

422 

(3)前庭床面（図 349)

本墳の前庭床面は部分的に張り床構造を呈してい

る。床面には若干の凹凸が存在するものの、 全体的

には平坦である。石室入 り口部に近い部分ではス

テップ状に 10cmほど高くなっている。前庭の東西

端は周堀と連結しているが、その連結部には 40~

60cmの段差が存在し、前庭部分のほうが凹んでい

る。前庭の南端は明瞭な段差はなく、緩やかな斜面

を形成し、地表面にいたっている。

床面認定の根拠は、硬化面が存在である。覆士と

認定したものは、何れも軟質土であったり、あるい

は締まりをもっていたとしても、石室石材の崩落石

を含んでいるなど、床面と認定するには、困難であっ

た。だが、覆土最下層（断面G-G'での 11~13層）

直下において、硬化面が存在し、その面が一定の広

がりを見せることが確認できたことから、この面を

前庭の床面と認定した。

硬化面は前庭の床面の中心部に顕著に存在する

が、縁辺部では非常にあいまいである。
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l 黒褐色土 As-Bを多く含む

2 As-B屑

3 褐色土 やわらかい ローム粒を全体に多く含む （須恵器片を多く

含む）

4 暗褐色土 ローム粒 •FA （または As-C) をわずかに含む

5 黒褐色土 ローム粒 • FA （または As-C) をわずかに含む

6 黒褐色土 わずかに粘性あり ローム粒 •FA （または As-C) を含む

7 黒褐色土やわらかい ローム粒 •FA （または As-C) をわずかに含

む

8 黒色土 しまりあり 亜円礫を含む

9 黒色土 しまりあり FA（または As-Clをわずかに含む 円礫（石

室転石）を含む

10 黒褐色土 しまりあり ローム粒をやや多く含む FA（または As-CJ

をわずかに含む 小礫を含む

II 黒褐色土 しまりあり ローム粒をわずかに含む FA（または As-Cl

をやや多く含む 円礫をわずかに含む 土器片を含む

12 黒褐色士 ローム粒をやや多く含む FA（または As-C)をわずかに

含む

13 暗褐色土 ローム粒を多く含む FA（または As-C)をわずかに含む

14 暗褐色士 しまりよわい ローム粒を主体とする FA（または As-C)

なし

15 黒褐色土 しまりよわい FA（または As-C)をわずかに含む ロー

ム粒をわずかに含む

16 にぶい黄褐色土 しまりよわい FA（または As-C)をやや多く含む

ローム粒をやや多く含む

17 暗褐色土 しまりあり FA（または As-C)をわずかに含む ローム

ブロックが主体

18 灰黄褐色土 かたい ローム粒を全体的にやや多く含む FA（また

はAs-C)をわずかに含む （張床）

19 黒褐色土 しまりあり やや粘質 FA（または As-C)・ローム粒をや

や多く含む 黒色土粒をわずかに含む （張床）

図349 前庭 平面図及び覆土断面図
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4
 

石室

(1)概要

ー 1一

＝ 上――し
石室は、両袖型横穴式石室である。石室長は 4.80

mである。玄室長は主軸位置で 2.60m、玄室幅は

中央位置で推定1.48mである。羨道長は主軸位置

で2.20m、羨道幅は中央付近で推定 0.73mである。

玄室側壁高は1.80m、羨道側壁の最高残存高は

0.96 mである（詳細計測値は後述）。

残存状況は、玄室・羨道ともに良好である。とも

に天井石が一部に残存しており、立体的な構造を把

握することは可能な状況であった。玄室は盗掘を受

けたらしいが、床石の乱れは少なかった。また、羨

道については閉塞石がほぼ完存していた。

(2)羨道部の閉塞状況（図 350)

閉塞状況はほぼ完存しており、羨道部の全体に

わたって施されていた。

閉塞はそれに用いられた石材と詰め方の状況で上

下 2層にわけることができた。閉塞上層（図 350

上）については、閉塞の形態は、所謂「間詰め」で

ある。一辺 5~15cmの川原石と同規模の輝石安

山岩の亜角礫を 30~50cmほどの高さに積み上げ

ていた。一辺 l0~15cmの石が主体をなしている

ためか、石と石の間は隙間が多い。なお、 一番奥で

ある玄室入り口付近には大振りの扁平な川原石が立

て掛けられるように置かれていた。閉塞下層は（図

350下）についても、閉塞の形態は、所謂「間詰め」

である。一辺 5~10cm以下の川原石を 15cmほ

どの高さに積み上げていた。石と石との隙間が多く、

その隙間には黒色土が混ざっていた（ちなみに、床

面の石はさらに小さな円礫であったために、閉塞石

と床石の識別は可能であった）。閉塞上層を除去し

た状態での、閉塞下層上面から天井までの高さは約

60cmあり、人の出入りは十分可能である。ゆえに、

この閉塞下層上面を追葬時の床面と考えることもで

きる。だが、石の積み方（詰め方）がやや雑然とし

ていることから、閉塞の可能性の方が高いと判断し

た。
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輝石安山岩の細屑や小円礫を含む

閉塞上層（上）・下層（下）平・断面図
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(3)石室内における遺物出土状況（図 351)

石室内からは、土器細片、鉄製品、人骨細片およ

び歯が出土した。ただし、玄室内は後世の撹乱を受

けているため、出土が原位置であるというほしょう

はない。

玄室内からは、奥壁近く、西側壁よりの床面から

刀子片 2 （鉄ー 1• 2)が出土した。また、奥壁近

くの中央やや東寄りの床面からは人歯（歯ー 1• 2) 

が出土し、玄室中央付近の床面からは人骨細片がわ

ずかに出土した。なお、床面を直接覆う黒色土を工

リア分割し、取り上げ、師にかけたところ、エリア

1からは鉄鏃片 l（鉄ー 8）、 エリア 10からも鉄

鏃（鉄ー 9)が検出された。

羨道内からは、土師器 ・甕体部の細片 4点が出土

した。いずれも一片が 2.0cmに満たないものばか

りであった。羨道内は閉塞されており、後世の撹乱

を受けていない。よって、

羨道内に土師器片が認められないということは、例

えば 「この場で甕を破砕した」という状況は想定で

きない。おそらく、羨道構築時、または閉塞時に混

入したものであろう。また、玄門近くの床面からは

炭化物が出土した。

これらの土師器片以外に

これらの炭化物は閉塞石の下に

存在したことから、後世の混入とは考えられず、

の内での何らかの行為に伴うものと推測される。

こ
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図 351 石室内遺物出土状況 平面図
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(3)石室床面（図 352)

床面は、玄室については後世の撹乱は認められ、

一部では床石が抜き取られていたが、、その程度は

激しいものではなかった。また、羨道については閉

i 塞石がほぼ完存していたということから、床面は完

存していると判断した。

玄室床面には直径 2~10cmの円礫を敷き詰めて I旦．

あったと考える。間仕切り石は、それに相当する石

材もなく、存在しなかったと思われる。

玄門部床面には、 1辺 20cm程度の亜角礫（輝石

安山岩）が 2石並べて設置されていた。床面の段差

は認められず、梱石と考えられる。

一方、羨道床面には直径 2~8cmの円礫が多数

敷かれていた。このうち、玄門位置から南に 0.6m 

位の範囲には 5~8cmの輝石安山岩の円礫が多く

使われており、それより南の範囲には 5cm以下の

川原石の円礫が多く使われていた。

なお、玄室から羨道までの床面レベルはほぼ水平

であり、段差は持たない。

(4)石室舗石（図 353)

舗石は、玄室および羨道で確認された。

玄室内では、一辺 8~18cmの川原石と輝石安山

岩の扁平の亜円礫が敷かれていた。

羨道内でも、一辺 5~15cmの川原石と輝石安山

岩の扁平の亜円礫が敷かれていた。

ところで、この舗石面を下層床面として考えるこ

とも調査時には検討した。つまり、床面が複数存在 N N' 

したという考え方である。だが、調査時の所見から

は明らかに複数床面と認定できる状況は認められな

かったので、舗石面という判断をした。舗石と判断

した所見とは次の通りである。

一つは、上層敷き石（床面のこと）、と下層石敷

き（舗石のこと）では石材の大きさに違いがあるこ

と。二つ目は、この二つの層の間に、時間差を認め

るような土砂の堆積が存在しないこと。三つ目は、

下層石敷き面からは、副葬品と思われる遺物や人骨・
L=l35.00 

歯の出土がなく、さらには、それらを片付けた痕跡

゜
1. 40 lm 

も求められないこと。 図352 石室床面・舗石面 平・断面図 (1)
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(6)石室の平面および立面の状況（図 354)

石室長が 4.80mの両袖型石室である、本石室の

平面・立面の詳細状況は次の通りである。なお、各

計測値は、全て根石検出時に行ったものである。

石室開口方向 S-8° -E である。

平面規模 細部規模は次の通りである。

玄室長は主軸位置で 2.60m、西側壁際位置で推

定 2.70m、東側壁際位置で 2.63mである。玄室

幅は奥壁付近で1.20m、中央位置で推定 1.48m、

袖付近で1.38mである。

羨道長は主軸位置で 2.20m、西側壁際位置で

2.20 m、東側壁際位置で 2.15mである。羨道幅は

玄門付近で推定 0.80m、中央付近で推定 0.73m、

羨門付近で 0.73mである。

平面形状 玄室は、胴張りの傾向が認められる矩

形である。羨道は、ほぼ矩形の平面プランを呈する。

立面規模 玄室・羨道ともに良好である。ともに

天井石が一部に残存していた。

玄室高は、奥壁位置で1.70m、西側壁で 1.80m、

東側壁で1.75mである。玄門高は主軸位置で 0.80

mである。

羨道高は、主軸位置で 0,90m、西側壁で 0.96

m、東側壁で 0.88mである。羨門高は天井石がな

いため残存高であるが、西羨門で 0.90m、東羨門

で0.73mである。

上記の数値から石室の立面規模は、玄室高が

1.80 m、羨道高が 0.90mである。

立面形状 玄室は僅かな転びをもつ。その状況は

東西側壁の奥壁付近が顕著である。

羨道はほぼ垂直に立ち上がる。

また、主軸方向の立面形状は、所謂「段構造」を

呈し、玄門部天井石は羨道天井より、 0.20mほど

下がる構造を呈する。

壁面の構成 玄室奥壁は隅丸長方形に加工された

輝石安山岩 l枚で面を構成している。玄室側壁は、

一辺が 10~100cmの輝石安山岩の割石で構成さ

れている。天井石が存在する箇所においては、 3~

4段の石積みが確認できる。石積みは、下 2段にお

428 

いては明確に横方向の通目積であり、上 l段乃至 2

段については、乱石積に近い。なお、石積みは積み

方A・Dが多用されている。玄門は、東西それぞれ

が直方体状の加工石 l石によって構成されている。

羨道側壁は直径 15~50cmの輝石安山岩の割石

で構成されている。天井石が存在する箇所において

は、 2~3段の石積みが確認できる。石積みは、下

2段においてはやや不明確ながら横方向の通目積で

あり、上 1段については、乱石積に近い。なお、石

積みは積み方Aが多用されている。羨門は、東西そ

れぞれが直方体状の加工石 l石で構成されている。

天井石については、玄室には幅 1.35mの輝石安

山岩の割石が 1石、玄門には幅1.20mの輝石安山

岩の載石が 1石、羨道には幅 0.90mの輝石安山岩

の割石が 1石がそれぞれ、原位置を保って存在して

いた。特に、玄門の天井石については、積み方Cを

採用し、天井石であると同時に、玄室の前壁を 1石

で構成する役割も果たしている。

石材の種類 434頁に詳述。

石材の加工 工具を用いての仕上げ加工を施した

と考えられるものは、奥壁と玄門・羨門・玄門部天

井石である。奥壁は隅丸長方形に加工後、玄室内面

に向かう面だけを幅 1~3cmの盤で斜横位に削り、

面調整している。この面調整は奥壁に接する東西側

壁の一部にまで加工痕跡が及んでいることから、奥

壁位置に設置後に行われた調整を考えられる。

玄門は直方体状に加工後、玄室・羨道に内面に向

かう面だけを幅は不明だが、幅広の慇で削り、粗い

面調整している。これも設置後の加工と考えられる。

羨門は直方体に加工後、羨道と開口部に露出する

面だけを幅は不明だが、幅広の繋で削り、粗い面調

整している。これも、設置後の加工と考えられる。

玄門部天井石は、長辺1.25m短辺 0.80m、厚

み0.20mの直方体に載られている。墳丘に隠れる

箇所の調整はやや粗いが、他は設置前に慇で面取り

したものと思われる。さらに下端部には、断面斜め

方向の面取りを行っている。

漆喰の有無 認められなかった。
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奥壁方向
| 

ー
奥壁側から玄門部をみる

0 1: 50 lm 
1 ,  1 

図354 石室壁面展開図および天井・玄門部見通し図
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第 3章 古墳の調査報告

5 解体調査

(1)解体の順序

本墳の場合、前垣と羨門との石積みの関係性か

ら構築順序は「石室 ・墳丘→前庭」と判断した。

よって、解体調査はその逆順に行うこととし、「前

庭→石室 ・墳丘」の順で実施することとした。

(2)前庭の解体（図 355)

本墳の前垣は、東前垣の崩壊が激 しかったが、

西前垣の状況を東前垣にも想定すると、解体前の前

垣は、翼垣が存在する前庭の場合の、翼垣除去後の

姿に酷似している（図 355-0段階）。前垣を解体

すると、前庭の掘り方が検出された（図 355- 1 

段階）。掘り方は墳丘を 65~75゚ の斜度をもって

削り取り、さらには根石部にも若干の掘り込みを持

たせていることが判明した。前垣の石材の設置に際

しては、前垣の石組みが安定するように、やや粘質

の黒褐色土が背後に設置されていた。

(0段階） 前垣解体前

L=l34.00 

T T' . . 

L=l34.00 

1 黒褐色土やや粘質（前壁裕生土）

2 頃丘盛土

゜
1 : 50 2m 

(1段階） 前垣解体後

図355 前庭の解体工程 平面及び正面見通図

DG-67 X=42,084 Y=-56,056 
~ L=I34.00 
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(3) 墳丘•石室の解体（図 356~358)

墳丘・石室の解体に際しては、石室の主軸方向に

3箇所 (U-u'~w-W')、石室主軸の直交方向

に3箇所 (X-X'~Z-Z')の断割を入れ、断

面観察を行った。

その結果、墳丘と石室の構築とは連動して行われ

ていることが判明した。盛土の各層は石室構築に合

わせて盛られているようであり、石材を積む毎に盛

土を平行して行っていたものと考えられる。

土の種類 「黒色土」「褐灰色土」「黄褐色土」に

分離でき、それぞれは土質の硬軟によって分離でき

ることから、 6つの土層にわけることができる。こ

れらの盛土は，いずれも、地山に存在するものであ

り、よって、周堀の掘削土を用いたと思われる。

使用土の多くは「黒色土」と「褐灰色土」であり、

ロームを主体とした 「黄褐色土」は使用頻度が低い。

盛土の単位 一単位 5~25cm程度の層厚をも

つ土層に分層できる。だが、これらが全て土の種

類を変えて互層になっているかというとそうではな

く、同種類の土が不規則な層厚で盛土となっている。

17 多田山 17号墳

盛土の質 全体的に軟質系の土層が多く確認でき

る。硬質系の土層は盛土下位に最も集中して、さら

には、下位の中でも、奥壁や玄室の範囲のほうがそ

の状況が顕著である。その他には中位にやや集中し

て確認できる。下位への集中は石室根石の固定（根

固め）のためと考えられ、特に奥壁 ・玄室部に関し

ては入念な根固めが行われたと考えられる。

盛土の順序 断割断面V-V'・ W-W' の土層

からは、下位については 「奥壁→玄室→羨道」の順

序で根固めが行われた状況が窺える。だが盛土中位

以上については、下位のような顕著な状況は昭めら

れない。この下位と中位以上の盛土の状況差の間に、

石室構築上のタイムラグが存在する可能性がある。

裏込石の有無 側壁部の盛土においては石材と接

する箇所にはその存在が明確に確認できたが、奥壁

部の盛土には、全く存在していなかった。

石材細屑の有無 盛土の中には輝石安山岩の細屑

はほとんど諮められなかった。。

ー
バ
¥
+
|

0 1 : 250 5m 
1,  9 9,  1 

|口

図356 墳丘断ち割リポイント位置図
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第 3章古墳の調査報告

(4)石室石材（図 359・表 47)

石室の解体に際して、石室を構成する各石材につ

いて観察を加え、その特徴の抽出を試みた。その特

徴は次の通りである。なお、特に断りのない限り、

ここで用いる「石室石材」とは、壁材として原位置

を保持していた石材のことをさす。

石材種類 全て輝石安山岩を用いている。

石材規模 石材重量は1.0~1986.0kgを測る。

但し、 100kg程度またはそれ以上の重量のものは

30石程度であり、 200kgでは 10石ほど用いら

れている。多用されている石材重量は20~80kg

程度のものである。なお、天井石の重量は 138~

508kgであった。

石材形状 主体をなす形状は俵形とキャラメル形

である。サイコロ状のものは少ない。

石材加工 奥壁・玄門・羨門の完成時の露出面（石

室内部から見える面）と、同じく奥壁 ・玄門 ・羨門

3 2 

＼ 

½oこ
62 

の上端部（上に積まれる石との接地面）に盤状工具

による平滑化が施されている。また、玄門上の天井

石（玄室前壁を兼ねる石）は切石であり、しっかり

とした面加工が施されている。

石材の諸属性と積み方の関係 奥壁・玄門・羨門

には何れも輝石安山岩のキャラメル形又はサイコ

ロ形を呈するの大振りの石材（85.6kg以上）を用

い、積み方C・Dを採用している。玄室側壁には輝

石安山岩の俵形又はキャラメル形を呈する石材 (20

~80kg)を主体的に用い、積み方A・Bを多用し

ている。なお、壁面上位に数石だが大振りの石材

(300kg以上の石材）を用い、積み方B・Dを採用

している。羨道側壁には輝石安山岩の石材 (20~

50kg)を主体的に用い、積み方Aを多用している。

加工は認められない。なお、加工が認められるのは

奥壁・玄門・羨門および天井石の一部のみである。

に限定される。

88 

図359 石室石材番号図

434 



17 多田山 17号墳

表47 石室石材観察表

番号
重星 長軸短軸厚み

積み方 石 質 備考
(kg) (cm) 

番号
重量 長軸短軸厚み

禎み方 石 質 備考
(kg) (cm) 

I 1986 210 134 45 C 輝石安山岩 加工石 65 61 38 35 38 D 輝石安山岩

2 28 18 14 20 A 輝石安山岩 66 75 34 26 46 D 輝石安山岩

3 40 12 22 35 A 輝石安山岩 67 57 38 16 77 A 輝石安山岩

4 66 45 40 48 D 輝石安山岩 68 30 38 17 42 B 輝石安山岩

5 5 16 7 29 A 輝石安山岩 69 68 55 II 54 B 輝石安山岩

6 406 120 57 51 D 輝石安山岩 70 3 13 II 30 A 輝石安山岩

7 48 28 22 61 A 輝石安山岩 71 2 18 8 19 D 輝石安山岩

8 21 20 10 44 A 輝石安山岩 72 134 60 41 44 C 輝石安山岩 加工石， 3 13 6 29 A 輝石安山岩 73 17 23 19 46 D 輝石安山岩

10 51 34 32 28 D 輝石安山岩 74 242 59 41 64 D 輝石安山岩

11 II II 8 44 A 輝石安山岩 75 128 58 41 50 D 輝石安山岩

12 7 23 ， 24 B 輝石安山岩 76 12 20 14 36 A 輝石安山岩

13 91 44 43 42 D 輝石安山岩 77 19 22 18 51 A 輝石安山岩

14 93 42 35 60 A 輝石安山岩 78 IO 22 11 39 A 輝石安山岩

15 85 44 42 85 D 輝石安山岩 79 788 137 54 74 B 輝石安山岩

16 ， 27 12 30 B 輝石安山岩 80 292 97 35 83 B 輝石安山岩

17 136 76 20 63 B 輝石安山岩 81 44 40 24 39 D 輝石安山岩

18 16 22 14 47 A 輝石安山岩 82 179 54 31 59 D 輝石安山岩

19 90 41 44 52 D 輝石安山岩 83 97 51 46 33 D 輝石安山岩

20 36 34 27 45 A 輝石安山岩 84 117 41 38 40 D 輝石安山岩

21 II 18 13 30 A 輝石安山岩 85 l 5 ] 55 41 52 D 輝石安山岩

22 108 53 37 37 C 輝石安山岩 86 147 42 34 58 D 輝石安山岩

23 96 48 40 44 D 輝石安山岩 87 13 24 11 30 A 輝石安山岩

24 121 76 32 54 B 輝石安山岩 88 20 19 16 30 A 輝石安山岩

25 131 25 22 106 A 輝石安山岩 89 8 26 II 21 A 輝石安山岩

26 68 52 25 56 B 輝石安山岩 90 8 18 10 34 A 輝石安山岩

27 39 34 33 56 A 輝石安山岩 91 5 22 13 25 A 輝石安山岩

28 75 82 23 39 B 輝石安山岩 92 77 40 37 25 C 輝石安山岩

29 4 15 12 24 A 輝石安山岩 93 106 46 26 60 B 輝石安山岩

30 62 37 33 41 D 輝石安山岩 94 225 55 40 65 D 輝石安山岩

31 179 75 39 62 D 輝石安山岩 95 307 120 67 52 D 輝石安山岩

32 4 12 11 27 A 輝石安山岩 96 96 50 30 44 C 輝石安山岩

33 225 56 44 83 D 輝石安山岩 97 5 15 13 34 A 輝石安山岩

34 96 41 26 80 A 輝石安山岩 98 36 33 27 42 A 輝石安山岩

35 141 90 46 59 D 輝石安山岩 99 3 18 II 26 A 輝石安山岩

36 49 34 23 35 D 輝石安山岩 100 16 34 13 38 A 輝石安山岩

37 5 28 21 25 A 輝石安山岩 IOI 14 20 20 41 A 輝石安山岩

38 I 10 2 22 A 輝石安山岩 102 27 36 28 26 D 輝石安山岩

39 3 13 ， 22 A 輝石安山岩 103 49 40 39 43 C 輝石安山岩

40 73 56 24 67 B 輝石安山岩 104 10 ， 13 24 A 輝石安山岩

41 2 13 7 22 A 輝石安山岩 105 60 34 29 50 A 輝石安山岩

42 28 30 25 45 A 輝石安山岩 106 236 86 55 32 C 輝石安山岩 加工石

43 47 32 23 50 A 輝石安山岩 107 24 26 17 40 A 輝石安山岩

44 33 28 21 60 A 輝石安山岩 108 37 31 16 35 B 輝石安山岩

45 50 27 17 70 A 輝石安山岩 109 7 18 14 26 A 輝石安山岩

46 3 II 7 33 A 輝石安山岩 II 0 7 13 13 31 A 輝石安山岩

47 5 26 10 28 B 輝石安山岩 111 20 34 16 45 B 輝石安山岩

48 110 95 45 35 C 輝石安山岩 加工石 112 5 12 12 23 A 輝石安山岩

49 8 ， 5 48 A 輝石安山岩 113 7 22 ， 24 A 輝石安山岩

50 12 31 12 37 A 輝石安山岩 114 57 47 31 32 D 輝石安山岩

51 20 26 20 28 D 輝石安山岩 115 23 21 19 37 A 輝石安山岩

52 25 14 13 41 A 輝石安山岩 116 4 19 6 20 B 輝石安山岩

53 75 35 34 50 D 輝石安山岩 117 65 36 32 46 D 輝石安山岩

54 53 30 20 55 A 輝石安山岩 118 4 16 7 27 A 輝石安山岩

55 8 II 10 20 A 輝石安山岩 119 3 18 11 14 A 輝石安山岩

56 7 21 12 28 A 輝石安山岩 120 13 19 19 31 A 輝石安山岩

57 29 22 20 40 A 輝石安山岩 121 5 20 17 22 D 輝石安山岩

58 47 47 35 31 D 輝石安山岩 122 47 37 25 36 D 輝石安山岩

59 3 16 ， 30 A 輝石安山岩 123 105 48 34 52 D 輝石安山岩

60 5 10 ， 24 A 輝石安山岩 124 5 18 10 32 A 輝石安山岩

61 28 36 23 51 A 輝石安山岩 125 4 19 10 23 A 輝石安山岩

62 37 27 24 45 A 輝石安山岩 126 8 34 3 38 A 輝石安山岩

63 61 43 30 35 D 輝石安山岩 127 2 18 5 19 A 輝石安山岩

64 59 40 33 35 D 輝石安山岩 128 81 50 39 33 C 輝石安山岩 加工石
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第 3章古墳の調査報告

(5)石室根石（図 360)

石室根石は、掘り方地山面に設置されていた。

根石には奥壁と玄室側壁の一部に大振りに輝石安

山岩が多く用い、それ以外の根石には、 一辺 20~

60cm程度の輝石安山岩を用いていた。石材の重な

り具合から、設置順序は 「奥壁・玄門 ・羨門→要所

の側壁→その他の側壁」であったと考えられる。

( 6) 石室•前庭掘り方（図 360)

石室の掘り方は、平面プランが矩形を呈し、その

規模は南北長約 7.0m、東西長約 5.0m、深さ 0.9

~1.3 mを測る。斜面地への掘削のため、深さは一

ー

バ

b-

゜
1: 100 3m 

b- DG-67 X=42,084 Y=-56,056 

定していない。床面の凹凸

は目立たず、比較的平坦であ

る。エ具痕などの人為的痕跡

は認められなかった。ここで

検出された掘り方は、南端部

を前庭の掘り込みに切られて

いる。そのため、南端部は段

差を持っていない。

前庭の掘り方は石室の掘り

方の南に接して存在する。平

面プランは、不整円形を呈し、

、Aqド
T
l

I• 
]

+

 ジや

b' 

b' 

L=l35.00 

゜
I : 100 3m 

図360 石室根石平・断面図（左） ／石室掘り方平面図（右）
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その規模は南北長約 4.0m、東西長約 6.5mを測る。

断面は、すり鉢形を呈し、深さ 0.8~1.3mを測る。

斜面地への掘削のため、深さは一定していない。

二つの掘り方はそれぞれが微妙にずれて掘削され

ていることから、別々に掘削されたものと推測でき

る。おそらく、古墳構築の順序を考慮すると、 「石

室の掘り方→前庭の掘り方」という順に掘削された

と思われる。

(7)墳丘盛土下地山面（図 361)

墳丘盛土を除去すると、地山面が検出された。そ

の検出範囲は南北約 9.0m、東西約 9.5mの範囲で

ある。墳丘の東側は大きく削平されているため、地

山面の残存も、石室掘り方の東側は狭く、石室掘り

方の西側に偏っている。

地山面には、規則的な等高線が存在しており、古

17 多田山 17号墳

墳築造前の整地や別の掘り込みなどがあったとは思

えない。つまり、この墳丘盛土下地山面は、古墳築

造直前の旧地表であったと、推定される。

なお、この墳丘盛土下地山面からは、古墳築造に

先立って存在する関連遺物は確認されなかった。

ー
什
¥
4ー
l ：＋ 

0 1 : 100 3m 
l,,  I 

DG-69 X042,092 Ya-56,056 

図361 墳丘盛土下地表面 平面図
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第 3章 古墳の調査報告

6 出土遺物

(1)土器（図 362• 363・表 48)

須恵器・台付長頚壺（器ー1)は長頚部が欠損し、

体部以下のみの残存である。上位に最大径をもち、

肩の張る体部と、やや外反する台部をもつ。自然釉

が部分的に掛かっている。

須恵器 ・坪3点（器ー2~4)は口径 13.0cm前

後の外斜口縁の坪である。平底の坪2点（器ー2.

3)はともに輔櫨成形であり、底部は回転糸切り後、

縁辺部のみ回転ヘラケズリを施している。また、高

台をもつ坪 1点（器ー 4)は口径 14.5cmの外斜口

縁坪である。輔櫨成形であり、底部は回転糸切り後、

高台をつける。ほかに、底部のみ残存の須恵器 ・坪

（器ー5)は輔轍成形で、底部は回転ヘラ切りである。

土師器 ・坪 4点（器ー6~ 9) は口径 11.0~

13.0cmの丸底坪である。何れも、口縁が短く直立

し、体部は浅い。体部はナデ調整後、手持ちヘラケ

ズリを施している。

須恵器・瓶（器一 10)は口縁部のみの残存である。

口縁は外反し、端部は強く摘み上げ、面を造り出し

ている。自然釉が部分的に掛かっている。

須恵器・壺？ （器一 11)は体部の体部の小片な

がら、他の須恵器とは異なる資料である。外面にカ

キ目を施している。自然釉が部分的に掛かってい

る。

須恵器 ・大甕片（器ー 12~21) は同一個体の

資料と考えられる。口縁は外湾気味に開き、端部に

は巾 1.4C illの平坦面が巡る。またその直下には突

帯 ・櫛描平行文 ・櫛描波状文が規則的に施されてい

る。頸部の補強帯はない。口縁は内外面ともヨコナ

デ。体部は球形を呈し、その残存状況から、体部の

三雪プ ロミノ

器ー 2

口

器一 l

器ー 3

｀
 

＼
 

器ー 4
器ー 5

こ こ
器ー6

器ー8

――-

器ー 7

f

]

'
 

T
 

器ーJO

最大径は 60cm以上と推定できる。体部外面には 器ー9

平行叩きを施し、内面は同心円状叩きを施す。

゜
I: 4 15cm 

図362 土器（ 1)
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17 多田山 17号墳

器一 11
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‘、器ー 16
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、／
’
9

／
 器ー21

図363 土器 (2) ゜

器ー 18

I : 4 15cm 
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第3章古墳の調査報告

表48 土器観察表

迫物 出土
器種

法星(cm)
形態及び成整形の特徴 色調 焼成 胎土 備考

番号 位置 ロ・底・高

形態長頚部は欠損・体部は上位に最大径をもち、肩は張る。肩部

I 前庭
須恵器 ー／158~ には 2条、最大径部に 1条の沈線をめぐらす。台部はやや外反し、

灰白色 良好硬質 砂礫を含む
自然釉が部分

台付長頚壺 /13.5 接地面は内端面成整形体部から台部まで、ナデ調整を基本とする 的に掛かる

が、体部下半のみ、回転ヘラケズリ調整。高台は付け高台。

須恵器 12.9 /7 5/ 
形態．口緑は直線的に外斜。口緑端部は丸く収める。腰部は屈曲

砂礫を含む
2 前庭 し、底部に至る。上げ底状の平底。成整形鞘櫨成形。底部は回転 灰白色 良好

坪 40 
糸切り後、縁辺部のみ回転ヘラケズリ

ややざらい

須恵器 13 2/7 8/ 
形態 口緑は外斜するが、中位で屈曲する。口縁端部は丸く収め

砂礫を含む
3 前庭 る。腰部は屈曲し、底部に至る。の平底。成整形鞘轄成形。底部 灰白色 良好

坪 42 
は回転糸切り後、緑辺部のみ回転ヘラケズリ

ややざらい

須恵器 14 5/6 8/ 
形態口縁は直線的に外斜し、上位で、やや外反する。端部は丸く

砂礫を含む
4 前庭 収める。腰部は屈曲し、底部に至る。高台。成整形輛櫨成形。底 灰白色 良好

坪 6.1 
部は回転糸切り後、高台をつける。貼付後ナデ調整。

ややざらい

5 前庭
須恵器 ー／80/ 底部のみの破片。形態腰部は緩やかに湾曲し、底部に至る。成整

灰白色 良好 砂礫を含む
坪 10~ 形 鞘轄成形。底部は回転ヘラ切り 。

土師器 11 5/X/ 
形態 口緑は僅かに外反気味に直立。端部は丸く仕上げる。体部は浅い。 砂礫を僅か

6 前庭 丸底。成整形’口緑は横ナデ。体部はナデ調整後、手持ちヘラケズリ 。ロ 橙色 良好 に含むぬ
坪 34 

緑と体部の境の稜線は口緑部のナデによってつくっている。 めっとする

土師器 13 O/x/ 
形態 口緑は僅かに外斜気味に直立。端部は丸く仕上げる。体部は浅い。

砂礫を含む
7 前庭・眼屈 丸底。成整形 日緑は横ナデ。体部はナデ調整後、手持ちヘラケズリ 。ロ 橙色 良好

坪 3 5 
縁と体部の境の稜線は口縁部のナデによってつくっている。

ややざらい

土師器 l l l /x/ 
形態 口緑は短く、ほぼ直立。端部は丸く仕上げる。体部は浅い。丸底 砂礫を僅か

8 前庭 （推定）。成整形 口緑は横ナデ。体部はナデ調整後、手持ちヘラケズリ。 橙色 良好 に含むぬ
坪 3. I 

口緑と体部の境の稜線は口緑部のナデによってつくっている。 めっとする

土師器 120 /-/ 
形態．口緑は短く、ほぼ直立。端部は丸く仕上げる。体部は浅い。丸底 砂礫を僅か， 前庭 （推定）。成整形 日縁は横ナデ。体部はナデ調整後、手持ちヘラケズリ。 橙色 良好 に含むぬ

坪 2 5~ 
口縁と体部の境の稜線は口緑部のナデによってつくっている。 めっとする

IO 前庭
須恵器 /34/-/ 形態．口緑は外反して開く 。端部は強く摘み上げており、外面には

灰白色 良好
砂礫を含む 内外面に自然

瓶？の日縁 6.5~ 巾8mmの面がめぐる。成整形．回転ナデ。口縁摘み上げ。 ややざらい 釉が掛かる

II 周堀
須恵器

-/-/- 体部上位の破片。頸部付近にカキ目を施す。 暗青灰色 良好硬質
砂礫僅かに 自然釉が部分

壺？ 含む 的に掛かる

口緑部のみ外湾気味に開く 。口縁端部は、巾].4Cmの平坦面が巡

12 前庭・周屈
須恵器 420/-/ る。またその直下には突帯（断面△）が巡る。この突帯のしたには

灰色 良好硬質
砂礫僅かに

大甕日録片 60~ 櫛描平行文を 2条巡らせ、その上下を充填するように櫛描波状文を 含む

施す。成整形はヨコナデ。

口緑部のみ外湾気味に開く 。口縁端部は、巾14cmの平坦面が巡

13 前庭凋品
須恵器 420/-/ る。またその直下には突帯（断面△） が巡る。この突帯のしたには

灰色 良好硬質
砂礫僅かに

大甕 6.1~ 櫛描平行文を 2条巡らせ、その上下を充填するように櫛描波状文を 含む

施す。成整形はヨコナデ。

須恵器 40.0/-/ 
口緑部のみ外湾気味に開く 。口緑端部は、巾 14cmの平坦面が巡

砂礫僅かに
14 周堀 る。またその直下には突帯（断面△）が巡る。この突帯のしたには 灰色 良好硬質

大甕
櫛描波状文を施す。成整形はヨコナデ。

含む

15 周堀
須恵器

-/-/- 口緑部のみ外湾気味に開く。外面には櫛描平行文を 2条巡らせ、上
灰色 良好硬質

砂礫僅かに

大甕 下を充填するように櫛描波状文を施す。成整形はヨコナデ。 含む

16 廂討腹
須恵器

-/-/- 口緑部のみ外湾気味に開く 。外面には櫛描波状文を施す。成整形は
灰色 良好硬質

砂礫僅かに

大甕 ョコナデ。 含む

17 周堀
須恵器 -/-/- 口緑部のみ外湾気味に開く 。外面には櫛描平行文を巡らせ、下に櫛

灰色 良好硬質
砂礫僅かに

大甕 描波状文を施す。成整形はヨコナデ。 含む

18 周堀
須恵器大

-/-/-
口緑部のみ外湾気味に開く 。外面には櫛描平行文を 2条巡らせ、上

灰色 良好硬質
砂礫僅かに

甕 下を充填するように櫛描波状文を施す。成整形はヨコナデ。 含む

須恵器
口緑～頸部の破片口緑外面には波状文が施される。体部は僅かし

砂礫僅かに
19 周堀

大甕
-/-/- か残存していないが、大きな球形を呈することが予想できる。頸部 灰色 良好硬質

含む
の補強帯はない。口縁は内外面ともヨコナデ。体部は叩き 。

20 周堀
須恵器

-/-/- 口緑～頸部の破片頸部の補強帯はない。口緑は内外面ともヨコナ
灰色 良好硬質

砂礫僅かに

大甕 デ。体部は叩き。 含む

21 周堀
須恵器

-/-/- 体部下位の破片。球形を呈する。残存状況から、体部の最大径は60cm以
灰色 良好硬質

砂礫僅かに

大甕 上と推定できる。外面は平行叩き。内面は同心円状叩きを施す。 含む
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(2)鉄製品（図 364)

刀子（鉄一 l) は、残存長 12.6cm、刃 巾

1.3cm、を測る。切先と茎尻の欠損する。木質残存

が部分的に良好である。

もう一つの刀子片（鉄ー 2)は刃部のみである。

残存刃長 5.6cm、刃巾 1.2を測る。刃部の欠損も

激しい。木質は僅かに残存する。

鏃（鉄ー 3~10)は何れも長頚鏃である。鏃身

部が確認できるのは 1点（鉄ー 9)のみである。逆

剌は持たず、刃部が先端部に寄っている。関を確認

できる資料はない。

スラグ？ （鉄一 11)は、形状からそのように判

断した。

表49 鉄製品観察表

掲載
種類

出土 長さ 幅 木質 樹
備考

番号 地点 (cm) (cm) 有無 種

l 刀子 玄室 12 6+ I 4 

゜
X 

2 刀子 玄室 56+ I 2 X 

3 鏃 前庭 75+ 04 X 

4 鏃 月I」庭 35+ 04 X 

5 鏃 削庭 44+ 04 X 

6 鏃 ~lj庭 46+ 04 X 

7 鏃 前庭 5.6+ 0 3 X 

8 鏃 玄室 38 04 X ， 鏃 玄室 60 0 3 X 

10 鏃 表土 36 0 3 X 

11 ？ 前庭 3 I 40 X スラグ？

17 多田山 17号墳

― V--ーグ

鉄ー 3
- CW:;, 

- C 

鉄一 I , : 

鉄ー4 鉄ー 5 鉄ー 6 鉄ー7

鉄ー 8 鉄ー 9 鉄ー10
鉄ー11

゜
1:2 5cm 

図364 鉄製品
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第 3章 古墳の調査報告

7 まとめ

調査・整理により、本墳に関して得られた遺構 ・

遺物に関する主な情報は次の通りである。

遺構に関する主な情報

遺構① 盛土径 12.0m、墳丘長 14.0.0m、全 16.0

mの円墳である。

遺構② 盛土はわずかに残存するが、 葺石は失わ

れている。

遺構③ 周堀は平面円環形だが北側が突出する。

遺構④ 埋葬施設は全長 4.80mの両袖型横穴式

石室である。奥壁は 1段構成である。

遺構⑤ 閉塞は入念に行われており、その形態は

間詰めである。

遺構⑥ 石室石材には 20~80kgの輝石安山岩

を多用している

遺構⑦ 最大の使用石材 (1986kg)は奥壁に用

いている。

遺構⑧ 積み方A・Bを多用している。

遺構⑨ 玄門柱と羨門柱には面加工した輝石安山

岩を用いている。

遺構⑩ 翼垣を伴わない、掘り込み土坑状前庭が

取りつく 。

遺物に関する主な情報

遺物① 須恵器・大甕が周堀内から出土している。

442 

遺物② 土師器 ・坪、須恵器 ・坪、須恵器 ・台付

長頚壺、鉄鏃が前庭部から出土している。

遺物③ 玄室からは刀子が出土している。

※ 

これらのことから次の位置づけができる。

遺物の時間的位置づけ

須恵器 ・坪（器ー2~4)はともに底部回転糸切

りを採用されており、よって 「多田山VI期」と考え

られる。須恵器 ・坪（器ー 5)は底部回転箆切りを

採用しており、よって「多田山IV~V期」と考えら

れる。土師器 ・坪（器ー 6~9)は底部の扁平化が

あまり進んでおらず、 「多田山V期」またはそれ以

降と考えられる。

遺構の時間的位置づけ

前庭の取りつく石室ということから「多田山IV期」

と考えることができる。

※ 

本墳の機能時期について

上記2つの時間的位置づけからは、本墳の機能時

期は次のように考えられる。

「多田山IV期」において、古墳の造営が行われる。

その後は、 「多田山VI期」またはそれ以降まで、前

庭は機能がつづく、と思われる。
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第 3章 古墳の調査報告

1 調査前（図 366)

多田山丘陵の尾根上を南北に延びる平坦地は、尾

根位置を頂部として形成された谷地が西と東に向か

いそれぞれに存在し、その頂部は、幅 5m程度の鞍

部を形成している。多田山丘陵はこの鞍部を境に、

尾根上平坦地を南北に分断する状況を呈する。

多田山 18号墳は、この分断された尾根状平坦地

のうち、南側の尾根上平坦地にほど近い、南東緩斜

面に位置する。その標高 132mである。

本墳は、現地表においてはわずかな高まりを確認

できる程度であった。しかし、試掘の段階で周堀覆

土と思われる黒色土を検出したことを併せて考え、

この場所に古墳があることを認識した。調査前の段

階に現地に足を運んでみると、石室石材と思われる

輝石安山岩が多数露出しており、さらにはその石材

を利用したと思われる石垣が築かれていた。よって、

石室自体もかなりの改造を受けていることが懸念さ

れた。

なお、本墳は「上毛古墳総覧」記載淵れの古墳で

ある。

0 1 : 400 !Om 
I ,  r 
Dl-67 Xa42,084 Ya-56,048 

図366 調査前現況地形図
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写真 16 墳丘調査前現況（南→）

2 墳丘と周堀

(1)墳丘（図 367)

墳丘径推定 11.0m、盛土径 8.4m、全長推定

20.0 mを計る、円墳である。石室開口をほぼ南方

向にとるため、斜面の傾斜方向に対して、約 40°

南に振れた方向を基準に構築している。残存する墳

丘は激しい撹乱を受けており、特に墳丘北東部にお

いてはその程度は著しかった。僅かに残存した墳丘

でさえも現地表面からの高まりは殆ど確認できない

状態であった。

したがって、墳形が円墳であると確定はできるも

のの、盛土状況については構築当時の高さを示す手

がかりはなかった。

墳丘の外表施設に関しては不明であった。

(2)周堀（図 367)

周堀は、前庭部を除き、墳丘の周囲を全周するも

のと考えられる。但し、地表面の削平が激しいため、

周堀の南西部・南東部外縁については推定である。

その掘削程度にはバラつきがあり、遺構確認面にお

ける周堀規模は、最大箇所で上幅5.0m、下幅3.1m、

深さ l.0mであるのに対し、最小箇所では、上幅 3.5

m、下幅1.6m、深さ 0.5mと差異が著しい。

(3)周堀内における遺物出土状況

周堀内からの遺物出土は無かった。
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3 As-B尼

4 黒褐色土 FA（または As-C)を含む

5 黒褐色土 しまりあり FA（または As-C)を

多く含む ロームをわずかに含む

6 暗褐色土 FA（または As-C)・ロームを含む

7 にぶい黄褐色土 しまりあり FA（または

As-C)をわずかに含む ロームを多量に含む

8 灰黄褐色土 やわらかい ロームを多く含む

9 にぶい装褐色士 ロームの二次堆粕土

D' 

L~l32.80 

図367 墳丘及び周堀平・断面図（上） ／周堀覆土断面図（下）
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第 3章 古墳の調査報告

3 前庭

(1)概要（図 368)

前庭は土坑状の掘り込みを伴うものである。掘り

込みを含めた前庭長は 4.00m、前庭幅は 2.10m 

である。床面までの深さ 0.50~0.85m程度である。

床面は部分的に張り床を施しており、掘り方までの

深さは1.00~1.35m程度である。前垣は存在す

るが、東西前垣とも崩落が激しい。その規模は残存

値ではあるが、前垣幅 3.75m、西側前垣幅 0.44m、

東側前垣幅 0.64m、前垣高 1.20mである。翼垣

は東部分にそれらしい石が一石存在するが、石垣と

しての存在は認められない。

前垣には、一辺が 10~30cmの輝石安山岩の亜

角礫を用いて、構築している。

(2)前庭における遺物出土状況（図 369)

遺物としては、須恵器（甕・坪蓋）と土師器（坪）

が出土した。これらの出土層位には、床面（器ー2.

4~6) と、床面より高い位置 （器ー 1• 3 : G-

G'層の 3~5層）の 2つがある。

須恵器 ・甕（器一 1)は、前庭内東部の直径1.5

m程度の範囲内において、多量の破片となって出土

していた。出土状況からは、 一個体がつぶれた様な

状況であり、接合も高率であった。このような状況

から、この須恵器は、この場に転落してから破損し

たものと考えられる。須恵器・坪蓋（器ー 3)は、

甕（器ー 1)の破片に混じって出土した。

須恵器 ・甕（器ー 2)は前庭内西部でほぼ一個体

分の破片が出土した。出土状況から考えて、この場

所に据え置かれたものと考えられる。須恵器 ・甕片

（器ー 4)は掘り込み土坑の張り床面から出土した。

他に接合関係は認められなかった。土師器 ・坪（器

-5)は前庭内北西部の床面および、掘り込み土坑

の張り床面から破片が出土し、接合した。土師器 ・

坪（器ー 6)は前庭内北東部の床面から出土した。

ほぼ完形品であり、伏せた状態で出土した。

M
 

゜
1: 80 2m 

図368 石室及び前庭平面図
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第3章 古墳の調査報告

(3)前庭床面（図 370)

前庭床面は石室入り口すぐの部分、ちょうど前垣

の設置ラインに沿った幅 0.3~l.0mの帯状の部分

は石室床面とほとんど同レベルの床面が存在する。

さらには、前庭エリアの中央には南北長 3.75m、

東西長 3.00mの不整円形、掘り込み土坑が存在し、

その中が部分的に張り床面構造を呈している。張り

床部分は全体的には平坦である。石室入り口部に近

い部分では地山ロームが幅 15~20cmのステップ

状に削り残されており、張り床面から石室入り口部

へと階段状につながっている。前庭の東西端は周堀

と連結しているが、その連結部には 20~40cmの

緩やかな段差が存在し、前庭部分のほうが凹んでい

る。前庭の南端は掘り込み土坑の南端と考えるが、

その土坑の立ち上がりはほぼ垂直であり、人が上り

下りするような構造は有していない。ちなみに、土

坑の南には凹凸はなく、地表面に連続している。

床面認定の根拠は、硬化面の存在とそこからの

遺物の出土である。覆土と認定したものは、何れも

しまりが弱い軟質土であり、床面とするには困難で

あった。だが、覆土最下層（断面G-G'

で、

での 8層）

直下において、硬化面が存在し、その面が一定の広

がりを見せることが確認できた。さらには、土器（器

-4 • 5)がこの面から出土したことも踏まえた上

この面を前庭床面と認定した。なお、硬化面は

前庭床面の中心部に顕著に存在する。

|o 

L
=
l
3
1.0
0
 

口

G
'
 

I
G
'
 0 1 : 50 lm 

l ,  1 

2

3

4

 

黒色土 やわらかい FA（または As-C)・ロームをわずかに含む（角

礫を含む ・閉塞の崩落石）

黒色土 FA（または As-C)・ロームをわずかに含む（角礫を含まない）

灰黄褐色土 やわらかい FA（または As-C)・ロームをわずかに含む

（須恵器片が多贔に出土している粒）

灰黄褐色土 しまりあり ロームを含む（須恵器片をわずかに含む）

5

6

7

8

9

 

にぶい黄褐色土 FA（または As-C)・ロームをわずかに含む

暗褐色土 しまりよわい FA（または As-Cl・ロームをわずかに含む

暗褐色土 FA（または As-C)・ロームを含む

黒褐色土やわらかい ロームを多く含む きめ細かい

前庭張り床土（陪の詳細は後述）

図370 前庭平面図および覆土断面図
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4 石室

(1)概要

石室は、両袖型横穴式石室である。石室長は 4.55

mである。玄室長は主軸位置で 2.60m、玄室幅は

中央位置で推定 1.65mである。羨道長は主軸位置

で1.95m、羨道幅は中央付近で推定0.75mである。

玄室側壁の最高残存高は 1.80m、羨道側壁の最高

残存高は 0.94mである （詳細計測値は後述）。

残存状況は、玄室 ・羨道ともにやや良好である。

天井石は残存しておらず、側壁も一部が崩壊してい

たが、立体的な構造を把握することは可能な状況で

あった。玄室は盗掘を受けたらしいが、床石の乱れ

は少なかった。また、羨道については閉塞石が良好

に残存していた。

(2)羨道部の閉塞状況（図 371)

閉塞状況は比較的良好であり、羨道部の全体にわ

たって施されていた。

閉塞状態は、それに用いられた石材の差違や、詰

め方の相違などから、複数の層に分離することがで

きなかった。おそらくは一連の行為のよるものと思

われる。閉塞形態は、所謂「間詰め」である。玄門

付近と、羨門付近に板状石材を立てるように設置し、

その間を一辺5~15cmの川原石と同規模の輝石

安山岩の亜角礫で充填させる方法をとっている。そ

の方法によって、約 60cmほどの高さに積み上げ

ていた。また、閉塞石の間には砂質土も多く含まれ

ていた。

閉塞石と床石の識別は、使用石材の違いと、石の

充填の粗密の違いを目安とした。閉塞石は床石に比

べて一つ一つの石材が大きく、かつ石と石との間に

隙間があり、さらにその隙間に砂質土が多量に混入

していたため、小礫を十分に敷き詰めた床面との識

別は容易であった。

本石室の羨道には天井石は残存していなかった

が、側壁の残存高や同種の同規模の石室の一般的な

天井高などを踏まえると、閉塞石はほぼ天井石の高

さまで充填されていたものと推測できる。

18 多田山 18号墳

(3)石室内における遺物出土状況（図 372)

石室内からは、鉄製品、人歯が出土した。全て床

上出土である。ただし、玄室内は後世の撹乱を受け

ているため、出土が原位置であるとは断言できない。

玄室内からは、東側壁際のやや南寄りの床面から、

直刀 1口（鉄一 1)が出土した。出土時は、切先を

奥壁方向に向け、刃部は東側壁方向を向いていた。

同じく東側壁際の床面からは、刀子 2 口（鉄ー 3 • 5 :

5は破片）が出土した。刀子（鉄ー 3)の切先は玄

門方向を向いていた。また、西側壁際のやや南寄り

の床面からは鍔（鉄ー 2)が出土した。同じく西側

壁際の床面からは、刀子 l口 （鉄ー4)が破片となっ

て出土した。さらに奥壁近くと玄門付近に散乱した

状態で刀子 1口（鉄ー6)が出土した。人歯 2点（歯
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I 小円礫と黒色土の混合士

図371 羨道閉塞状況平・断面図
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